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静岡県の河口域魚類

一神奈川県との比較一

金 川直幸

Fishes of Estuari巴sin Shizuoka Prefecture, 

as Compared with Kanagawa Prefecture. 

Naoyuki KANAGAWA 

はじ めに した（図1）。規模の大きな河川や， 小規模であっても

淡水魚類相を扱った報告の中で特に河口域の魚類に 感湖域の広い河川では，調査地点や調査回数を増やす

ふれたものは，和歌山県について瀬能ら（1982），静 よ7にして調査精度を高めるよう努めた。調査期間は

岡県について清ら (1975）・長峯 (1979）・安原ら (19 1983年9月10日より， 1987年10月4日まで行なった。

81）・板井〔1982〕・林ら〔1982）・増田ら（1985〕，神奈 調査時間は主に干潮時に行い，手綱 (3mrn目〉と金綱

川県について林（1973）・長峯ら（1980）・林ら（1981）・ 製追い込み網〔2mrn目〕を主と して用い，補足的に投

石原ら（1986）， 千葉県について辻ら（1983）・長峯 （19 綱（7 mm目〉を併用した。調査時には河川形態 ・底質

85〕などがある。静岡県内についての報告では，仁科 ・水温なども記録し，生息状況を考察する際の参考と

JI ［・狩野川 ・河津川など個々の河川についての報告が した。採集した魚類はすべて10%ホノレマリン液で固定

多く，県内広範な調査による報告は，伊豆半島につい し，促存した。標本の一部は横須賀市自然博物館に登

ての林ら（1982）と県内の主要な河川についてまとめ 録 （YCMP資料番号） Lた。 また 1級河川で採取し

た板井 (1982）があるにすぎなL、。 たものについては静岡県立大学生活科学研究センター

今回， 静岡県内河川で従来未報告の小河川も含めた に保管した。他の標本類については著者が保管してい

河口城の大半を調査し，そこに生息する魚種について る。

新たな知見が得られたので報告をする。また従来の報

告の中で，特に静岡県の北方に隣接する神奈川県での 調査結果と考察

河口域魚類の報告を主に取り上げ， 静岡県との魚類相 I 採集魚類目録

の比較を行L、分布についても考察をした。 今回の採集魚類を以下に示した。なお魚種の配列お

本研究に当り，資料の同定と校関の労をいただいた よび学名は益田ら編（1984〕に従った。

横須賀市自然博物館学芸員の林 公義氏，調査の便宜

をはかり助言をいただいた静岡県立大学生活科学研究 ニシン科 Clupeidae 

センター講師の板井隆彦氏， 特にポラ科魚類の同定を サッパ Sardinell,ιzunasi (Bleeker〕

していただいた東京大学海洋研究所資源学研究室院生 コノシロ Konosirus仰向ctatus(Temminck et 

の瀬能宏氏，標本写真の撮影に協力していただいた Schlegel) 

東海大学海洋学部研究生の増田 修氏に深く感謝の意 カライワシ科 Elopidae

を表する。 イセゴイ MegaloJうscyprinoides〔Broussonet)

ウナギ干ヰ Anguillidae 

調査地と方法 ウナギ Anguilla japonica Temminck et Schlegel 

調査は静岡県内68河川の河口域で生息魚類の確認を ア ユ科 Plecoglossidae 
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図 1 調査地点図

1.入出太田川 11.弁財天川 21.大井川 31.由比Jil 41.松原川 51.五卜鈴川 61. I主l田川

2 西神田川 12.菊川 22.栃山川 32.富土川 42，八木沢大川 52. 妻良小流 62.向井田川

3.釣橋川 13. 新野川 23.木屋川 33.潤井Jil 43.八木沢小流 53.吉田小流 63.伊東松川

4.都田川 14.成川 24.瀬戸川 34. 1召JiI 44.宇久須川 54.付1木川 64. 鳥川

5.花Ji! 15. !T~沢川 25.小坂川 35.狩野川 45.仁科川 55. 青野川 65. ＊神Jil

6.伊佐地Ji! 16.萩関川 26. 安倍川 36.熊野川 46.岩科川 56. 大賀茂川 66. 上多賀大川

7.新川 17.勝間田川 27.巴川 37. 西浦河内川 47.石部小流 57.稲生沢川 67.糸川

8.馬込川 18. 坂口谷川l 28.庵原川 38.戸田大川 48. 雲見大回川 58. ＊崎地小流 68.千歳川l

9 天竜川 19. f嘉日JiI 29.波多打川 39. 小士肥大川 49. 111'浜小流 59.河津Jil

10.太田川 20.大幡川 30.興津川 40. 士肥山川 50.落居小流 60.稲取大川



アユ Plecoglossusaltivelis Temminck et Sch-

legel 

シラウオ1ヰ Salangidae 

nes) 

コボラ Liza macrolepis〔Smith)

タイワンメナダ Valamugil seheli (Forssk幻〉

イシカワシラウオ Salangichthysishikawae Wald 

ya巴tTakahasi 

ナンヨウボラ Valamugil cunnesius〔Valencien-

nes〕

コイ科 Cyprinidae

タイリ クパラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus 

(Kn er〕

カマツカ Pseudogobio esocinus (Temminck et 

Schlegel) 

ニゴイ Hemibarbus barbus (Temminck et Sch 

タイワンドジョウ平二十 Channidae 

カムノレチー Channa argus (Cantor) 

スズキ科 Percichthyidae 

スズキ Lateolabrax jaρonicus (Cuvi巴r〕

ユゴイ科 Kuhliidae 

ユゴイ Kuhlia marginata (Cuvier) 

legel) サンフィッシ ュ午ヰ Cen trarchidae 

モツゴ Pseudorasboraρarva (Temminck et Sch- オオクチパス Micropterus salmoides (Lacep色de〕

le gel〕 ブノレーギノレ Leρom is例。crochirusRafinesque 

ウグイ T門：bolodonhakonensis (Gunther) ヒイラ ギ不十 Leiogna thidae 

アプラハヤ Maraca steindachneri (Sauvage) ヒイ ラギ Leiagnathus 四uchalis(Temminck et 

オイカワ Zaccaρlatypus (Temminck et Schie Schlegel) 

g巴l〕 クロサギ平ヰ Gerr巴idae

カワムツ Zacco temmincki (Temminck巴tSch クロサギ Gerres ayena (Forsskal) 

le gel) メジナ不｜ Girellidae 

ギンブナ Carassius auratus langsdarfii Temmi メジナ Cirellaρunctata Gray 

nck et Schlegel イサキ科 Pomadasyidae 

ゲンゴロウブナ Carassius auratus cuvieri Tern- コショウ ダイ Plectarhynchus cinctus (Temminck 

minck et Schlegel et Schlegel) 

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus (Cantor〕 シマイサキ苧｜ Teraponidae 

シマドジョウ Cobitis biwae Jordan et Snyder シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus (Temmi-

ナマズ科 Silurida巴 nck et Schlegel) 

ナマズ Silurus asatus Linnaeus コトヒキ Teraρon jarbua〔Forsskal〕

ゴンズイ科 Plotosidae タ イ科 Sparidae

ゴンズイ Platasus lineatus (Thunberg) クロダイ Acanthapagrus schlegelz (Bleeker〕

サヨリ科 Hemiramphidae キチヌ Acanthopagrus latus (Houttuyn) 

クノレメサヨリ Hyparhai河ρhusintermedius (Can チョウチョワウオ不｜ Chaetodontidae 

tor) アケポノチ ョウチョウウオ Chaetadanmela月間atus

メダカ科 Oryziidae Schneider 

メダカ Oryizas latipes (Temminck et Schlegel) イシダイヰ4 0ρlegnathidae 

ヨウジウオ科 Syngnathidae イシダイ Oplegnathus fasciatus (Temminck et 

テングヨウジ Oastethus brachyurus brachyurus Schlegel) 

(Bleek巴r) カワスズメ科 Cichlidae 

カワヨウジ Hipρichthys SJりicifer (R li ppell) チカダイ Ti laρia nilotica〔Linnaeus)

ガンテンイショウジ Parasyngnathusargyrostictus ベ ラ苧｜ Labridae 

(Kaup) カミナリ ベラ Stethojulis interrupta terina J or-

ボラ科 Mugilidae clan et Snyder 

ボラ Mugilcephalus cephalus Linnaeus ハゼ科 Gobiidae

セスジボラ Liza caγinata carinata (Valencien チチブモドキ Eleatris acanthapama Bleeker 
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オカメハゼ Eleotris melanosoma Bleeker 

カワアナゴ Eleotrisoxycephala Temminck et 

Schlegel 

サツキハゼ Pa円oglossusdotui Tomiyama 

スジハゼ Acentrogobius ρ•flaumi (Bleeker) 

ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (Bleeker) 

アベハゼ Mugilogobius abei (Jordan et Snyder) 

ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre) 

ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutter〕

ヨシノポリ Rhinogobius brunneus (T巴mminck

et Schlegel) 

ヌマチチプ Tridentiger brevisjうinisKatsuyama, 

Arai et Nakamura 

チチブ T円：dentigerobscurus (Temminck et Sc-

hlegel〕

シマハゼ Tridentiger trigo叩ocephalus(Gill) 

クモハゼ Bathygobius fuscus (Riippell〕

ウロハゼ Glossogobius olivaceus (Temminck et 

Schlegel) 

アゴハゼ Chasmichthys dolichognathus (Hilgerト

dorf) 

ドロメ Chasmichthys gulosus (Guichenot) 

ピリンゴ Chaenogobius castaneus (0’Shaughne 

ssy) 

ニグハゼ Chaenogobiushφ！acanthus (Hilgen 

dorf〕

スミウキゴリ Chaenogobius sp. 2 

マハゼ Acanthogobiusflavimanus (Temminck 

et Schlegel〕

アシシ ロハゼ Acanthogobiuslactipes (Hilgendorf) 

ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan et Snyder 

ミミズハゼ Luciogobius guttatus Gill 

シロウオ Leucopsarionρetersi Hilgendorf 

ボウズハゼ Siりoρterusjaponicus (Tanaka〕

チワラスボ Taenioides cirratus (Blyth〕

タウエガジ干ヰ Stichaeidae 

ダイナンギンポ Dictyosomaburgeri Van der 

Hoeven 

ニシキギンポ手ヰ Pholididae 

ギンポ Enedrias nebulosa (Temminck et Sch-

legel) 

ハオコゼ科 Congiopodidae 

ハオコゼ H>•podytes rubripinnis (Temminck et 

Schlegel) 

4 

アイナメ科 Hexagrammidae 

クジメ Hexagraimnos agrammus (Temminck et 

Schlegel〕

コ チ平ヰ Platycephalidae

コチ Platycephalusindicus (Linnaeus) 

カジカ科 Cottidae 

カマキリ Coitus kazika Jordan et Starks 

ウシノシタ手ヰ Cynoglossida巴

クロウシノシタ Paraplagusia japonica (Temmi 

nck et Schlegel) 

カワハギ手ヰ Monacanthidae 

カワ ハギ Stephanolepiscirrhifer (Temminck et 

Schlegel〕

フグ科 Tetraodontidae

クサフグ Takifuguniphobles (Jordan et Snyder〕

JI.調査地と生息状況

調査河川別lこみた採集魚類は表1に示した。

本調査では金Jil(1985）も含めて36科69属83極を採

集した。もっとも多 くの魚種が確認されたのは天竜川

で29種類であった。伊豆半島にある小河川の五十鈴川

（河口の瀬の流巾は1.5m）では調査回数が18固と多か

ったにも拘らず，確認できたのは18種類で，わずか 5

回の調査で採集した天竜川での種数には及ばなかっ

た。 これは両河川での感潟j域の広さの相異と，五十鈴

川には純淡水魚が分布しないこと（金川， 1986）が影

響しているためである。安原ら（1981〕は狩野川の感

潮域で今回記録されたもの以外に23種類の海産魚、を記

録している。静岡県内の河川の中で広い感潮域を持つ

天竜川や狩野川などでは， 多くの海産魚が侵入してく

るためと推測できる。

今回採集した魚種数については， 静岡県の中西部に

多く，東部の伊豆地方で少いとLづ傾向を示した。中

西部の河川の多くは河口付近に平野部を持ち，ある程

度発達した感潮域を持つが，東部の伊豆地方では多く

の河川が河口付近に平野部を欠き，中流ないし上流的

景観のまま海に注ぐ。 この地形的条件のために感淘j域

が未発達である。そのため今回も伊豆地方の多くの河

川では海産魚や汽水魚はあまり採集されなかった。し

かし南伊豆町妻良の小河川ではゴンズイ ・メジナ・ア

ケボノチョウチョウウオ ・イシダイ・カ ミナ リベラ ・

グモハゼ ・ドロメ ・ハオコゼといった他の河川では全

く採集されなかったり，あまり多くは採集されていな

い種類が記録された。 この小河川の河口部は砂利で半



褒1ー1聞査河川別採集魚類

！、＼ 河名 l入西釣都花伊新馬天太弁菊新成東萩勝坂揚大大栃木瀬小安巴庵誼興由自湖沼
｜、＇ I立神佐 i吋 間口 多

｜魚種名 ＂－ 1両国橋団 地 込竜回 天 野 沢 問団 在 日幡 井山屋戸坂倍 原打津比土井

サッパl ・
コノンロl ・ ・
イセゴイ

ウナギE・・・ ・・・・・
アュI ・
イシカワンラウオl ・
タイリクパラタナプl ・ ・ ・・
カマツヵl ・
ニゴイl ・
モツゴ1 ・・・ ・・
ウグイl ・・
アプラハヤE

オイカワI・・・・・・・ ・・カワムツl

ギンプ ＋I・・・・・・・・・ゲンfロウプナl ． 
ドジョ ウl ・・
シマドジョウ1 ・
ナマズI ・
プンズ イl
Zル メザヨ，， ， ・
メダカl・・・ ・・・テングヨ ウジ
カワヨウジ
ガンチンイショウジ
ポ ラ

セス＂＂＇ラ
コボラ
カムルチー
スズ キ
ユゴ イ
オオタチパス
ブル ー ギル
t イラギ
クロサギ
メジナ
コショウダイ
ンマイサキ

コトヒキ1・
クロダイ
キチヌ
，..チ，oチ.，，オ
イ y ダ イ
チカグイ
カ ミナリベラ
チチブモ ドキ
オカ メハ ゼ
カワ ア ナゴ
サツキハゼ
スジハゼ
ヒ〆ハゼ
アペハ ゼ
ヒナハ ゼ

プタラクハゼl・
I f貨斑型
1黒色型

ヨシノポリ｛也色型
I •色大型
lるり型

ヌマチチプ

チチプl・・ ・・・・シマハ ゼ
クモハ ゼ
ウロハゼ
アゴハ ゼ
ドロ メ

ピ’J ；，プl ・・・・
ニクハゼI ・・
スミウキゴ＇＇ I ・ ・
マハ ゼ1・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・
アシシロハゼl ・・・・・・ ・・・・・・ヒモハ ゼ
ミズハゼ
シロウォ
ポウズハゼ
チワラスポ
ダイナ〆ギJポ
ギンポ

オコゼ
タジメ
コチ
カマキリ

クロウシノンタ E ・
カワハギE

クサヲグl ・・ ・
調査回数 11 1 1 1 1 1 1 1 5 7 1 4 1 5 1 2 8 2 3 1 2 1 1 2 1 市 11211311  

極 数 I1 1 9 11 12 1 9 3 29 26 10 24 6 23 4 20 28 12 15 10 1 6 1 18 1 14 11 8 9 s s叩 3 2 
注l カワアナゴ類 チチプ類の幼魚で極の同定ができなかったものについては、それぞれカワアナゴーヌマチチプの欄に白九で示した。

注2 7イワンメナダ・ナンヨウポラの2極については、投稿後に同定されたため、本表には含まれていない。
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褒t-2調査河川別採集魚類

I "'-i'1 名 IJ年熊西戸小土松八八宇仁岩石器伊 落 五妻吉伸背大稲縄河稲自問l伊鳥水与晶子
｜＼ ｜ 詳吋肥 川久 部長浜居十良凹 針生地取井東 r. 
｜同名 ＼ ｜野野 内大大 山原大小須科料 小田小小鈴小小 木野茂沢 小 津大凹田松 神 大 蔵

サ y パ

コノシロ
イセゴイ
ウナギ1・
ア ユ『・
イシカワシラウ才
タイリタ，fラタナゴ
カマツカ

ユゴイ

モ γ ゴ1・
ウグイE・
アプラハャ1・
オイカワI・・
カワムツl・
ギンプナ』・
＂＇ンゴロウプナ 1
ドジョウt・
シマドジョウ
ナマズ
ゴンズイ
クル〆サヨ リ
〆 ダカ
テングヨウジ
カワヨウジ
，，.ンテンイシ罰ワジ

ポ ラl・・・・
セスジポラ
ヨポラ
カムルチー
スズキ
ユゴイ
オオタチパス
ブルーギル
ヒイラギ
クロサギ

メ 2 オ
コンョウグイ
y マイサキ
コトヒキ
クロ f イ
ヨF チヌ
アケポノチ，ウチ目。ウオ
イシダイ
チカダイ
カミナ ，， ベラ
チチプモドキ
オカメハゼ
カワアナゴl・
サツキハゼ
スジ，、ゼ

ヒ〆ハゼ1・ ・
アベハゼE
ヒ＋ハゼ1・
ゴタラタハゼ1・・・・
l徽斑m， ． ． ． ． 
I a1色型1 ・・

ヨシρポリ1位色.!Ill・
＇＂色大~ I
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ば閉塞され，海水の流入するタイドプーノレ状のi!#Iが完

成されることと，この淵に近くのイセエピ哲養；場から

の排水が流入するために，これらの魚、が混入していた

ことによる影響が考えられた。

静岡県の中西部と，東部の伊豆地方にみられる感湖

域の発達程度の差はハゼ類の分布にも影響していた。

泥底や砂底を好むハゼ類 ・汽水を好むノ、ゼ類（アベハ

ゼ・ヒナハゼ ・チチプ ・ウロハゼ ・マハゼ ・アシシロ

ハゼ ・ピリンゴ） は中西部に多く分布し，伊豆地方で

のこれらのハゼ類の分布は狩野川 ・岩科Jlj・育？里子Jlj・

大賀茂川など感潮域の発達した河川lに限られ生息する

とLづ傾向がみられた。また，伊豆の小河川ではヨシ

ノポ リ（横斑型 ・黒色型 ・るり型〉 ・ヌマチチブ ・ス

ミウキゴリ ・ボウスハゼといった両側回遊性ハゼ類の

成魚が，河口直上まで生息する傾向がみられた。伊豆

の小河川は感潮域をほとんど欠くので，河口直上まで

が淡水域となっているためと推測できる。

III.魚種別の生息状況

ここでは県内の主要な河川の河口域にみられる魚、類

について報告する。主に，板井 (1982）では未報告の

回遊性魚絞 ・汽＊性魚類や採集例の少ない'fill）：買につい

て新たに得られた分布や生態上の知見を述べる。

① イセゴイ Mega/opsりpri向。ides(Broussonet); 

YCM-P 17001, 17002.〔図2-A)

レプトセフアノレス期の幼生を1986年7月12日に威川

で，1986年7月20日に瀬戸川で採集した。本程がイセ

ゴイの幼生であることはプライン ・シュリンプで1986

年12月まで飼育し，未成魚、の段階で確認して同定し

た。成川では，小堀橋上流の流れの緩い1氏J惑湖域の淵

尻でま と めて採集 した。主に南方系汽7J<.f~1、。

① イシカワシラウオ Salangichthysishilw wae Wa ・ 

kiya et Takahasi; YCM P 17003. （図 2-B〕

1986年8月16日に天竜川で多数採集した。浜名漁協

天竜支部からの聞き取り調査によると，毎年7月未よ

り8月にかけて海から天竜川に湖上し，10月頃まで見

られるとしづ。湖上状況は年により変動があり，1987

年は河口部でわずかに採集されただけということであ

った。本調査期間中にシラウオ類は，天竜川で採集さ

れただけである。浜名漁協入出支所によると，以前は

浜名湖の奥でも採集されたが，近年は採集されな くな

ったとL寸 。この理由としては今切口を固定した浜名

湖の塩分濃度が高くなったためと推測される。静岡県

公共用水質測定結果 （1985年）によると，天竜川の流

量は70.8～274. 3m3/sec （掛塚橋にて測定〉で，他の

河川と比べて著しく多C'o一般に，流量と湖ヒ海水の

塩素呈は負の相関をなすことが知られている 〔栗原，

1980）。その点流量からみると天竜川では 河口域や周

辺海域に広範囲な汽水域が完成されていると推測でき

る。木f]f！：の生活にはこのような広範囲の汽水域が必嬰

なのであろう。

① クルメサヨリ Hyporhamρhus inte門nedius(Ca-

ntor〕，YCM-P17004. （図 2 c〕
1986年8月8日に都田川で採集した。静岡県では田

中 〔1984〕が佐鳴湖より本種を記録している。

① カワヨ ウシ Hi1りかchthyss戸icifer(Riippell〕，

YCM-P 17005目〔図2-D〕

本極は菊JI[で採集された（金Jlj;1985〕。以後本極

については県内河川およびその近県河川からの採集例

はなく，菊Jljは分布上の北｜浪記録といえる。南方系汽

水ff!、。

① ガンテンイショウジ Parasyngnathusargyro・ 

stictus〔Kaup);YCM-P 17006, 17007. （図2-

E) 

1986年8月8日に都田川で，同年8月16日に都田川

に近楼した花川で採集した。従来の採集記録は和歌山

県の加茂川 （瀬能ら；1982〕で例があり，都田川l・7E

Jillま分布 ｜ごの新たな北限記録である。 本種は南方系汽

＊魚、。

① コボラ Liza macrolepis (Smith); YCM-P 17 

008, 17009. （図2 F〕

1985年9月29日に勝間田川で，1987年8月24日に白

田川で採集した。南方系沿岸性魚類。

⑦ タイワ ンメナダ Valamugil seheli (Forsskal〕

YCM-P 17010〔図2 G) 

1984年11月10日に菊川で採集した。本種は和歌山県

以前に生息し，幼魚、は河口に侵入する（吉野ら，1984）。

静岡県および県以北の河川からの採集例は現在のとこ

ろない。今回，菊川｜からは本種以外にカワヨウジ，ナ

ンヨウボラ，チチブモドキなど従来静岡県では採集例

がなかったり， 少ない魚種も同時に記録した。このIf日

由としては菊川が広い感湖上或を持つ事によると推測さ

れる。南方系沿岸性魚類。

① ナンヨ ウボラ Valamugil cunnesius (Valencie-

nnes) YCM-P 17011 （図2 H〕

1984年11月10日に上記のタイワンメナダとと もに，

菊川｜で採集した。タイワンメナダ同様に，和歌山県以

南に生息し， 幼魚は河口に侵入する（吉野ら，1984）。
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本種も静岡県および県以北の河川からの採集仔ljは現在

のところない。南方系沿岸性魚類。

① チチブモドキ Eleotrisacanthopoma Bleeker; 

YCM P 17012～17014. （図2ー I〕

菊川（金川， 1985〕・新野Ji[・五十鈴川および南伊

豆町妻良の小河川でも採集した。 1985年10月5日には

新野川で成魚を， 1986年8月26日には妻良の小河川で

幼魚、を， 1985年から1986年にかけていく度か五十鈴川

でも幼魚、を採集した。田中（1984）は佐鳴湖からも本

種を記録している。本種は南日本の汽＊－域に多くみら

~1- る。

⑬ オカメハゼ Eleotrismelanoso畑。 Bleeker; YCM 

-P 17015. 〔図2-J〕

威川で幼魚、を 1個体採集した〔金川， 1985）。板井

(1982〕の採集記録にある勝間田川を今回精査したが，

確認できなかった。本種もチチブモドキ同様に南日本

の汽水域に多くみられる。

⑪ サツキハセ Parioglossusdotui Tomiyama ; 

YCM-P 17016～17017. （図 3 K〕

1985年5月3日に木屋川で， 1987年5月31日に小坂

川で採集した。小坂川では本種を多数採集できた。採

集時は群をつくり，流れにさからって低感潮域の上部

まで湖上していた。

⑫ スジハゼ Acentrogobiusρ>flaumi(Bleek巴r);

YCM-P 17018～17020. （図3 L) 

勝間田川・岩科川・青野川で採集した。ある程度発

達した感潮域を持った河川の砂泥底に生息していた。

海水の影響がかなり強L、水域に多く，勝間田川ではア

シシロハゼやヒメハゼより下流に生息していた。

⑬ ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre); YCM 

-P 17021～17029. （図3-M)

本種の静岡県における分布については 一部を 金川

(1985）がすでに報告した。以後，天竜川・弁財天川

・小坂川・狩野川でも採集した。 南日本に分布する種

類であるが，静岡県内の河口には広く分布し，季節を

問わず成魚、が採集された。現在のところ分布の北限記

録は伊豆半島の大賀茂川である。

⑬ チチブ類（チチブ・ヌマチチブ〕

明仁親王（1984）に従って分類し，多くはヌマチ

チブ Tridentiger brevisρinis Katsuyama, Arai et 

Nakamura，図3 Nに同定された。しかし，流れが

緩く河口が開いて感潮域の発達した河川（浜名湖にそ

そぐ河川・岩科川・青野JI／・大賀茂川など〕で採集し

たものは多くがチチプ Tridenfi!Jerobscurus (Tern-

? 

mmck et Schlegel）；図3-0に同定された。しかし

チチフだけが採集された河川であっても精査すればヌ

マチチブと同所的に生息する河川がある可能性は高い

（明仁親王； 1987）。天竜川の河口付近ではチチブとヌ

マチチブを採集しているが，これより上流の掛塚橋付

近ではヌマチチブしか採集されない。

⑬ ヒリンコ Chaenogobius castaneus (0’Shaugh-

nessy); YCM-P 17030～17034. （図 3-P)

浜名湖にそそく西神田川・釣橋Ji／・都田川・花川と

伊豆の岩科川で採集した。チチブと同様に流れが緩い

感潮域の発達した河川の河口域て、主に確認された。

⑮ アシシロハゼ Acanthogobius lacti戸es(Hilgen 

dorf); YCM-P 17035～17050. （図3-Q)

県内の河川で広く採集した。採集状況はマハゼとよ

く似ており，ある程度大きな規模で比較的発達した感

潮域を持つ河川で採集した。しかし，両種の採集状況

には若干の違いがみられ，アシシロハゼが河口付近の

瀬の流巾が5～7m以上の規模の河川で、採集されたの

に対し，マハゼは河川規模がこれより小さい河川でも

採集できた。本種は河口付近でも採集されたが，河口

より上流の低感、潮域でも数多く採集された。天竜川で

は成魚、を純淡水域でも採集した。

⑫ シロウオ Leucopsarionpetersi Hilgendorf; 

YCM-P 17051～17055. （図 3-R〕

萩問川・勝間田川・波多打川・興津川・富士川で採

集した。春に産卵のため湖上し， 産卵後は間もなく死

亡するとL寸本種の習性からみて， 3月から 4月にか

けて河口域を調査すればさらに多くの河川で採集でき

ると推測している。聞き取り調査によると伊豆地方に

は分布しないようである。

⑬ チワラスボ Taenioides cirratus (Blyth); YCM 

-P 17056～17057. 〔図3 S) 

太田川と坂口谷川lで採集した（金川， 1985）。千葉

(1980〕は浜名湖よ り本種を報告している。 1986年8

月の浜名漁協入出支所での聞き取り調査では，時々本

種が浜名湖内で網にかかるとしづ。また同支所に保存

してあった標本も本種の成魚、と同定できた。上記2河

川以外では採集例がなく坂口谷Ji/Ii分布の北限記録で

ある。

vr.調査結果からの考察 神奈川県との比較
林ら（1981〕は河川の下流および感潮域に出現する

魚類を主たる生活場所や採集地からA～Dの4型に分

類し，特に周縁性淡水魚類を細分した。



今回の調査で河口，汽水域て志採集されたものの中か

ら純淡水魚に区分される種類を採集地の多い！｜原に示す

と，オイカワ（30，採集地点数で以下同様〉， ギンプ

ナ（25）・タイリクパラタナゴ（12〕・モツゴ（11）・メ

ダカ（11）・アプラハヤc6〕・ドジョウ（ 6）・カマツ
カ（4）・ナマズ（4〕・ブルーギノレ（ 3）・ゲンゴロウ

プナ（2）・シマドジョウ（2〕・カムノレチー（2）・ニ

ゴイ（1）・カワムツ（ 1）・オオクチパス（1〕・チカ

ダイ c1）の順となった。ここではウグイは回遊魚、に
含めた。これらのうち，林ら（1981〕がA型に区分し

た純淡水魚はモツゴ ・アプラハヤ ・ギンブナ ・ゲンゴ

ロウブナ ・ドジョウ ・メダカ ・オイカワである。ゲン

ゴロウブナ以外はいずれも今回の調査水域に多く生息

していた。これらの魚類は低感神￥J域に出現する頻度が

高い事を示している。

これらの種類lれ、ずれも静岡県・神奈川県に共通し

て天然分布する分布域の広い魚種である。林ら（1981)

がA型に含めた魚種以外のものの中では，今回の調査

でタイリクパラタナゴが12河川｜で採集されており，こ

れも低感潮域に出現する頻度の高い純淡水魚といえ

る。また前述のカマツカからチカダイまでの純淡水魚

については採集地や採集個体数共に少なし出水や河

口近くに作られた権の影響で一時的に河口域に出現し

たものと推測できる。

回遊魚については今回の調査で18種を記録した。そ

のうちウナギ ・ウグイ ・カマキリ以外は両側回遊魚、で

あった。なお両側回遊魚、に含める魚種の区分は林ら

(1987）によった。今回の採集魚種と従来の文献に記録

されたものとを比較すると今回採集できなかった種類

が静岡県内についてみると，板井（1982）との比較で

2種カジカ ・ウキゴリ〕，安原ら（1981）との比較で

は未記録種はない。同様に神奈川県内についてみると

長峯ら（1980〕・林〔1973）・林ら （1981〕との比較で

は未記録種はないが，石原ら (1986）との比較では2

種（オオウナギ ・ウキゴリ）であった。房総半島南部

については長峯（1985）との比較で未記録種はない。

本報告も含め上記の文献に記録された回遊魚、の種類

数を検討すると静岡県21種（静岡県産淡水魚類目録（板

井； 1982〕に記録されているオオウナギ ・ウキゴリ ・

イド ミミスツ、ゼも含める〕，神奈川県15種，房総半島

南部13種であり，静岡県以北では回遊魚、（特に両側回

遊魚〉の種類数が少なくなる傾向がみられた。しかし

前記文献には記録されていないが，本調査も含め静岡

県まで分布が確認できた両侭IJ回遊魚、はオカメハゼ ・ヒ

ナハゼ ・イドミミズハゼのわずか3種類にすぎなL、。

静岡県と神奈川県 ・房総半島南部にみられる両側！回遊

魚、の種類組成はほとんど差がないといえる。

B～D型に含まれる周縁性の淡水魚類について今回

の採集魚種と従来の文献に記録されたものと比較する

と，今回採集できなかった種類数は静岡県内について

みると板井（1982）との比較で4種，安原ら（1981〕

の狩野川との比較で22種，神奈川県については長峯ら

(1980）の相模川との比較で20種，林 (1973）・林（19

81）の三浦半島との比較で24種，また房総半島南部に

ついては長峯 (1985）との比較で8種であった。今回

未記録であったこれらの魚種の多くは表 ・中層遊泳魚、

であった。

今回追い込み網を主として用いたとしづ 調査方法

が，底生魚、についてはある程度正確に採集確認できる

が，大形の表 ・中層遊泳魚、については限界があるため

と思われる。しかし今回未記録であった魚種のうち，

静岡県の海産魚類についての分布記録を網羅して作成

した静岡県海産魚類目録（松岡； 1979〕にはそのほとん

どが含まれている。松岡 (1979）に記録されていない

ものは板井 (1982〕が静岡県の古宇川と岩科川の河口

から報告したイッセンヨウジだけである。イッセンヨ

ウジについては板井（1982）が報告した後に林ら（19

83）が神奈川県酒匂川から報告している。神奈川県で

記録され静岡県で記録されてない種類にはミナミイケ

カツオ（長峯ら； 1980）があるが本種については種の

再同定を行った結果，浜口ら（1987）によってイケカ

ツオに訂正された。

L、っぽう前述の比較文献である板井（1982）・安原

ら（1981）・長峯ら（1980）・林〔1973）・林ら（1981）・

長峯（1985）には記録がなく，今回（金JI[; 1985も含

めて）河口 ・汽水性魚類と して記録されたものはクノレ

メサヨリ ・カワヨウジ ・ガンテンイショウジ ・タイワ

ンメナダ ・ナンヨウポラ ・クロサギ ・アケボノチョウ

チョウウオ ・カミナリベラ ・ヒナハゼ ・ニクハゼ ・ヒ

モハゼ ・チワラスボである。

このうちニクハゼ ・ヒモハセ1土辻ら (1983）が千葉

県小1笹川から記録している。またクロサギ ・アケポノ
チョウチョウウオ ・カミナリベラは河口 ・汽水域から

の採集炉ljはないが，東京湾奥からの報告（横浜市公害

対策局，1986〕にはある。今回の調査によりカワヨウ

ジ・タイワンメナダ ・ナンヨウボラは静岡県の菊川

を，ガンテンイショウジは浜名湖にそそぐ都国JI/・花

川を，ヒナハゼは伊豆半島の大賀茂川を，チワラスポ
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図2

A.イセゴイ Megaloρs cyprinoides 1 F .コボラ Liza macrolepis 

B. イシカワシラウオ Salangichthys ishikawae G. タイワンメナダ Valamugil seheli 

c クノレメサヨリ Hy1うorha間：phusinten刊edius H.ナンヨウボラ Valamugil cunnesius 

D. カワヨウジ Hi1ゆichthysspicぴer I.チチブモドキ Eleotris acanthopoma 

E. ガンテンイショウジ Parasyngnathus argyrostictus J .オカメノ、ゼ Eleot円smelanosoma 
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図3

K.サツキハゼ Parioglossusdotui 

L.スジハゼ A centrogobius iう>flaumi

M. ヒナハゼ Redigobius bikolanus 

N. ヌマチチプ Tridentiger brevispims 

0.チチプ Tridentiger obscurus 

注）図版中の白線は lC皿を示す。

P.ピリンゴ Chaenogobius castaneus 

Q. アシシロハゼ Acanthogobius lactipes 

R. シロウオ Leu coρsarion petersi 

s.チワラスボ Taenioides cirratus 
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表2 河口域魚類種数の比較

県 名

文 献防御｜本 報 告 ｜安5品1〕
場 所 l県全体｜同｜県現）町 （県東部l狩野 JllI柏模 川 ｜三間11総半喜

種

純12 17 

数 I49 I回15I 83 I 18 I 58 

周辺
注 1)

48 

14 : 

15 : 48 

29: 

13 : 

16 : 50 

19 : 

8 

16 I 45 

26 

。 2 2 9 

4 I 51 6 I 59 7 I 45 11 

41 50 25 

端 I/I9 I 13 : 10 i 7 I~ I/ I 10 I 11 
注 1）純は純淡水魚，回は回遊魚，周は周縁性魚類を示す。生活環による区分は林ら（1987）によった。

注2）板井 (19但〕，林（1973〕については河口域で採集したもののみ種数として算えた。

注3）静岡県の地域わけは浜名湖から御前崎まで（河川番号1～14〕を西部，御前崎から富士周辺まで（河川
番号15～34）を中部，伊豆半島を含む静岡県東部（河川番号35～68）を東部と した。

は静岡県の坂口谷川｜を現状記録での分布北限地といえ

よう。

静岡県の河口域にみられる魚類と，静岡県以北の神

奈川県 ・房総半島南部のものとを比較すると，種類数

・種類組成の上で大きな差はみられなして表2）。 いっ

ぽう静岡県を地域別にわけて1河川あたりの平均種類

数を算出すると， 静岡県西部の1河川あたりの平均種

類数は13種であり東部伊豆地方の7種を大きく上回る

（表2）。この差は静岡県西部と東部の感潮域規模の差

がもたらしたものと推則できる。従って静岡県と神奈

川県 ・房総半島南部の河口域魚類にみられる若干の差

は，静岡県にある河川の規模と神奈川県や房総半島南

部の河川規模とを比較したとき，優位な河口域が静岡

県特に西部地域には多いためであろう。

まとめ

1. 静岡県内68河川｜の河口域を調査し36科83種を記録

した。

2. 静岡県内の低感潮域によくみられる純淡水魚（移

入魚、を除く〉は神奈川県のものと共通していた。ま

た移入魚ではタイリクバラタナゴが静岡県内ではよ

く低感潮域にみられた。

3. 静岡県の河口域にみられる両側回遊魚は神奈川県

のものとほぼ共通していた。

4. 静岡県の河口域にみられる周縁性魚類と，神奈川

県 ・房総半島南部のものとを比較すると大きな違い

12 

はみられない。若干の違いがあることについては静

岡県と神奈川県 ・房総半島南部との河川規模を比較

したとき，優位な河口域が静岡県（特に西部〕に多

いためであると推察した。
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ヤセハリセンボンDiodoneydouxiiの漂着記録

林公義・長谷川孝一

Record of Drifting Ashore, Diodon eydouxii 

Masayoshi HAYASHI and Kooichi HASEGAWA 

はじめに の特徴は確認できた。打上げ標本であるYCM-Pl5750

神奈川県鎌倉市由比が浜に打上げられたハリセンボ の個体てもは乾燥が進んでL、たので，尾柄部にある背面

ン科魚類の 1穫を査定した結果， ヤセハリセンボン 小林はよく認められた。また瞥鰭については完全な鎌

Diodon eydouxii Ba1ssouT et BARNEVlLLEであること 形状を呈しているが，他の胸 ・背・尾鰭等については

がわかった。本穫はMATSUURAand YOSHINO (1984) 破損が著しく（図 1- a），背鰭の鎌形状は不十分であ

により，沖縄島の定置網で捕獲された体長 187.ommの った。

個体を基に，日本初記録種として報告された。松浦 外観では一見して痩身な感じがあり，背面は美しL、

(1984）によれば本種は従来遠洋性の種とされ，沿岸 藍色，腹面は白色である。背面と腹側面にはH音色の小

で見ることは稀であり，分布も世界中の熱帯海域に多 斑が多数散在し，同色の小斑が背鰭や智鰭の基部にも

く，日本では琉球列島以南と記されている。神奈川県 ある。腹函からみると下顎より後方の咽l綾部から両眼

沿岸からの記録は初めてであるので，採集時の状況と の下方にかけて日音色帯があり，液浸襟本の状態ではこ

査定結果また本種の他県での採捕記録に関する情報も の日音色帯が賞褐色を呈していた。

併せて報告する。 体各部位の計潰~liMATSUURA and YOSHINO (1984) 

に従った（表1）。体長は日本初記録の個体（琉球大学

採集経過 理学部海洋学科魚類資料番号 URM-P7491）と比較す

ヤセハリセンボン（横須賀市自然博物館魚類資料番 ると，今回鎌倉市由比が浜で採集した個体の方がやや

号 YCM-P15750）は，1986年10月15日に神奈川県鎌 小型（187.omm vs. 144. 2rnrn）であった。成魚、では体
倉市由比が浜海岸で著者のひとり長谷川によって打上 長が250mrnに達するようなので，沿岸域で採集される

げられた1個体が採集された。採集時はすでに天日乾 ものはほとんどが未成魚、と思われる。計測部位におけ

燥の状態にあったが， 体色の濃青色は鮮やかに残って る体長および頭長比の値はおおむねMATSUURAand 

おり腐敗臭はほとんどなかった。この状態からかなり YOSHINO (1984）と一致するが，背鰭と轡鰭基底長に

新鮮な個体が打上げられた様子がうかがえ，数日前か ついては本個体（YCM Pl5750〕が打上げであるため

ら前日までの強風（南風〕波浪に原因するものと推定 に乾燥していたこともあり，数値に差が認められた。

された。標本は全長 164.2mrnで，胸 ・背・尾鰭はそれ

ぞれわずかに破損していた。外部の計数形質について ヤセハリセンボンの採集記録と分布の検討

は表1に比較標本の値と共に示した。 神奈川県沿岸における本種の打上げ採集を機会に，

他地域における採集情況を検討した。その結果1985年

外部形態の特徴と測定値 ととりわけ1986年については同じ時期に各所で採集さ

ヤセハリセンボンを同属の他種と識別をする外部形 れていることがわかった（表2，図2）。日本動物園水

質の特徴については，松浦（1984）によると尾柄部の背 族館年報によれば， 1980～1986年の聞に全国の水族館
面に2～3本の小糠をもつこと，背鰭と J待鰭が鎌形を で飼育されたハリセンボン属の中で最も多いのはハリ

呈することで区別される。標本（YCM-Pl5750，国立 ハリセンボンDiodonholocanthusで，年聞を通して約

科学博物館魚類資料番号NSMT-P50276）でもこれら 30館ほどの飼育例がある。ヤセハリセンポンは1984年

l~ 



図1 漂着採集されたヤセハリ センボン， Diodoneydouxzz 

a.鎌倉市由上ヒが浜（YCM-P15750，体長144.2mm〕；

b.館山市伊戸港（NSMT-P50276，体長110.9mm); 

c.那珂港市大洗（体長85.7mm）.スケーノレ単位： 5cm.

仇
に和名新称が与えられ，本種の存在が1985年頃から各 ．ノレドの例〕，数日前後にハリセンボンが採集されてい

水族館にも普及し始めたようで，年間飼育魚種名にヤ たりする例（大洗水族館〉もあった。主に沿岸から遠く

セハリセンボンが記述されるようになったのは1985年 ない距離で操業する大敷網やつぼ網などで水揚げされ

からである。表2には1985～1986年にかけてのヤセハ ており，このような場合はハリ センボンなどと混じる

リセンボンの採集記録を示した。 ょうで， 港の岸壁や湖jだま りなどに来遊したものが採

各水族館て。の採集時の概況によればヤセハリセンボ 集される例もあった。採集される時期としては主に9

ンは普通l個体で採集されることが多く，複数で採集 ～10月に集中しているようである。対馬暖流によって

されることは稀であるらしい。また同属のハリセンボ 日本海に運びこまれたハリセンボンの幼魚群が冬の北

ンと一緒に混獲されたり （金沢水族館，鴨川シーワー 西季節風によって海岸に運ばれる例はよく知られてい

16 



表1 ヤセハリセンポンの外部形質における測定値

標採本番場号所
URM-P7491斗 YCM P15750 NSMT P50276 

鎌倉市由比が 浜 館山市伊戸港 那珂港O市c大t.洗採集集日 1983. Jun. 20 1986. Oct. 15 1986.Sep.6 1986. 7 

背鰭軟条 16 16 16 16 

瞥鰭軟条 16 16 16 16 

胸自書軟条 20 20 20 20 

尾鰭軟条 i+7+i i十 7→ i i十 7+ i i + 7 + i 

体 長 187. ornrn 144.2rnrn 110. grnrn 85. 71Ilill 

体 古田1 **3.2 29.6 4.9 32.4 3.4 28. 0 3.1 

体幅 3. 1 37.9 3.8 34.7 3.2 27.4 3.1 

頭長 3. 1 45.3 3.2 40.0 2.8 34.0 2.5 

頭 幅 3.9 37.0 3.9 35.7 3.1 28. 1 3.0 

［吻端ー背鰭前端 1. 4 91. 9 1. 6 82.4 1. 3 65.7 1. 3 

吻端一容鰭前端 1. 4 95.4 1.5 80.8 1. 4 64.2 1. 3 

I吻長 Tキキ2.6 15.4 2.9 12.0 3.3 11. 4 3.0 

目畏 径 4.4 9.9 4.6 10.4 3.8 9.4 3.6 

両日E間隔 1. 6 24.2 1. 9 22.1 1. 8 19.8 1. 7 

尾柄高 3.7 12.3 3.7 9.8 4.0 8.6 3.9 

尾柄長 1. 6 27.2 1. 7 22.0 1. 8 14.3 2.3 

背鰭基底長 3.2 10.9 4.2 13.3 3.0 9.8 3.5 

轡鰭基底長 2.9 10.5 4.3 13.0 3. 1 9.6 3.5 

背鰭最長軟条 1. 7 (12. 0) (3.8) 21. 0 1. 9 18.4 1. 8 

轡鰭最長軟条 1. 7 22.9 2.0 22.3 1. 8 (16.2〕 (2. 1) 

胸鰭長 1. 9 19.8 2.3 17.0 2.4 (14. 9) (2.3) 

尾鰭長 1. 7 (20.0) (2.3) (18. 4) (2.2) (18. 3) (1. 9) 

ヰ…ν＇！ATSUURAand YosnJNo (1984）で報告された日本初記録種の外部計測値．
同日各形質の体長比． 同人・・各形質の頭長よじ．

（ 〕内の数値は標本に欠損箇所あり．

表2 1985, 1986年にみるヤセハリセンボンの採集記録

採 集日 採集場所 個体数 体長（mm) 採集後の経過

1985. Sep. 8. 青森県むつ市関根 1 80-100? 浅虫水族館で飼育

1985. Dec. 12. 石川県七尾市百海沖 1 100 金沢水族館で飼育

1986. Aug. 千葉県鴨川市沖 1 100-150? 鴨川シーワーノレドで飼育
~.f• 

1986. Sep. 1. 和歌山県周参見港 1・ 117 京都大学白浜水族館てや飼育

1986. Sep. 6. 千葉県館山市伊戸港 1 110. 9 NSMT P56276 

1986. Oct. 7. 茨城県那珂湊市大洗 1 85.7 大洗水族館で飼育

1986. Oct. 15. 神奈川県鎌倉市由比が浜海岸 1 144.2 YCM P15750 
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図2 1985, 1986年にみるヤセハリセンボン

の採集場所

圃··1985年，•－－ ·1986 "1三

る。 石川県七尾市百海沖で採集されたヤセハリセンボ

ンはハリセンボンと一緒に冬期12月に記録された例で

ある。しかしヤセハリセンボンとハリセンボンでは，

幼魚、1t平の北上経路は類似するようであるが，時期的に

は多少の差があるように思える。西村（1958a, b, c, d, 

e ; 1960; 1981）はハリセンボンの生活史の中で日本近

海に来遊する幼魚群について論議しており，黒潮や対

馬l暖流など海流の影響による長距雌散布の事例として

認めている。ハリセンボン属に属する各種類の主たる

生活域は熱帯海域であり， 産卵海域も台湾近海（ハリ

センボンの場合〉て伯あるとすれば，ヤセハリセンボンも

また熱帯性魚類が日本近海への海流によって送り出さ

れるのと同じ顕著な漂泳傾向にある 1種と推則され，

同機な現象を小坂ほか（1986）も考察している。

日本近海における南方系魚類の推定漂流経路は，黒

潮による太平洋沿岸経路と黒柳lの分校で、ある対馬暖流

によって日本海沿岸に運ばれる経路とがある。青森県

尻屋崎から千葉県銚子までの1986年9～10月にかけて

の海況を見ると，津軽暖流の張り出しが強く，沿岸を

南下りに進む流れて、，表層水yfJiは23°C （水深lOOm下

で 12。C）位で平均より 高水況LとLづ状況てもあった。

太平洋沿岸・経路による散布は当然考えられるが，前述

のような海況と採集地点などから判断して，対馬暖流

18 

によって日本海に進入した幼魚群の一部はさらに津！J毘

暖流によって南下することが推測される。

おわりに

本報告を作成するにあたり資料の査定，標本の借用，

資料や記録の紹介など援助賜った大洗水族館望月利彦

氏，浅虫水族館杉本 匡氏，金沢水族館佐野修氏，

京都大学白浜水族館田名瀬英朋氏，国立科学問物館松

浦啓一氏3江の島水族館萩原清司氏，沖縄海洋｜専水族館

戸田 実氏，鴨川シーワーノレド ・松島水族館およびサ

ンサャイン国際水族館飼育課の方々に深く感謝する。

引用文献

小坂収一 ・森 一行 ・金原 功，1986 房総の海・ 黒

潮とそのいきもの逮 （昭和61年夏 ・特別展

示〕．さかまた，〔28〕：2-3.

MA'rsuuuA, K., T. YosrnNo, 1984 Records of three 

tetraodontoid fishes from Japan. ]aJう.]. 

Ichthyol., 31〔3):331-334. 

松浦啓一，1984 フグE目．日本産魚類大図鑑，益

田 一 ・尼岡邦夫 ・荒賀忠一・ 上野輝粥 ・吉

野哲夫編，pp,348-352.東海大学出版会，東

京．

西村三郎，1958a 熱帯 ・亜熱帯性動物ーとくに魚類

ーの日本海への流入ならびにその内部におけ

る移動に関する一考察．日水研年報，〔4〕

113→119. 

西村三郎，1958b 日本列島対馬暖流域におけハリセ

ンボンの吠寄り ”現象について－I.＂寄り ”の

地域的 ・時期的出現状態（1〕．日海誌，14(2):

53-58. 
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的 ・時期的出現状態〔2）.向前， 14(2):59 63. 
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学．同前，14(3): 103 107. 

西村三郎， 1958e 向 上 IV. ＂寄り ”の機構

に関する考察．同 前， 14(3): 109 116. 

西村三郎， 1960 日本近海に来遊するハリセンボンの

生活史 1. 産!JIJおよび回滋． 日生態誌，10 

(1〕：6-11.

西村三郎， 1981 地球と海の生命 PP-284.海鳴社，

東京．
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金目川東雲橋付近の淡水魚類

一如、類へい死事故に関連して一

斉藤和久 ・浜 口 哲

On Freshwater Fishes Collected at Shinonome Bridge Area, 

Kaname River, Hiratsuka 

Kazuhisa SAITOU and Tetsuichi HAMAGUCHI 

はじめに

河川などでは，人為的又は自然的な原因から魚類が

へい死することがある。魚類のへい死を事故という面

とは別の観点からみると，生息、魚種の分布の推定とい

う面からみることもできる。つまり，へい死するよう

な要因がなければ魚類はそこに生息していたこと，ま

た，生息、できるような環境であったことなどを意味し

ており，その水域に生息している魚種の推定ができる

など貴重な資料となる面も持っていると思われる。

ここでは，1987年6月2日ごろ発生した金目川の東

雲橋（しののめばし〉付近での魚類へい死事故において

著者らはへい死魚、の一部を持ち帰り，また， 事故当日

以降に生息していた魚類の採集を行ったところ，若干

大破目I

相模湾

図1 金目川水系図と事故現場

の知見を得たので報告する。

本調査を進めるに当たって，魚類の採集について御

協力いただいた神奈川県公害センター湖南支所の飯田

勝彦主任研究員，島田武窓主任研究員及ひ．横浜市水道

局の川本雄一氏に感謝する。

図2 東雲橋付近と金目川の状況（昭和62年6月5日〕
A：生活系と思われる排水の放流口（約1500X2500) 

B：金目川の河川水。この水は，滞水していた。

c：魚類へい死水域。この水域全域でへい死魚、がみ
られた。

D：流量が減少したためにできたたまり水。ここで

は，オイカワの遊泳がみられた。

E：流量が減少したために渇れがあった水路。

F：流量が減少したために渇れがあった水路。

G:C水域の水を流れやすくするために堀おこされ

た水路。当日はほとんど流出していなかった。

1 ~ 



表1 へ い死魚と生息、魚種

魚、 種 名 へい死魚の水域名 生息、魚、の水域名

ウ ナ ギ Anguillajaρonzca Dl) 

ア ュ Plecoglossusaltivelis c B 

オ イ カ ワ Zaccoplatyp叫S c B, D 

ギ ン ブ ナ Carassiusauratus c B, C2) 

ド ン ヨ ウ Misgurnusanguillicaudatus D l〕

シマ ドジョウ Cobitisbiwae3〕 c B 

ナ ーマ ズ Silurusasotus c 
ヌマチチブ Tridentigerbrevisρinis3〕 c 
ヨシノボリ Rhinogobius brunneus B 

F住 魚、4) B, D 

アメリカザリガニ Procambarus clarki B, D 

テナガエピ Macrobrachiumnip，ρonense B 

1) D水域で採集している人がいたので，それを確認した。

2) c水域では，鼻あけ‘状態であった。
3）標本は，平塚市博物館に保存してある。シマドジョウ； HCM-51767，体長53rnm及び72凹．ヌマチチプ ：

HCM-51-766，体長6lrnm,

4）穏名は不明

表2 金目川水系の生息魚種

手ヰ 魚 種 名

＼
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浜口 ・林，1983，秦野自然研究会， 1985；小林 ・作

中・佐藤 ・小山， 1981の調査結果を引用した。

まで流れてきて，流量が少ないためにそこから先へは

流下していなかった。 Aは生活系と忠、われる排水の放

流口で，ここからでた排水もほとんど流出することな

く滞っていたcc水域〉。このC水域は底質がヘドロ状
てや水は白濁しており，ここで魚類が多数へい死してい

た。 D水域は本来ならB水域と接続していたものが，

流量が減少したために切り離されて池のようになった

水域である。

金目川自体，本来それほど流量の多い河川ではない

が，事故のあった 6月初旬は水田用水の取水のために

さらに流量が減少して，このような河川形態になった

ものと考えられる。

魚類へい死の原因は，次の要因が複合的に作用した

ためによる酸欠であろうと推定された。

(1）金目川では，水田用水の取水のために流量がほ

とんどなかったこと。

(2) へい死事故現場は，生活系排水と思われる滞水

域であったこと。

(3）数日間つづいた晴天のために水温が上昇したこ

と。

事故現場の環境と事故原因の推定

図1に金目川の水系図と事故現場の位置を，また， へい死魚と生息魚種

図2に事故現場の東雲橋付近と金目川の状況をそれぞ 生息、魚種の確認は，半月形のおし網及び柄つきの手

れ示した。 網によって採集したものと，同じ場所で近所の人が採

東雲橋付近では，金白川上流からの河川水はB水域 集していたものについて行った。
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図3 シマドジョウ

この報告にはチチブと記載したが，再同定したところ

ヌマチチプであることが判明したので，前報はここに

訂正する（ヌ 7チチプ ・平塚市博物館資料 HCM51-

656〕。これらを今回のものと比較してみると，金目川

水系金体ではウナギの1種類が，また，今回の水域に

おいてはウナギ，アユ，シマ ドジョウ，ナマズ及びヨ

シノボ リの5種煩がそれぞれ新たに記録されたことに

なる。

文 献

浜口哲一 ・林弘章，1983.平塚市の淡水魚類．神奈

へい死魚、と生息、魚種を表 1に示した。種の向定及び 川自然誌資料，〔4): 60-69. 

学名は，益回ほか（1984〕，と岡田ほか（1973）によっ 秦野自然研究会，1985.秦野の淡水魚．秦野の自然E

た。 （秦野市史自然調査報告書 2),pp. 130-141. 

へい死魚、は 6種類で，すべてC水域でみられた。生 秦野市市史編さん室．

息、魚、種は7種類（稚魚は除く。〉で，その他にアメリカ 小林良雄 ・作中 宏 ・佐藤茂・小山忠幸，1981.県

ザリガニとテナガエどが生息していた。なお，C水域 内におけるニジマスの天然繁殖状況につい

で何回かヌマチチプの採集を試みたが，採集できなか て．神奈川県淡水魚増殖試験場報告，（17〕：

った。 35-40. 

金目川水系の魚類については， 著者の一人浜口が調 益田 ー ・尼岡邦夫 ・荒賀忠一 ・上野輝粥 ・吉野哲夫

査した結果 （浜口 ・林， 1983）と主に金目川の上流を 繍， 1984.日本産魚類大図鑑. xx+448PP .. 

対象と した調査結果（秦野自然研究会，1985，小林ほ 370図版．東海大学出版会，東京．

か1981〕があり，表2に示したとおり， 金目川水系で 岡田要 ・内田清之助 ・内田享編， 1973.新日本動

は13科27種類が記録されていた。このうち今回の水域 物図鑑〔中〕.2+12+803pp.北隆館，東京．

に近いところではギンブナ， オイカワ， ドジョウ及び （斉藤和久．神奈川県公害センター湘南支所，浜口哲

チチプの4種類が記録されていた（浜口・林， 1983）。 ー：平塚市博物館〉
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江の島の潮間帯動物相

植 田育 男・萩原清 司

Int巴rtidalAnimals Found in Enoshima Island 

Ikuo UEDA and Kiyoshi HAGIWARA 

はじ めに なおこの調査を行うに当って，横須賀市自然開物館

相模湾の奥部に位置する江のぬは，周囲約4km，商 ならびに，同博物館職員の皆織には施設利用の快諾を

積o.38k!fiの小島で，境JI[から流下J'fE積した砂泥と波浪 いただき，林公義学芸員には原稿の稿閲をしていただ
によりもたらされた砂などで現在は対岸の藤沢市と陸 いた。また，葉山しおさい｜専物館の池田等学芸員には

続きになっている。江の島における海産動物の研究に 主に軟体動物類の同定について有益な助言をいただい

ついて古くはエ ドワード ・s・モースによる研究活動 た。ここに記して深謝の窓を表する。
と，彼が設置した日本初の臨海実験所にその源泉を求

めることができる。 ところが，モースの研究以来110 調査場所と方法

年の年月を経た現在，江の島とその周囲の環境は激し 江の，Q;の海岸線は3つのタイプに大別される。 島の

く変化した。その結果かつて多数生息していたとされ 西半分は岩礁の自然海岸が統き，東測はコンク リート

るシャミセンガイの一種，ムラサキガイ，タカラガイ の防波lJI±や防波プロックの人工海岸，また島から陸続

類等の海産動物の姿は見られなくなった。 きの膝沢市にかけては砂泥の浜が広がっている。 これ

著者らはこのような江の島において，現在生息する ら三織の海岸に 5つの調査地点を設定した（図1）。

i朝間帯の動物相を再調査することは，江の島の環境保 野外調査は1987年5月15, 16日の両日に行った。各

全における布石となり うると考え，潮間帯動物の現状 地点では，潮間帯を潮位高により高位 ・中位 ・低位と

調査を行った。 大きく 3つに区分し， 肉眼て。観察てeきる大きさの動物

ル＼心
ぽ品、,:l" Rocky shore 

－ー“高血晶占 Sand',,. shore 

守－軒，w四 Breakwater

。中 Oj5km

図1 各調査地点の位置
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を対象にした。それぞれの区分内で見られる海岸動物 確認できた動物は30種類で，St.11こ比べると少なかっ

の稜煩とその個体数について極めて多Lて＋＋＋〕，普 た。確認できた動物のうち，ホトトギスガイやムラサ

通（＋＋〕， 少ない（＋〉で記録した（表2-1,2〕。現地 キイガイがどの湖位高でも優占しており， St.1に比べ

で極頒別の同定ができない個体については，採集し， ると内海性の性格を示していた。節足動物のなかには

10%ホノレマリン溶液てか固定，保存し，後日同定した。 有機物汚染のある水域にもよく見られるユスリカ類の

また， St.2とSt.5では，31X31CIDの方形枠を用いて枠 幻虫が含まれており，有機物で汚染された境川の河川

内に見られた全動物のはぎ取り採集を試み，後日同定 水流入の影響が伺えた。

および個体数を数えた。 St. 3 江の島北部・西浜 （形態 ：砂泥浜〉，図2-d

なお，同定作業を進めるにあたっては以下の著書を 境川からの河川水流入の影響を直接受けており，周

引用した。 図一帯は硫化物の異臭，いわゆるドプ臭さがただよっ

動物全般 ：岡田(1965）， 西村 ・鈴木（1971），内海 (19 ていた。砂泥を堀り起こすと，約10：皿以深では川から

75），付着生物研究会〔1986〕 運ばれた木の葉その他の有機物が埋積し， そこでは選

軟体動物 ：波部〔1985a, b）， 生物学御研究所（1971) 元質層が形成されていた。動物相は極めて貧弱で，確

節足動物 ：武田 (1982〕 認されたものは 4種類であった。還元質層の底質が貧

環形動物 ：今島 （1980〕 酸素条件になるため，一般に砂泥中に生活する軟体動

脊tit動物（魚類） ：益田ほか (1980) 物の二枚貝や環形動物，また穿坑性のカニ類などは全

く見られなかった。さらに，本地点では最も有機汚染

結果 の進んだ、水域に見られる双麹自に属する昆虫の幼虫も

調査日時と気象条件は表1にまとめた。今回の調査 見つかっており，この地点の汚染の進行が目立ってい

で見られた動物は，種のレベノレまで同定できなかった た。

ものを含めると，動物門としては海綿動物門を始めと St. 4 江の島北部 ・東浜（形態： 砂泥浜及びテトラ

して9動物門が，種煩数は合計93種類であった。これ ポット〉，図2-e 

らの種類とその生息地点については表2にまとめた。 St. 3とは幅50～100mの砂洲で隔てられた位置にあ

次に各調査地点ごとの動物相を略述する。 り，境JI[からの河川水流入はない。動物相は，St.3に

St. 1 江の島南西岸 （形態 ：岩機〕，図2-a, b 比べると多彩になっており，そのほとんどはテトラポ

今回調査した 5地点のうち，礁認できた動物が51種 ットに付着していた種類であった。砂泥海浜ではパカ

類に達し， 全調査地点の中で種類数が最も多かった。 ガイとタツナミガイのみが確認された。

とりわけ海綿動物の種類が多く，今回各地点で確認で St. 5 江の島東岸・江の島漁港内〔形態 ：コンクリ

きた5種類のうちすべての種類がSt.1で認められた。 ート護岸〉，図2-f 

一般に外海に面した岩礁によく見られるとされる，ケ 人工海岸で，しかも港内で波当りの弱L、地点である

ガキ，カメノテ，オオアカフジツポ，クロフジツボな ためムラサキイガイ，イワフジツボ，およびタテジマ

どがSt.1には多く認められ，これらのことからこの地 フジツポなどの個体数が多かった。岸辺の浅い海中で

点は外海の岩礁域の性格を示唆していた。 は魚類が確認された。なお，この地点で採集されたト

St. 2 江の島北西岸 （形態 ：岩礁〉，図2-c カシオリイレボラは，通常水深10～50mの浅海に生息

St.2はSt.1と同様に岩礁でできた自然海岩である。 する種とされている。これは，刺網漁船が出入りする

表1 各調査地点における環境条件

一－－－－－－－－－1

St.1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 

調 査 日ー 1987. 5.15 1987. 5.15 1987. 5.15 1987. 5.15 1987. 5.16 

I時 刻 10: 00 11: 40 13: 20 13: 30 11: 30 

天 気 曇 り 曇 り 曇りi時々晴れ 日青 れ 晴れ時々曇り

気 温 20.6。c 18. 7° c 21. 3。C 23. 8°C 

水 温 18.5。C 18. 8° c 25.0。C 19.0。c
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図2 各調査地点の環境 a . St. l, b . St. 1タイドプーノレ， c St. 2, d . St. 3, e . St. 4, f . St. 5 

漁港内に見られたことから，同地点に投棄されたもの 生物相は貧弱でトあることがわかった。

と考えられた。

各調査地で確認，採集された種類数を，動物門別に 考察

分けると〔図3〕， 外海に面した St.1では，軟体動物 今回の観察調査と採集で得られた種類は，種レベノレ

の種類数が最も多く，次L、で節足動物， 海綿動物の順 まで同定出来なかったものを含めると各分類群を合計

となっていた。ムラサキイガイが優占するSt.2とSt. して93種類にのぼった。このうちいわゆる底生無脊椛

5は，ともに内海的な海岸であり，岩礁とコンクリー 動物は85種類が認められた。これを別の海域に生息す

ト護岸の基質の違L、はあるものの，動物相の構成パタ る潮間帯の種類数と比較すると東京湾多摩川感、潮域お

ーンがよく似ていた。St.3とSt.41土砂泥海浜に一部コ よび河口域では82種類（桑原 ・秋本，1985），多摩川

ングリー卜構造物を含んでいる場所があるが，ともに 河口域の別の調査では 51種類（村野ほか， 1985），大
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さについては，調査者らの実感として得られたものが

あった。原口（1983）によれば，相模湾内でも江の島西

似IJ〔今回の調査のSt.3付近〉は最も汚濁が進み，相模

湾で得られた汚濁指標生物の総個体数の669ぢがこの水

域からのものである。これは江の島西浜付ー近における

有機汚染の進行を直接支持するデータであり，この原

因としては境川からの有機物を多量に含んだ河川水の

流入が考えられる。

St.1は境川の河口から隔っており，河川水の影響は

St. 2やSt.3に比べると少ないと考えられる。また種煩

数も今回調査した5地点のうちで最も多くなってい

る。しかし， 一般に人間の食用ともなるトコブシ，マ

ナマコ，ウニ類など，普通St.1のような岩礁であれば

生息していてもよさそうな動物類が全 く見つからなか

った。岩田 ・牧（1983〕は，磯荒れの要因として磯へ

行楽に来る人間による環境破壊など人為的な影響を指

摘 している。江の島には，多数の人々が釣りや磯遊び

に訪れており，上記のような食用となる種煩が全 く見

られなかった事実の裂には，これらの種類を選択的に

採摘するというかなり人為的な影響が及んでいるとい

えよ J0 
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各調査地点における動物門別種類数

阪湾南部の友ケ烏では約110種煩（岩田 ・枚， 1983〕，

和歌山県北部の海南市海岸では47種類（今原，1984),

で極煩のよからはどの水域の潮間帯とも大差なかっ

た。

図3

実， 1980. 日本産多毛類の分類と生態 CI〕，

1. ゴカイ科の形態と属の検索．海洋と生物，

2 (4) : 256-259. 

岩l王l勝哉 ・牧岩男， 1983.友ケ島潮間帯（ijii石情〉

の動物相．友ケ島学術調査，209220. 和歌

山市

要，1965.新日本動物図鑑〔上〉．北隆館

連 ・秋本泰， 1985.多摩川感潮域および河口

j或の底生生物．大田区の水生生物， 53-77.東

京都大田区役所

一 ・尼岡邦夫 ・荒賀忠一 ・上野輝粥 ・吉野哲夫

4、巴
ノ ，~り

岡田

桑原

主主回

しかし本制査における各調査地点ごとの種類数を見

ると，最も外海に面した自然海岸て・種類数は最も多く

なり，ムラサキイガイや7ガキなどが付着する内海に

面した海岸，そして砂泥海浜の順に種類数が減少して

いた。このことは，周囲約 4kmの小島であっても，そ

の地点の底質や基質，外海または内海に面しているか

あるいは河川水の流入程度ーなどにより動物相が変化す

ることを示しているといえよう。

今回の調査て砂は動物相の変化に影響を及ぼす諸要因

のうちとりわけ境川の河川＊による有機物汚染のひと
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編， 1984. 日本生魚類大図鑑．東海大学出版 洋動物，保育社．

会・ 生物学御研究所編，1971.相模湾産貝類丸善．

村野正昭 ・今中隆雌 ・福島明彦 ・丸山隆， 1985.多 武田正倫， 1982.原色甲殻類検索図鑑北降館．

摩川河口域の大型無脊椎ffi!J~均大田区の水生 内海冨士夫，1975.学研中高生図鑑9，水生動物

生物， 79-92.東京都大田区役所． 学研．

西村三郎 ・鈴木克美，1971.標準原色図鑑全集16，海 （江ノ島水族館）

表 2 各調査地点における種類別出現傾向

St. 1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 

HIMIL HIHQIMIMQI L ILQ HIMI L HIMIL HIHQIMIMQI LILQ 
海綿動物門

ダイダイイソカイメン ＋＋＋ 

クロイソカイメン 十＋＋ ＋＋ 

ナミイソカイメン ＋ 

ムラサキカイメン 十

尋常海綿綱 Sp. ＋十 ＋ ＋＋ 

腔腸動物門

ミドリイソギンチャク ＋ 

ヨロイイソ ギンチャク ÷＋ →＋ ＋＋ ＋ 1÷ 3 ＋ ＋十＋ 52 ＋＋＋ 86 
タテジマイ ソギンチャク ＋ ＋＋ 

イソギンチャク 目 sp. ＋＋ 

扇形動物門

ウスヒラムシ 十 1 」L 1 

ツノヒラムシ ＋ 

イイジマヒラムシ ＋ 1 

多111皮腸目 sp.1 ＋ 3 
多岐腸目 sp.2 十 1 

環形動物門

サンハチウロコムシ ＋ 1 

ウロコムシ科 sp. 十 1 ＋ 1 + 2 

ゴカイ科 spp. ＋＋ 8 ++ 7 ++ 6 1十 9 

ミズヒキゴカイ ＋＋＋ γ 3 ＋ 1 

スゴカイ 十＋

カギノテスピオ 十 2 

ヤッコカンザシ ＋ 1 

カンザシゴカイ不I・sp. 十十

軟体動物門

ケハダヒザラガイ ＋＋ 

ヒメケハダヒザラガイ ＋＋ 
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表2 各調査地点における種類別出現傾向〔つづき〕

St. l St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 

HIMIL H IHQIMIMQI L ILQ HIMI L HIM! L H IHQIMIMQI L ILQ 
ヒザラガイ 十T 十＋ ＋＋ 十

ニシキヒザラガイ ＋ 

マツバガイ ＋十

ヨメガカサガイ ＋＋ 

ウノアシガイ 十＋

コガモガイ 十十 ＋ 3 

イシタeタミ 十

クボガイ 十＋

タマキビ 十＋ 寸十 ' ＋→＋ 

アラレタマキビ 十＋ + 

シマメノウフネガイ ＋ 3 

カコボラ ？十

ツメタガイ 十

ナガニシ 十十

トカシオリイレボラ ＋ 

ミガキボラ

レイシ 十 十 2 
十

イボニシ ー＋ ＋＋ ＋ 

ブドウガイ ＋ 

アメフラシ ＋＋ ＋イ 十寸 ＋＋ 

カラマツガイ 十＋＋ 十＋

シロカラマツガイ 十＋ I+ 十＋ 十

エガイ γ 

イシマテガイ ＋＋ 

ホトトギスガイ ト＋＋ 289 ＋＋ 47十十 47 

ムラサキイガイ γ 十十 ＋＋＋ 692 ＋＋＋ 177 1++ o+ 十十← 233 十十＋ 658 

アコヤガイ ＋ 

マガキ ト＋＋ ＋？ 11 十 3 十？ ＋ 

ケガキ 十十

バカガイ ＋十＋

アサリ 十 1 + 1 ＋ 1 十 2 

節足動物門

カメノチ ＋＋ 

タテジマフジツボ ＋＋＋ 十 1 

オオアカフジツボ ＋十十 T 1 

イワフジツボ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋ 327 十ト＋ 十十十4613

オオイワフジツボ ＋＋ 

クロアジツボ 十十＋

シリケンワミセミ ＋ 5 

ヨコエビ亜目 spp. 十十で

モクスヨコエビ ＋＋＋ ＋十 29 

モクズヨコエビ不I・ sp.1 ＋＋ 16 ＋ 3 ＋＋十 154 十＋十 86 

モクズヨコエビヰヰ spp. → 1 ＋ 1 
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表2 各調査地点における種類別出現傾向（つづき〉

St.1 St. 2 St. 3 St. 4 St. 5 

HIMIL H[HQIMIMQILILQ RIMI L RIMI L HIHQ1MIMQILILQ 
トゲメリタヨコエビ ＋＋ 34 + 5 

カギメリタヨコエビ 十十十 88 す 2 ++ 50 

ドロクダムシ科 sp. 十十十 76 + 3 + 1 ＋ 4 

イソカニダマシ ＋ 

ホンヤドカリ 卜 十 十十

ケアシホンヤドカリ ＋ 

ヨツハモガニ ＋ 

オウギガニ 十 1 

オオシロビンノ ＋？ ＋ 

イワガニ 十十 十 十

イソガニ ＋＋ ＋十 T+ 56 + 4 ＋＋ 十十 十＋ 11 + 2 

ケアサイソガニ ＋ 5 十 +T 12 ++ 16 

ヒライソガニ ＋＋ ＋十 十 5 十 2 

ショウジンガニ 十

双麹目 sp.

ユスリカ科 sp. ＋ 1 ＋ 

触手動物門

チゴケムシ 十十 ＋十

東京皮動物門

アカヒトデ ＋＋ 

ヤツデヒトデ 十＋

脊維動物門

ボラ科 sp. ト＋

メジナ ＋十 十＋

キヌカジカ 十；＋

イダテンカジカ 十

アゴハゼ 十十＋ 十＋

ドロメ ＋＋ ＋＋ 

キヌパリ ＋＋＋ 

シマハゼ +1 

注） H：潮間帯高位 M ：潮間帯中位 L：潮間帯低位 Q : 31Cm X31C皿方形枠内採集個体数

十十十 ：極めて多い ＋＋ ：普通 ＋ ：少ない

訂正（著者）： P. 26図3st. 2のARTHROPODA種類数は 1種類滅の13種類，総種類数はN=30.
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神奈川自然誌資料 c 9) : 31～36, Mar. 1988 

油査湾の多毛類相

大和田 隆

Polychaetous Annelids of Aburatsubo Bay 

Takashi 0HWADA 

Abstract Polychaetous annelids of Aburatsubo Bay were studied for two years. Many species 

new to the area wer巴 recordedincluding sev巴ralnew to Japan. Faunistic list is provided together 

with taxonomical and ecological comments. 

はじめに

神奈川県三浦半島油査湾付近の動物相については，

Fauna Misakia （東京大学理学部附属三崎臨海実験所

1972）にそれまでに報告された種がまとめられている

が， 筆者が1983''1三7月から2年間にわたって油輩湾内

の多毛類（環形動物〉の生態学的研究を行ったところ，

日本未記録種を含む多数の未記録砲が採集された。湾

内で採集された多毛類は， 21科41属にわたるが，それ

らのうち26種を極まで同定することができた。今回の

報告ではこれらの種について，その形態的 ・生態的特

徴を簡単に述べたい。

採集場所および採集方法

標本の採集にあたっては，三浦と｜土品油涜湾内に湾内

の底質を代表する 3定点を設定し＂ 1983年7月から19

85年6月までの2年間にわたり，毎月 1固定期採集を

行った。第1の定点は水深2mの砂質底ー（silt-clay1 

%以下）， 第2の定点は水深Gmのi沙泥底〔siltclay 

389ぢ〉，第3の定点!j:1Jι深Gmの泥底（silt-clay80 ~引

である。砂泥底，泥底においては夏期を除き，底質表

面に白色がかった酸化層が観察され，泥底においては

夏期に強L、硫化水素臭が認められた。

毎月の採集にあたっては，小型エクマン ・パージ型

採泥器を用いて，各定点において4回ずづ採泥を行っ

た。採泥試料はそのまま10%ホノレマリン海水で固定し

た後，東京大学海洋研究所に持ち帰り，O.5 mm, O. 25 

mm, O. 125 mmの目合いのふるいで順次ふるい分け，ふ

るいヒに残った物の中から多毛類標本を選別し，7096

エタノーノレ中に保存して研究材料とした。

多毛類目録

情］は日本新記録極

（体各部の名称、については，図1および2参照。〉

Phy llodocidae サシハコカイ干ヰ

• Anaitides例。culataLINNAEUS, 1767〕ライノサシ
パ ：体背面は緑がかり， 3本の黒い縦走線が走る。

背触君主（dorsalcirri）は大きく長方形である。 IzuKA

(1912）がPhyllodocegroenlandicaとして三崎から

報告したものは，本種と同一であると息われる。北

太平洋，北大西洋に広く分布。

Pilargiidae カギゴカイヰヰ

白Sigambrabassi (HARTMAN, 1947) .大きな鈎状剛

毛が第14番目の背足校から出現。感触手（antenna)

は副感触手（palp）よりも長く，背触努，腹触毅がよ

く発達。大型｛同体では，背足校の背面に深緑または

褐色の鞍状の構造が認められる。 i泥底，砂泥底に生

息。 6-7月にかけて成熟し， 浮遊幼生は貧酸素期

の8-9月にかけて，約10体節のII寺に海底に降りて

くる。親個1*/ltは生殖後消滅。米国沿岸からのみ知

られていた。

Hesionidae オ トヒメコカイヰヰ

• Micropodarke dubia (HESSLE, 1925）ミクロオトヒ
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........ 5 

A B 
図1 休前部の形態（背面〉 A シリス科 B スピオ不｜ 1：感触手 2: 副感触手 3：感触髪

4：口前葉 5：図口節 6：背触君主

6 4 6 

A B c 
図2 re足の形態〔前面〕 A シロガネコカイ科 B シリス科 c スピオ科
1：背足校（a：後葉 b：足刺葉 C ，前葉〕 2：腹足校 3・背触努 4：腹触努 5：偲 6：足刺

メ：感、触手は 1対，副感触手は2節よりなり，感触 認めることができる。感触努は l対， 背触祭はフラ

努 〔tentacularcirri〕は 6対。流足は uniramous スコ型で，第2体節はこれを欠く。砂質底において

で，吻の先端には19の乳頭突起が環状に配列。歯を 周年繁JI宣。 性成熟個体には長い遊泳岡lj毛が生じ，

欠く。砂質底に生息。成熟位｜体は4-6月にかけて 巴pitokeへと変身する。受精は生殖遊泳中に水中ても

認められ， 浮遊幼生の着底は 6月から観察された。 起こるものと思われる。雌は海底に戻った後，受精

デトリタス食性と思われる。 卵を腹部に抱いて5岡リ毛節になるまで・nm育する。浮
Syllidae シリス科（図1A, 2 B参照〉 遊幼生期はない。南アフリカのCapeAgulhasから

5ρhaerosyllis capensis DAY, 1953：多数の繊維状 のみ知られていた（DAY1953, 1967）。

物質を含む球形構造が， 第4体節以後背触君主の背側 ιStreptospinigera sp.：体長1-2mrn。感触手は3本，

に埋め込まれ，ローズ ・ベンガル染色により容易に 感触努は 2対。副感触手は基部で融合している。咽
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写真2 Cossura coasta：体前部，背側面第3剛毛節

の背面に長い感触揚が認められる〔スケーノレバ

ー＝O.5mm) 

写真I Nephtuρcaeca：ハヤテシロガ

ネゴカイ ：休前半，背面（幼若

個体；スケーノレバー＝O.5mm) 

頭に歯はない。体前部には大型の剛毛・足刺がある。

Composite spinigerと superiorcapillary simple 

setaをもっ。第9剛毛節以後，数節からなる長い背

niu毅と平滑な短い背触諸君とが交互に出現する。1沙質
底に生息し，成熟個体は冬から春にかけて認められ

る。 i生成熟個体は epitokeに変身する。放卵・放精

は生殖遊泳中に行われる。浮遊幼生は4 6月にか

けて数体節の時に海底に降りてくる。親個体群は生

殖後すれこ消滅する。新種と忠、われる。

• Exogone verugera (CLAPAREDE, 1868) : 3木の感

触手， 1対の感触努とも非常に短い。 副感触手は長

く，互いに融合している。背触翁，腹触君主は非常に

短く充足の先端をこえない。咽頭には歯が1木。ア

マモ場の底質に生息。性成熟個体は epitokeへと変

身する。幼生を腹部に抱いてnr日育する個体を確認。

Nephtyidae シロガネゴカイ科（図2A参照〕

• Nephtys caeca (FAsrr1c1us, 1780〕ハヤテシロガネ

ゴカイ（写真 1）： 鈎状に湾曲した飽が第4剛毛節か

ら出現する。背腹両足刺葉 （acicularlamella）は，

中央部に切れ込みをもち， 2 ~震を呈する。両足校と

も後葉（postacicularlamella〕は非常に発達し，

広い膜状となる。湾内でるは稀。

• Nephtys poかbranchiaSOUTHERN, 1921 ミナミシ

ロガネゴカイ ：ほぼまっすぐな偲が第5剛毛節から

出現する。背腹両足利葉は足利を中心に3角形に突

き出る。両足校とも後葉はあまり発達しない。シロ

ガネゴカイ科に特徴的な横線剛毛は，体前部にのみ

存在し，後方では針状剛毛に置き換わる。成熟個体

は夏期を中心に出現し，ネク トキータ幼生も主に夏

期に採集される。同科は， 一般に肉食性といわれて

L、る（FAUCHALD& JuMARS 1979）が，本種の消化

管内には常に黄褐色のデトリタスが観察された。

• Micronephthys sphaerocirrata sphaerocirrata CW-

ESENBEflG LUND, 1949）：銀は認められなL、。背腹

両足刺楽はほぼ円錐形で，前菜 ・後葉とも非常に未

発達である。叉状剛毛をもっ。 Lee& Jae (1983) 

は吻の乳頭突起数の違い等に基づいて， M.sphaero-

cirrata orientalisを創設したが，泊査湾産の標本の

乳頭突起数は8-11で，M.spha酔 ocirratasρhaerocir-

rataの原記載とよく一致する。湾内では一時期のみ

採集されているので，偶然出現種と恩われる。

Glyceridae チロリ科

• Glycera siρhonostoma (DELLE CmAJE, 1825）：長

い吻には大きな顎が4つ。前日葉は円錐形で9環輸
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をもち，各体節は 2体輸を有する。紙、はない。死足

の背腹両前葉は後葉より顕著に長く，前葉 ・後葉と

も先端は尖っている。肉食性。湾内では荷lo

Lumbrineridae ギボシイソメ科

• Lumbrineris longifolia hrAJIMA &H1cucm, 1975: 

体は非常に畏く，顕著な顎をもっ。前口業は鈍円錐

形で附属器をもたない。自思を欠く。体後部の死足で

は後葉が非常に長く突き出す。複岡lj毛はなし、。砂泥

底，泥底に生息。幼生は短い浮遊期間の後，冬から

春にかけて2-3剛毛節の時に海底に降りてくる。

Dorvilleidae ノリコイソメ科

* Protodorvillea kefersteini (MclN'l'OSI-I, 1869〕：前

口業は鈍円錐形で，小さい梶俸状の感触手とよく発

達した副感触手を各l対もつ，顎は多数の小顎片か

らなる。沈足は背足京iJを欠き，叉状剛毛を有する。

日本産のものは死足の形態に基づいてP.gracilisと

されてきたが，HOBSON(1971〕によれば，P.gra-

cilisと P.kefersteiniの死足の形態は相互に変わ

りうるものであり，両極はシノニムである。油琵湾

産の標本でも同）個体内に ”両種＂の沈足が観察さ

れた。砂質底において周年繁殖し，出現に季節性は

認められない。

• Schistomeringos japonica〔ANNENKOVA,1937）：前

口葉は円く，数節からなる感触手 1対と同級の長さ

で2節からなるよく発達した副感触手1対をもっ0

'5Jnは多数の小顎片からなる。沈足は背足車iJ，叉状剛

毛を有する。湾内では稀。

Spionidae スピオ科 （図 1B, 2 C参照〕

• Prionospio (Minuspio) cirri/era WrnfrN, 1883：休

長15mrn以内。前日葉は前方に広がり，前縁は平ら，

後端iは細く尖る。閉口節には低い lateralwingが

ある。平滑な問、が第2剛毛節から 6-8対存在。本

種の分類は非常に混乱しているが，油資湾産のもの

はMACIOLEK-BLAKE(1983）の再記載とよく一致す

る。主に砂泥底，泥底に生息し，夏期を中心lこ周年

繁殖する。幼生は，浮遊生活1ヶ月以内に約20剛毛

節に達した後に着底し， 急速に成長する。 1年間に

数世代が出現すると思われる。湾内の溶存酸素濃度

が最低を記録した時に，個体群密度が最大となった

ことは， 本穫が貧酸素耐性をもっていることを示唆

している。

• Prionospio(Prionospio) malmgreni CLAPAREDE, 18 

69：前口葉は前方に広がり，前縁は平ら，後端は和1

く尖る。囲口節には低い lateralwingがある。 4
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対の自，~が第 2 剛毛節か ら出現，第 1 番目と第 4番目

の偲は長く，主軸に沿って多数の小さな突起を有し

羽状となる。第2番目と第3番目の偲は短く，表

面は平滑である。第7剛毛節には， 背面を横切る顕

著なl段状隆起が認められる。P.mating印刷の原記

載からは憾の配置は明確ではないが，本種は一般に

4対の館、が上記の配列をするものと理解されてい

る。 iii蛮湾産のものはDAY〔1967）の記載とよく一

致する。冬から春にかけて砂泥底および泥底で採集

された。

本P円onospio(Aquilaspio) sexoculata AuGENER, 19 

18：前口葉の先端は鈍円形，後端は細く尖り，側縁

は囲口11i1から張り出したlateralwing1こ被われる。

第1剛毛節は未発達。 主軸に沿って多数の小突起を

有する羽状の舵が第2岡lj毛節から 2-3対存在（体

長10mrn以下の個体では2対〕。体節の背面を横切る

朕状隆起は認められない。被衷鈎状剛毛は主歯の上

に2-3個の小歯をもっ。年間をとおして砂泥底で

少数が採集された。繁鴻ltllは春の終わりから初夏に

かけてと思われる。

• Paraprionospioρinnata (EHLERS, 1901〕：ヨツノく

ネスピオ；大型。前口業の先端は円く，側縁は囲口

節から張り出した大きな lateralwingに包まれる。

主軸の両側に小突起が板状に密生した大きな偲が，

第1岡lj毛節から 3対存在。第 1剛毛節には，背面を

横切る顕著な膜状隆起が認められる。 TAMAI(l985〕

は，形態的 ・生態的特徴に基づいてP.ρznnataを4

typeに分けたが，油歪湾産のものは富栄養化の指標

となる typeAである。

記Rhynchosρioglutaea (EHLmis, 1897〕；小型。前日

3誌の前縁は左右に角状に突き出す。偏平で細長い使、
が第2河lj毛節から体後部まで存在する。主に砂泥底，

泥底に少数が出現。繁殖 ・出現には明確な季節性は

認められない。本穫はopportunisticな種 〔GRASSLE

& GRASSLE 1974〕と思われる。

ドSpioρacificaBLAKE & KuDENov, 1978：前口葉の

先端は円 く， 背面中央に縦織を有する。 Caruncle

は2叉に分かれ， その側面は 1対の nuchalorgan 

によって固まれる。｛扇平な館、が第1剛毛節から休後

部まで存在。体表面には褐色の色素が多数分布する

が，油蛮湾産のものは眠中部の色素帯を欠く点で，

様式産地オーストラリア産の桜本と多少異なる。砂

質底に生息し，春から秋にかけて長い繁殖期をも

っ。浮遊幼生を出すと思われる。



Cirratulidae ミスヒキゴカイヰヰ

• Chaetozone setosa MALMGUEN, 1867：前部は円錐

形。第 1 問lj毛節の前縁には， 中央にfi）~をもっ大きく

て長い1対の副感触手がある。糸状のff1'1)糸は，第1

同lj毛節から休中部まで存在する。体後部では，鈎状

剛毛が体節の両側に連続して一列に配列。 C.spino・

sa MOORE, 1903に見られる紋状岡lj毛は認められな

。、L 
Chaetopteridae ツハサコカイ平ヰ

• Mesochaeto戸terusminuta POTTS, 1914 （写真2): 

スナタパムシ ：体は細長く，3つの部分からなる。

前口葉は小さく，四日節は半漏斗状。 1対の副感触

手は前口業基部から生じ， 体後~＇ill まで達する。休前

部 10-11剛毛節は焼状剛毛をもち，休中古i[l2岡lj毛節

は非常に長く ，鈎状岡lj毛をもっ。接管は砂粒で造ら

れ，多数集まって束になる。 湾内では砂質底に一時

期のみ短期間出現した。

Paraonidae パラオニス干ヰ

• Aricidae elongata hrAJIMA, 1973：体は細長く，固

定標本はしばしばラセン状に巻く。鈍円錐形の前口

葉は背面中央lこ1本の細長い感触手をもっ。 1920 

対の股が第4岡lj毛節から出現，最後の4対は著しく

伸長する。 先端に針状の付属物をもち先端内側に小

歯を有する特殊な金｜状剛毛が，体中部から！復足枝に

存在。主に砂質底に少数が出現。

Opheliidae オフエリアコカイ科

・An叩andialanceolata WILLEY, 1905：体は細長 く

紡錘形。体背而は隆起し，腹面中央には満が縦走す

る。体側に蛇糸， [IJ~点をも っ。 l江環節には14-18本の

側目工触第一と 1本の腹目工触幾をもっ。砂質底に生息

し， I沙粒を呑み込み表面の有機物を消化 ・吸収す

のみ，第8-9体節は被裏鈎状剛毛を有する。雄に

は第8-9岡lj毛Ri'i背面に生殖剛毛が存在。本亜穫の

分類は混乱しており〔WARREN1976），形態的には

区別することが困難でいあるにもかかわらず生態的に

は顕著に異なる siblingspecies (GRASSLE & GRA-

SSLE 1976〕の存在が知られている。illl盗湾内て1土，

j泥底 ・砂泥底に出現するが，繁殖・出現に季節性は

ない。幼生はト ロコフォア幼生になるまで母親の楼

管内でII甫育された後，短L、浮遊生活を送り，12刷毛

節の！時に海底に降りてくる。幼生は着底後急速に成

長し， 1ヶ月以内に性成熟に達する。油蛮湾産のも

のは， opportunisticな生活を しているものと思わ

れる。 雌雄同体の個体が，ごく稀に採集された。

Pectinariidae ウミイサコムシ科

• Lagis bocki (Hi;;ssLE, 1917）ウミイサゴムシ ：体は

前方に幅広く後方に狭いほぼ円錐形。頭部背面の両

側には 1012本の黄金色の鞭状線針がある。頭頂膜

は半月形で，外縁に23-28本の指状突起をもっ。飽

は第3・4体節に各1対。核管は砂粒で造られ，両

端が／jfj~ 、た円錐形。底質中では頭部を下にして逆立

ちの状態で生活している。

おわりに

今回の調査では，FaunaMisakia (1972）には報告

されなかった汚染指標種（Prionospiocirrijera, Para-

ρ円onospioρinnala(Type A〕，Cossuracoasta, Ca-

ρitella capitata caρitata〕の生息、が確認された。 この

ことは油査湾内の汚染が確実に進んでいることを示し

ている。

謝 辞

る。 研究にあたって，東京大学理学部附属三崎臨海実験

Cossuridae 所の利用を快諾して下さった実験所所長木下清一郎教

• Cossura coasta KtTAMORI, 1960 （写真2〕：小型， 授および採集を手伝って頂いた技官の皆さんに心から

死足は未発達。前口葉に附属1'11¥はなく ，1;<j立の非常 感謝申し上げる。

に長い感触努が第3岡lj毛節背而中央から生じる。最

初の2体節は剛毛を欠く。主に泥底に出現するが， 文献

繁殖・出現に季節性はない。浮遊幼生は数体節で着 DAY, J. H., 1953. The Polychaeta fauna of South 

底後，急速に成長し，lヶ月以内に性成熟に達す Africa. Part 2. Errant species from Cap巴

る。本穫は opportunisticな極と思われる。 sh or巴Sand estuaries. Ann. Natal Mus., 12. 

Capitellidae イトゴカイ科 397-441. 

・Ca戸itellacapitata capitata (FAnrrrc1us, 1780）：前 DAY,J. H., 1967. A monograph on the Polychaeta 

口葉に附属探はなく，胸部は9体節よりなる。沈足 of Southern Africa. Part 1. Errantia. B門

は未発達，惚はない。最初の7体節はcapillaryseta tish Museum (Natural History), London, 
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marin巴 benthicpolychaetes. ]. Mar. Res., D. Thesis, Boston University. 273PP. 

32: 253-284. TAMAI, K., 1985. Morphology and ecology of four 

GRASSLE, J. P. & J. F. GnASSLE, 1976. Sibling spe- types of the genus Paraprionospio (Poly-
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pitella (Polychaeta). Science, 192: 567-569. Reg. Fish. Res. Lab., (18): 51-104. 
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262, 24pls. （東京大学海洋研究所海洋生物生態部門〕
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神奈川自然誌資料 c 9) : 37～40, Mar. 1988 

相模湾産トウカムリガイ科の貝類

池田 等

Seashells of the Family Cassidae Collected from Sagami Bay 

Hitoshi IKEDA 

はじめに ピ篭（アカザエビが目的で，水深200-400mrこ任掛け

学術的に貴重なオキナエビスやシロウリガイなどの る。〕による調査も行なしり ドレッジや打ち上げ採集

産地と して名高い相模湾には，多種多様の貝類が分布 も行なった。

していることは言うまでもなく，天皇陛下の御採集品 結果と考察

をまとめた相模湾産貝類（黒田ほか，1971）でほぼ明 トウカムリガイ科の貝類は南方系の種類が多く，世

らかにされている。 界でおよそ60種，日本近海で29種が知られ， 三重県で

筆者は 1964年から相模湾で貝類の調査を続け，将 は20種〔松本，1979）駿河湾では 5種〔波部ほか， 19

来，相模湾産貝類目録を作成しようと手がけている。 86）が報告されてL唱。

それらは英大な数に及び，一度に公表することは不可

能なため，今後，まとまったグノレープを少しずつ報告

することにし，今回はトウカムリガイ科の貝類につい

てお知らせする。

本文をまとめるに当り，投稿の機会を与えていただ

き御指導下さった神奈川県立博物館専門学芸員中村一

恵氏，横須賀市博物館学芸員林公義氏，ならびに調査

に御協力をいただいた相模貝類同好会々員の河辺訓受

氏，間瀬欣弥氏，渡辺政美氏および横須賀市長井町漁

業組合の方々，貴重な標本を拝見させていただいた伊

藤宏氏に深く感謝申し上げる。

調査海域と方法

調査海域は江ノ島から城ケ島に至る三浦半島西側沿

岸の相模湾と，城ケ島から叙崎を経て金問に至る沿岸

海域とした。（図 1) 図1 調査海域

調査方法として，トウカムリガイ科の貝類は大部分

が浅海の砂士山にすむため，漁業者の行なう底刺網に掛

かる資料を中心に収集した。特に，クノレマエビやヒラ

メを目的とする底刺網l土砂，砂泥地に任掛けるので重

点的に調査した。（イセエピの底刺網は岩礁に任掛け

るため対象としなかった。また地図上の地名は底刺網

の行なわれている漁港である。〉その他に手操網やエ

1 江ノ島 Of高沢市〉

3 葉山〈三浦郡〉

5 秋谷〔横須賀市〕

7.佐島（横須賀市〕

9 長浜 （横須賀市〕

11.三崎（三浦市〕

13.籾崎（三浦市）

2.小坪（逗子市〉

4.久留和〔横須賀市〉

6.芦名（横須賀市〉

8 長井（横須賀市〉

10.三戸（三浦市〉

12.城ケ島（三浦市）

14.金田（三浦市）
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筆者の調査では相模湾新記録のナンパンカブトウラ 砂底〉 K N，⑪ 

シマ〔図－ 2〕と ワダチウラシマ〔図－3〕を含む17 6.コダイコガイ P. areolum (LINNAEUS) 

種が記録され， 相湾産貝類で紹介されている 6種はす 秋谷沖（細谷〉， 三戸沖，城ケ島沖 （20～30m,

べて確認された。また，横須賀市博物館に所蔵されて 砂底） K N，③ 

L、る故細谷角次郎氏の収集品には15種あり， それらの 7.カズラガイ P. va円egatum(PERRY〕

うち，カブトウラシマ，ヒナヅノレは筆者が来記録の種 江ノ 島沖，三JI崎沖 〔10～20m，細砂底， R少泥底〕

である。従って，相模湾には19種の分布が明らかにさ K N，⑬ 

れた。この数は 三璽県 における記録数に劣らぬもの 8. ナガカズラガイ P. flammijer 

てや，キ日模｛湾の貝類の豊富さがう治、がわれる。 葉山沖，久留和沖，秋谷沖，長井沖，三戸れi＂，金

今回の調査でウネウラシマは江ノ島，葉1J1，秋谷の 回沖 〔10～30m，砂底〉 K N，。

沖合水深60～lOOm付近に他の海域より多く見られ， 9. ウラシマガイ Semicassis戸ersimilisKrnA 

ウラシマガイはZ震1J1，久宙和，秋谷の沖合およひや金回 江ノ島沖，小坪i"i＂，葉i幻れ1＇，久留和i'I'＇， 秋谷計・I'

沖の水深10～30mlこ多度することがわカ、つた。また， 戸名沖，長列二戸＇［＇， 三戸沖，三崎沖，金田 〔10～80

同種か別種か疑問の残されているウラシマガイとタマ m，砂底， I沙泥底〉 KN, HN, T, D，③ 

ウラシマ，ウネウスとマメシボリウラシマ，カズラガ 10. タマウラシマ s.戸ila(REEVE) 
イとナガカズラガイは生息する底質に多少差があるら 葉山川：I ， 久留和沖，秋谷川I，金田~［ 1 (20～50rn, 

しいことをここでは指摘しておく。コダイコガイには 細砂底〉 K N，⑥ 

2型が記録され（ひとつは別種の可能性がある〕， 未同 11. ワダチウラシマ S. bisulcatum (ScHUBE!lT巴t

定のレンジ ャクの一種もあり，これらについてはし、ず WAGNER）〔図2:3-4〕

れの機会に報告する。 久留和沖，長井沖 （30～50m，細砂底）K N，③ 

12. ウスウラシマ S. bulla RABE 

目録について 長井？中 （80～lOOm，砂底〕 HN，⑫ 

採集方法の111各号 13. ウネウラシマ S. japonica (REEVE〕

K N・・・クノレマエビ底刺綱； HN・・・・・・ヒラメ底利 江ノ島沖，小坪沖，葉山沖，久留和沖，秋谷沖，

網， LP  －－－エビ篭； T・・・・一手操f,1t]; D・・・・・・ 長井ドi＇，三戸川l，城ケ島沖，金田沖， ( 50～200 

ドレ ッジ， B・・・・・・打ち上げ m，砂泥底〉 KN, HN, LP, T，③ 

相模湾における個体数の略号 14.マメシボリウラシマ S. minor (KusmR) 

⑧ ....・1>/fi産， ⑪ ・・・少産， ＠・・・普通； ③ ・ 小坪沖，葉山沖，秋谷沖，長井沖，金田沖（30～

・・多産 Som, 細1沙底，l沙泥底〕 KN, HN, c 

トウカムリガイ科 CASSIDAE 15.ヒメタ イコガイ S. inornata〔PrLSBLY)

1 .ゴエボシ Mo何 m mac仰 d印刷（SOWERBY) 久留和沖， 長井和［＂， 城ケ島沖 （70～250m，釧7沙

長井戸［1，城ケ島沖，籾崎沖〔50～120m,i沙底， 底，E少泥底〕 KN, HN, L P，⑪ 

砂際底〕 KN, HG, D，⑪ 16. レンジ ャク Casmaria ponderosa nψ戸onensis

2. カブトウラシマ Echinophoria kurodai ABBOTT ABBOTT 

三戸沖（細谷） 横須賀市博物館所蔵貝類資料（Y 佐島沖，長井沖， 長浜，金田yq1〔10～30m,砂

CM. Z H-1069〕 ⑧ 底） KN, B，⑫ 

3. ナンハンカブ トウラシマ E. 叩•yvillei w ATOSON 17. アメガイ C. ponderosaρonderosa (GMELIN〕

長井沖 〔亀域礁南西〉 〔200～300m，砂泥底〉 長浜，三戸i"i'(10～20m，砂底〕 KN, B，③ 
H N，⑧ （図2:1-2〕 18目 ヒナヅノレ C. erinaceus〔LINNAEUS)

4. カンコ Phalium glaucum〔LINNAEUS) 相模湾〔細谷〉 1!i［須賀市博物館所蔵貝類資料 CY

久留和i"i',J5名沖 〔細谷〕 〔20～40m，砂底〉 CM. ZM  1089) ⑧ 

K N，⑥ 19. レンジャ クの一種 Casmarza sp. 

5. タイコガイ P. bandatum (PERRY) 金田沖 〔河辺〕（20～30m，砂底〕 K N，⑧ 

久留和沖，秋谷j中，長井沖， 三11崎沖 （20～40m,
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図2:1-2 ナンハンカブ トウラシマ Echinophoria wyvillei 

相模湾産， 1987年4月採集，殻高114IIIlll 殻径75IIIlll
3-4 ワダチウラシマ Semicassis bisulcatum 

相模湾産， 1969年6月採集，殻高47皿殻径33mm
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神奈川県産シタパガ属3種の記録

高桑 正 敏 ・西村正 賢

Records of Three Species of the Genus Ca toeαla (Lepidoptera) 

from Kanagawa Prefecture, Japan 

Masatoshi TAKAKUWA and Masatoshi NISHIMURA 

シタパガ属 CatocalaS口HliANKは，いわゆるガ類の 2.オニベニシタパ C. dztla BREMER 

中でもっともよくま日られた仲間で，日本での分布状況 1頭，横浜市緑区寺家町，18.VIII. 1987，西村採

も一般にはかなり調べられてきている。神奈川県産と 集，高桑保管（図3)

しては中島 (1987〕と清野 ・神部（1987）によればこ 太いコナラの幹にI抑止中のもの。発見後，同行の高

れまでに14種が記録されているが，それらの県内にお 桑とともに15分ほど意識的に周辺のコナラとクヌギを

ける分布態は必ずしも明らかではなく，神奈川県の 探してみたが， 追加例を得るには至らなかった。県内

Catocala相を論じるにはなお多数の知見の集積が必要 ではこれまでに丹沢（中島，1976，山本・神部，1981)

かと思われる。ここでは， そのための一助として，分 と箱根（宮田 ・沢田，1976〕から記録がある。

布的に興味深い3種を記録しておくことにする。 筆者らの知見では，本種は関東周辺では山地もしく

1 .シロシタハ Catocala nivea Bunrm は山梨県日野春，明野村など内陸余地に普通だが，関

1頭，中郡大磯町湘南平，2. VIII. 1987，高桑採 東平野南部や東海地方など太平洋岸の低地部での採集

集（図1'2) 例を聞いたことがない。この点てる，横浜市における本

クロマツの幹に静止中のもの（図l〕が，たまたま 種の発見は予期せざるものであった。しかし，分布態

神奈川県立｜専物館行事の 「夏休み昆虫教室」に参加し が詳しく判明しているチ ョウ類においては，たとえば

た小学生の竹滋尚伸君によって発見された。県内では カラスシジ ミやヒメキマダラセセリのよう に，元来は

中島（1983〕による丹沢札掛からの1頭がこれまでの 多少とも山地に棲息するが神奈川県周辺では多摩丘陵

11＇仕ーの記録であった。 に限って分布を伸ばしている積もあり（ただし後程は

関東周辺における筆者らの知識では，本種はブナク 房総半島清澄山塊，狭山丘陵などにも分布する〉， あ

ラス域の山地に多く，時に群馬県桐生rl1C小林 ・小池， るいはベニシタパもこうした分布型を示すものの1つ

1987）など内陸の低地や山梨県日野春（膝森 ・中沢， かもしれない。

1986), 同明野村，長野県松本平などの内陸盆地でみ見 なお，秋山秀雄氏はやはり横浜市緑区寺家lllJにおい

つかる種である。太平洋側の，しかも相模湾に面した て， 1986年9月8日に本種らしい個体を目撃してい

混暖な地での発見は，まことに意外なことであった。 る。雑木林内を調査中に飛び出したが，結局見失って

なお，本種の幼虫はウワミズザクラ〔サクラ科〕し しまったとのことで，採集し確認できなかったことか

か食さない（杉，1987など〉単食性として知られる。 ら発表を控えていたものである。こうした点からも，

この樹種は県内の低地， とくに温暖な地にはあまり見 上記の士山でのオニベニシタパの棲息は確実だと考えて

かけないが，浜口哲一氏によれば湖南平の北斜面（平 よいだろう。ちなみに本穫の幼虫はコナラ，クヌギな

塚市側〉にはまとまって生育する場所があるとのこと どコナラ属の植物を広く食する（杉，1987など〉。

なので，シロシタパもこの地で細々ながらも発生を繰 3 マメキシタハ c. dゅlicataBUTLER 
り返してきたと考えるべきだろ7。 1頭，津久井郡津久井町原替戸， 6. VIII. 1983, 
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図1 クロマツ樹幹上lこj{q＞止中のシロシタノベ大磯町）

原型樹採集，高桑保管

関東周辺では低山地や内廷余地のコナラ，クヌギ林

にごく普通な種であるが，これまで県内では箱恨巧底

:tr （宮凹 ・ 沢田， 1976）と津久列君~相撲ii\1J l llJ大垂水峠

（山本 ・神部， 1981〕，同郡藤野巧小淵（清野 ・神部，

1987）の記録を見るにすき。ない。津久井地方には広く

分布している可能性が高いことと，前極が桜息してい

る地域にはほとんど本種も分布していることから，よ

り東方向〔多摩丘陵方面〕での発見が期待される。

末尾ながら，よ記 3極の分布について街l数；示vR買った

日木峨煩学会の杉 繁郎氏，ウワミズザクラの分布を

教えていただいた平塚市1専物館7コ浜口哲－氏，貴重な
棟木とその発表を委ねられた神奈川県立益栄センター

の原 聖樹氏と東京都杉並区の竹越尚伸君，目撃例の

発表を許された神奈川昆虫談話会の秋山秀雄氏，さら

に桃浜市寺家＇！汀での調査の機会を与えてくれた横浜市

緑政局ならびに公答対策局に心がらお礼を申しあげ

る。
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図2.シロシタパ（大磯JIJ産〕

図3.オニベニシタノ4〔横浜市緑区寺家町産〉
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茅ケ崎市の湿田で観察された鳥類

新倉三佐雄

Birds Observed in the W巴tRic己 Fieldof Chigasaki, Kanaga wa Prefecture 

Misao NBKURA 

はじめに

乾燥する冬の聞でも湿っていて，ところどころに水

がたまっている湿田は，鳥たちにとって餌がとれ，水

が飲める貴重な生息地となる。近年， 水田の矧水施設

が整った神奈川県下には，このような湿田は少なくな

ってきているが，茅ケ崎市赤羽恨地区と堤 ・下寺尾地

区に 2つの湿EEi地帯が残っている。筆者は， 1981年4

月 から 1987 '-1~ 7月までの 6年間，これらの湿閉で鳥類

の観察を行なった。観察は，冬期を中心lこlu:Jから 5

月までの聞に主と して行ない， 観察日数は延べ 167日

であった。本文では， これらの観察にもとづき，越冬

WJを中心に2ケ所の湿聞で観察された鳥類について報

根の湿田の北西約 1.5kmのところに位置し， 面積は約

18haてもある。低い丘陵の聞に束西に細長く続いてお

り，東側の~tfj) ! :J: ， 南北から丘陵がせまり 谷戸田地形

となっている。 ここでも，丘陵から湿田に水がしみ出

て流れているところがあり，これらの場所は厳冬期で

も凍らない。この湿田は，道路及び集落によって東側

jた地区と西側下寺尾地区に分／'lる。西側下寺尾地区の

湿聞は，1985年から1986年にかけてほとんどが埋立て

られた。なお， この湿田の北西約1陥lのところにも 3

小出川をはさんで寒川町ー岡田から茅ケ崎市下寺尾に広

がる湿田がある。

告する。 観察された鳥類の概要

本文をまとめるにあたり ，武裕一郎 ・稲森誠 ・上野 1981年4月から1987年7月までの6年間に2ケ所の

哲郎の各氏からは，貴重な観察記録を提供していただ 湿田で観察された鳥類は， 24科61種（ほかに野外で観

いた。神奈川県立博物館の中村一恵氏には，El頃ご指 察された飼鳥1種）であった。このうち水鳥（コウノ

導をいただくとともに， 今回本文を発表する機会を与 卜 リ 目 ・ ガンカモ目 ・ ツノレ l~I ・ チドリ目〉は25種で，

えていただいた。これらの方々に厚くお礼 ＜l:iし上げ 陸烏〔ワシタカ目 ・キジ日 ・ハト日 ・アマツバメ目 ・

る。 ブッポウソウ目 ・スズメ目〉が36種であった。水鳥の

うち最も多くの種煩が観察されたのは，チド リ自の16

観察地の環境 種で，次いでコウノトリ El6程，ガンカモEl2種，ツ

茅ケ崎市赤羽恨の湿田は，相模湾の海岸線より北側 ノレ同 1種となっている。

内陸方向へ約3km入ったところに位置し，而秘は約20 チドリ目は，すべてシギ ・チ ドリ類で主に春の渡り

haである。北側功、ら続いてきた海抜30～50mの丘陵の のときと越冬期lに観察された。このう ち越冬が確認さ

南側のすそのに平垣に広がる地形のため，日当たりが れたのは，タマシギ ・イカノレチドリ ・ムナグロ ・タゲ

よく冬でも温暖な気候である。丘陵からしみ出る水の リ・タカプシギ ・ヤマシギ ・タシギの7程である。 こ

ため，北側丘陵沿いを中心に乾燥する冬の問でも湿っ れらの烏たちは，厳冬期でも丘陵からしみi士lる水によ

ている。湿田の南側に国道のバイパス道路が建設中で り；策らずに湿っている場所に依存して生息するのが観

あり，また湿｜到の埋立て畑地化も進行中である。湿田 祭された。ムナグロは，毎冬堤 ・下寺尾の湿田て引少数

の面積は年々減少している。 が観察されたが，とくに1984年以降は同一個体による

茅ケ崎市堤から下寺尾にかけて広がる湿田は，赤羽 と思われる小群が越冬した。その行動を観察している
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隆翠観察区域の湿田

0 lOOOm' 

」一一一一一一一ι一一一一 一一→

図1 観察地の湿田と周辺の概況

図2 観察地の環境（茅ケ崎市赤羽根〕
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と，毎冬寒さが厳しくなるにつれ，凍らずに湿ってい きなかったが，近年記録が増えており， 1985年から

る場所に移動して採餌を行なった。また，タカフシギ 1986ti三にかけての冬に赤羽根で1羽越冬する（新倉

は赤羽根の湿田の湿った場所を移動しながら採餌を行 他，1986〕。 1983年5月にも赤羽根でl羽観察され

なった （新倉，1985）。これらの行動は，越冬が確認 た。

された他種の鳥たちでもよく観察された。 9. v. '83 夏羽の個体l羽，ドジョウとアメリ
コウノトリ目の6種は，すべてサギ科である。この カザリガニを採餌する。アメリカザリガニを採餌

うち留鳥として周年生息するゴイサギ ・コサギ以外で するときは，噛でハサミをはさんでふり回してと

は，アカガシラサギの越冬が確認された。アカガシラ り頭から飲みこんだ〔武裕一郎， 1986，私信〉 ，

サギは，日本には，従来迷鳥としてまれにi渡来するに 21. XI[. '850 湿田の枯れた二番穂の聞をゆっく

すぎなかったが，近年記録が増えており（新倉 ・中村， り移動しながらドジ ョウを採餌する〔写真1)'

1987), このような記録増加の中で、当地にも越冬した 23. XI[. '85'.Q) 休耕田のアシの聞や湿田の二番穏

と考えられる。サギ科でトは，この他チュウサギの冬期 の聞を移動しながらドジョウを採餌。歩きながら

観察例があり，晩秋にも観察されていることから，越 尾羽を上下する。飛ぶと翼 ・尾・Illの白色がよく

冬している可能性がある。ツノレ自のl種はクイナであ 目立った； 29.XI[. '850 湿田やクロマツの枝で

り， 下寺尾地区の湿田で越冬が記録されてきたが，こ 休んだり，湿田で採餌を行なう， 5.I’860 1閣

の場所は， 1985年から1986年にかけて埋立てられた。 約1.5 mのコンクリート製水路のふちでじっと水

陸鳥は，ススメ 目28種，ワシタカ目3種，キジ目 2 面をのそ、きこんだ後，飛びこむようにしてドジョ

種， ハト目 ・アマッハメ目 ・ブッポウソウ日各1種で ウをlltJjではさみとり，反対側のふちに飛び移る。

あった。比較的身近かな鳥たちが多いが，j是地区で夏 その後ドジョウを食べる。

烏のサシパが湿田に採餌に出現するのが観察された。 ア7サギ Bubulcus ibis (L TN N AEus) 

このことは， 周囲の開発が進む中で， 湿田とその周辺 夏鳥として渡来し，少数が湿田を採餌場所として

の自然度が比較的保たれていることを意味していると 利用する。

考えられる。また，近年赤羽根の湿田の南側を通る国 29. N. '81c 赤羽根， 1羽が採餌； 29.v. '81 
道のバイパスに，イワツノくメが集団で繁殖するように 赤羽根，3羽が採餌する ，5.v. '870 堤，1
なった（新倉，1987〕。 羽夏羽の個体が採餌。

チュウサギ Egretta inte仰向ediacw AGLER〕
目録 主に夏鳥として少数が渡米するが，晩秋から冬に

1981年4月から1987年7月までの6年間に観察され かけても記録がある。

た記録について，種ごとの目録と してと りまとめた。 23. W ’82'.Q) 赤羽根2羽が採餌。 1羽はI持がほ

観察区域は，赤羽根とi是・下寺尾の湿田及びそれに隣 とんど黒い， 15. I.’840下寺尾，1羽が採餌，

接する地域である。分類配列は，日本鳥学会 (1974〕 28. x.’84 堤，冬羽の個体2羽が採餌（写真
によった。 2) ; 22. XI. '860 赤羽根， H跨の先端の黒い個

休1羽が採餌； 5 v. '870 堤， 3羽が採餌。
サギヰヰ ARDEIDAE コサギ Eg何 ttagarzetta〔LTNNAEus)

ゴイサギ Nycticorax nycticorax (L1NNAEus) 留鳥と して生息し，数羽が普通に観察される。最

留鳥として生息し，主に夕方から夜にかけて活動 大羽数は，赤羽根で観察された 7羽である。

する。1985年12月に，赤羽根で昼間幼鳥が採餌する 3. v. '81c 赤羽根， l羽が湿田ても水を飲む；
のが観察された。 29. N. '83c 赤羽根に 7羽；29.XI. '830 赤

23. XI[. '85c 幼鳥 1羽，湿田の中をはしる幅約 羽根に7羽， 23.XI.’830赤羽恨，3羽が採餌3

1. 5 mのコンクリー卜製水路のふちに立ち，中を 1 XI. '84c堤に4羽；13.I.’85① 下寺尾，

のぞきこむようにして餌をねらう； 26.XI[. '850 2羽が採餌； 29.w.’850 赤羽根，2羽が採餌。
幼鳥1羽，水路のふちで休む。 アオサギ Ardea cinerea L1NNAEUS 

アカガシラサギ Ardeola bacchus (BONAPARTE〕 冬に湿田上空を通過した次の1例がある。

日本には，従来渡りの途中にまれに渡来するにす 12. I.’87c 堤，3羽上空を北から南へとぶ。
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ガンカモ平ヰ ANATIDAE キジ科 PHASIANIDAE 

カノレガモ A nas poeciloアhynchaJ. R. FoHSTim コジュケイ Bambusicola thoracica〔TEMMINCK)

繁殖期に数羽が普通に観察され， 1981年には繁殖 留鳥として生息し，湿田周辺のゃぶなどより鳴き

が確認された。 戸を聞く。1985年9月に下寺尾で幼鳥づれの群れが

3. v. '81＠赤羽根， 5羽がときど き湿庇｜にた 観察された。

まった水を飲みながら，あぜにはえるススメノテ 29. N. '81@ 赤羽恨，鳴き声がする， 20.v. '84 
ツポウの上部を採餌，30.v. '81@ 赤羽iN，休 。下寺尾に l羽，13.JX. '85③ 下寺尾，決道
耕田に巣があり親鳥が抱卵中； 26. II.’84⑧ 下 を成鳥2羽幼鳥3羽の群れが横切る。

寺尾に 4羽，29.N.’850 i足，3羽があぜで休 キジ Phasianuscolchicus LINNAEUS 

む。赤羽根，7羽が採餌； 12.W ’87@ 出，2 留鳥として湿田内の休お｜回や周辺のしげみに生息

羽並んであせニで休む。 し，採餌などのために湿田に現われる。

コガモ Anas crecca LINNAEUS 26. II.’841§1 下寺尾に合1羽，16.:xrr.’84@ 
冬鳥として渡米し，湿田内の水たまりや小さな流 堤，湿田に刈り残された稲の穂先を合1羽が採餌

れに小1：半が観察される。 する； 29.N.’850 下寺尾？ 合1羽が採餌する

3. I ’820 下寺尾に4羽， 22. III. '82コ堤， 9. vr.’860 堤，休お｜田のあぜに合♀各1羽。
5羽が湿田ゃあぜで休む，16.:xrr. '850 8＼~羽根， クイナ科 RALLIDAE 

8羽が水のたまった湿田の草かけ、で休む。 クイナ Rallus aquaticus LINNAEu日

ワシタカ科 ACCIPITRIDAE 冬鳥として渡米し，休耕田のアシ原などに少数が

トピ Milvus inigrans (BoDDAEHT〕 越冬する。下寺尾では，1986年まで毎冬少数が越冬

留鳥として生息し，湿田上空に普通に観察される。 したが， 1986年を最後に越冬地の休耕田がH_H立てら

5. v. '810 赤羽根仁空に1羽，21.:xrr.’850 れた。
赤羽根， 1羽が上空より，水の減った湿聞の水た 11. 1 ’820 下寺尾，1羽休耕回の枯れアシの

まりで背ピレを出しておよいでいる魚、を急、降下し 根元の問より ，アメリカザ リガニを引きずり出し

てねらうが，とれず； 10. II.’86c 1足上空にl 採餌， 17.m. ・s4c 下寺尾に I羽，9 E ’84 
羽。 0 下寺尾に1羽；22.N. 'ssCD 下寺尾，l羽

サシパ Butastur indicus〔GnrnLIN〕 湿田内の炭道を横切る， 19. II.’86③下寺尾，

夏鳥として渡来し，湿田の周辺にとまり地上の小 休耕田のアシ原に 2羽。うち 1羽が，休初回内を

動物を採餌する。 流れる雪の残る小さな流れて守水浴び後，羽づくろ

8 v. '86① ±Ji':，湿田に沿ってはしる道路の電 いをする； 20. II.’860 下寺尾，休耕回のアシ

柱の頂に l羽とまる。 下の湿田のようすをうかが 原に 2羽。うち l羽が，大きなカエノレを飲みこも

うが， やがて南側丘陵の奥へ飛び去る， 10.v. うと何回も試みた後，やっと飲みこむ； 22. II. 

'86c iι 1羽電柱の頂から 湿田内の竹クイの ’86c 下寺尾，休耕田のアシ原に2羽。うち 1羽

頂に飛び移り（写真3〕，地上にまいおりて採餌， が，枯れアシの根元でアメリカザリガニを採餌す

16. v. '86① 堤，I羽電住の頂と湿圧！とを往復 る。少し高いヰ ューイと聞える戸で何回も鳴く

して餌をさがす； 30.v. '87@ 堤， I羽電柱の （写真 4); 12. I .’87＠堤， 1羽休初｜圧lのアシ

頂より混回にまいおりて餌をさがす。 原の丘陵側より水がしみ出ているところで採餌す

ハヤブサ科 FALCONIDAE る。

チョウゲンボウ Falco tinnunculus LINNAEUS タマシギ干ヰ ROSTRATULIDAE 

冬鳥としてまれに湿田上空に飛来する。 タマシギ Rostratula benghalensis (LINNAEUS) 

24. :xrr. '83c 赤羽根上空に l羽；9.:xrr. '840 留鳥として生息し，冬には越冬する群れが観察さ

堤，タゲリ37羽の群れが湿田で採餌や休息してい れる。丘陵から湿聞に7)<＿がしみ出ている場所が越冬

るのを， 1羽が上空より度急降下しておそう，タゲ 地となっており， 1984年2月18日には，赤羽恨てヨ設

リの群れはまい上がる ；15. I ’850 下寺尾， 大数羽20のL午れが観察された。

!OJ）］がカラスsp.に追われながら飛ぶ。 2s. I ’820 下寺尾， (52・♀l羽が採餌，5
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v. '820 赤羽根，31・♀2羽が採餌；25.:XII. 
'83③ 赤羽恨，朝 合♀各1羽と合4羽が少しi維

れて休む； 21. I.’84'.Ql 赤羽恨，2)10・♀2羽

と合3・♀l羽の2群16羽がいる。 前々日の降雪

のため混l王｜に積雪があり， 丘陵側より水のしみ出

る場所が雪がないため，タマシギ ・タゲリ ・タシ

ギ・キジバト ・ムクドリが集まって採餌； 17.II. 

'84⑧ 下寺尾に合5・♀2羽，1s.II.’840 赤

羽根，前日の降雪によ り湿田一面に積雪がある0

(1)16・♀4羽が，雪の少ない湿回のくぼ地にーか

たまりになって休む（写真 5); 20. II.’84 堤

坂下，合1羽を観察する（稲森誠，1984〕，26.

1 ’84⑧ 下寺尾， (I)1羽が採餌する。赤羽恨，

(I) 8・♀l羽の群れが採僻する。 15.w. '84@ 
赤羽恨， 会1羽が採餌； 29.JX.’84'.Ql 赤羽根，

合1・♀3羽が湿田てツk浴ひ。後採餌する ；13.XII. 

'840 収，(I)3・♀3羽が採餌，12. II.’860 

赤羽恨，合1羽が雪の少し残る湿田で休む。♀1羽

が奥の湿田より現われ， 2羽奥の湿田に去る；

19. 1 ’86③下寺尾，前日の降雪が湿田一面に

積もる。雪の中の小さな流れに合2・♀l羽が休

む， 1.m. ・s1 堤，l羽水田闘の湿地てや採餌
〔西信，1987）。

チドリ平ヰ CHARADRIIDAE 

コチドリ Cha radγius dubius ScoroLI 

夏烏として渡来し，普通に観察される。4・5月

の記録が多い。

29. w. '81@ 赤羽根， 2羽が採餌，I N ’82 
0 ±Ji±, 4羽が採餌； 6.w.’85① 下寺尾，2
羽が採餌；6.w.’87c 赤羽根，2羽がいっし
ょに採餌し，鳴く。堤，4羽が採餌。

イカノレチドリ Charadriusρlacidus J. E. & G. R. 

Gray 

毎冬，少数が越冬する。 当地では， 11月から 3月

頃まで観察される。

1 I.’83① 赤羽根，4羽が採餌， 20.:xr.’83 
赤羽根，8羽が採餌， 4 E ’83① 堤，5羽

が採餌；16.:xrr. '83 c赤羽根，6採餌する。
下寺尾， 3羽が採餌；21.:xr. '84① 赤羽根，6 
羽が採餌；6 r.’850 ±ff;, 5羽が採餌， 13.
I.’85① 下寺尾， 8羽が採餌， 18.:xr.’850 
堤，2羽採餌する。赤羽綬，8羽が採餌，1. II. 

'86① 堤，2羽が採餌， I瞬で湿田よりミミズをく

わえ出し食べる； 22.:xr. '860 赤羽根， 8羽湿

田で休む；3.I ’87③ 赤羽根，11羽が湿田で休

んだり採餌。

ムナグロ Pluvialis dominica (MiiLLER) 

4・5月の春のi皮りの｜時期に観察されるほか，JJi!:

・下寺尾で少数が越冬する。とくに1984年以降は，

同一個体によると思われる小群が越冬した。 1984年

から1985年にかけての冬は，最初5羽が，途：：j:iで4

羽となる小群が越冬し，翌冬も再び4羽が観察され

た。1986年から1987年にかけての冬は，l羽少ない

3羽の群れが越冬した。1985年の冬の観察では，こ

の小鮮が寒川町岡田の詰il.庇｜と行来するのが確認され

た。

5. v. '81 赤羽恨に10羽；23.:xr. '830 堤，
7羽が採餌；15.IV.’84③ 赤羽根，8羽が採餌，

1.刃.'84③堤， 5羽が採餌， 6. I.’850 

L日，南側丘陵沿いの湿田で4羽が採餌；25.I . 

・ssCD 下寺尾，4羽が採餌，13.XI.’850 堤，

4羽が採餌（写真 6); 22. I .’86 堤，南側E陵

沿いの湿田で4羽が採餌。うち， 2羽が追L、かけ

合う，26. II.’86③ l［（，南側丘陵沿いの湿田で

3羽が採餌。うち l羽が，タゲリ 1羽と追し、かけ

合う ，5 I .’87@ ii(, 3羽南側丘陵沿いの混

l壬｜で採餌；12.I.’87c 堤，3羽あぜで休む ；

6. N. '87~ 挺， 3羽南側丘陵沿いの湿田で採

餌。

参考記録

2 XII. '85①寒川［llJ岡田の湿田で4羽が採餌。

やがて堤 ・下寺方向へ飛去る。

ケリ Microsarcoρs cinereus (BLYTH) 

冬期，タゲリの群中にまれにジ数が観察される。

19. I.’860 下寺尾，1羽家畜のふんのまかれ

た湿田の埋立地で採餌。

タゲリ Vanellus vanellus (LINNAEUS〕

冬鳥として渡来する。最も早かった渡来は，1984

4三の11月1日で， 最も遅いi度去は，1982年の4月11

日であった。最大羽数は，1982年1月10日下寺尾で

観察された43羽である。

26. :xrr. '81 赤羽根，2羽観察（青木裕史，1982
a〕； 10. I ’820 下寺尾，43羽が採餌，11.

IV.’820 堤，3 ：＞］：＞］~ヒより飛来。 1 羽は湿回にお

りるが，2羽は西へ飛去する ；25.:xrr.’830 赤
羽根， 朝9羽が湿凹ゃあぜで休む ；29.XII. '830 

赤羽根，朝5羽が 12月25日と同じ場所で休む。

夕方 (16: 50～17 : 10〕同所を観察したが現われ
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なかった。早朝同所に飛来して休んでいるものと

思われた； 21. II.’84 堤坂下， 1羽を観察する

（稲森誠，1984);. 1 . XJ，’84c.堤，l羽が採

餌， 13.XII. '840 堤， 30羽が採餌， 24. II.’85 

0 岐に8羽がL、る。うち数羽が尻上げ行動及び

追いかけ合いの行動をする。鳴き声もミ ューとい

う声のほか，ニワトリのコ ツコツ コッとL寸声に

よく似た戸を出す， 16.XII. '850 堤， 2羽が採

餌する。うち 1羽は布足が悪く，左足で飛びはね

ながら採餌；19. II.’86③下寺尾，前日の降雪

が湿田に積もっている。1羽が雪のなL、小さな流

れの中で採餌中，もう 1羽が飛来し追い出され

る。このとき尻上げ行動を行なう；3 I.’87 

c 赤羽根， 6羽のJ洋れ，3羽の群れ少し離れて

1羽がL、る。 ；堤，2羽が採餅（この日，寒川町岡田

に14羽おり，合計26羽であった〉。

シギヰヰ SCOLOP ACIDAE 

キョウジョシギ "Arenaria interpres (LlNNAEUS〕

春のj度りの時期，まれに少数が観察される。

5. v. '810 赤羽根，3羽が採餌。
ウズラシギ Calidris acuminata (HoRSFI 1i1,o) 

春の渡りのH寺期，少数が観察される。

29. IV. '81c 赤羽根， 2羽が採餌； 3v. ’81 
c 赤羽根，4羽が採餌。

エリマキシギ Philomachus戸ugnax〔LlNNAEUS〕

春の渡りの時期，まれに少数が観察される。最近

は記録がない。

2. v. '81c 赤羽娘，胸からのどこにかけて黒
斑があり ，上面も冬羽に比べ茶色味が強く！ll'<じら

れる個体1羽。 5月3日も観察される（新倉， 19

81); 5. v. '820 赤羽根，顔から胸にかけて夏
羽の黒斑がある 1羽が採餌する。

ツノレシギ Tringa erythropus (PALLAS〕

旅鳥として渡来する。早春に下寺尾で観察された

次の1例がある。

14. m.’82＠下寺尾，1羽が採餌する。
タカプシギ Tringa glareola LINNAEUS 

春の渡りの時期普通に観察されるほか，小i洋が越

冬した。

30. XII. '81 赤羽根に10羽〔青木裕史，19包2b); 

25. I.’820 下寺尾， 7羽が採餌；29.IV.’83 

c 赤羽根，24羽が採餌；15.XI. '81 赤羽恨，
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9羽が採餌；15.I.’840 下寺尾，5羽が採餌，

3. II.’84 堤坂下で1羽を観察する（稲森誠，

1984〕。 6 I .’850 下寺尾，l羽が採餌；29.

Y ’860 赤羽恨， 10羽が採餌。

キアシシギ Trmga brevipes (Vm1LLO'Iう

春の渡りの時期，普通に渡来する。旅烏の他のシ

ギ・チドリ類に比べて春の渡来は遅く ，5月に入っ

てから多く観察される。

18. v. '82§) J:足， 3羽が採餌， 20.v. ’84@ 
赤羽恨，7羽が採餌；19.v. '86③ 赤羽恨，7 
羽が採餌する。

ソリハシシギ Xenus cinereus (GOLDENsTADT〕

春の渡りの時期，まれに少数が渡米する。

19. v. '86§) 赤羽板，1羽が採餌。
チュウシャク シギ Nu me日iusρhaeopus〔LrNNAEUS〕

春の渡りの時期， 普通に観察される。

20目 V ’84@ iJ[, 4羽が採餌；29.N. '850 

赤羽根に 9羽， 29.N. '860 赤羽根に 6羽。

ヤマシギ Scolopax rusticola LINNAEUS 

冬鳥として渡来する。越冬期には，夕方から夜に

かけて活動することが多いが， 1986年2月に堤で昼

間活動するのが観察された。

9. n.’86の J走， 1羽が南側丘陵に沿って流れ
る｜暗L、小さなi(}j向より， 道路を飛んで横切り，

草たけの｛品 、休耕回におりる。草の下の土に嚇を

突きさし，細いミミズを採餌する。l府を突きさす

前，体を上下によくゆする； 16. II.’860 堤，

2月9日と同じ休耕田の南向きで日当たりのよい

あぜで休む。やがて休耕回におり，五郎、ミミズを

土の中より採餌。歩いて移動するとき体を上下に

よくゆする （写真8）。

タシギ Gallinago gallinago (LrnNAJlUS〕

春のi度りの時期及び秋から越冬期にかけて普通に

観察される。

29. w.’83③赤羽根に23羽，9.XI. '840 下
寺尾，2羽あぜで休む，16.XII. '850 赤羽根，

6羽と14羽が陥れた場所で採餌， 22.XI. '860 

赤羽根，9羽が採餌したりあぜで休む； 12. I. 

'87c 堤， 5羽が休む。上空をトビが飛ぶと身を

低くして警戒する。

ハト科 COLUMBIDAE 

キジノくト Streptopelia orientalis〔LATHAM)

留鳥として湿田やその周辺に普通に観察される。

23. I.’830 赤羽根， 21羽が休耕田の草の上で

まとまって採餌する， 2 XII. '85① 堤，4羽が

2羽づつに分れて採餌， 26.XII. '850 赤羽根，



1羽が湿聞の二番穏を採餌；3. I.’87@ 堤， 3 I ’87@ 堤，1羽が湿田で採餌する；5.

5羽が採餌。 、 四.'87① 堤，♀l羽が電線に4まりなく。

アマッハメ科 APODIDAE ハクセキレイ Motacilla alba LtNNAEus 

ヒメアマツバメ Aρus a/finis (J.E. GRAY) 主に冬鳥として渡米するが繁殖期にも記録があ

湿田の上空を通過した次のl例がある。 り， 1.illi.田及びその周辺でお普通に観察される。

29. N.’83＠赤羽根の上空に l羽。 3. v.’81@ 赤羽根，1羽が採餌， 23.XI.’84 
ヤツガシラ科 UPUPIDAE 0 J)i±, 2羽，セグロセキレイ 2羽とともに耕や

ヤツガシラ U仰仰 epoρsLlNNAEUS された畑で採餌する； 21.XII. '84@ 堤，3羽タ

春に赤羽根で記録された次のl伊lがある。 方上空を北西から南東に飛ぶ； 2s.m. ’87@ 
1. N. '87c 赤羽根，1羽ふわふわという感じ 堤，I羽胸の黒い部分が大きい個体があぜでさか

で~び， 頭から胸はうす茶色， 翼は自と黒のまだ んにさえずる； 30.v. '87＠ 堤， 2羽が電線に
ら模様がはっきり していた〔武裕一郎， 1987私 とまり鳴き合ったり，湿旧で採餌中いっしょに飛

信） ; 2. N.’87＠ 赤羽根に l羽（大野哲郎， び上がったりする。もう 1羽が出現すると 2羽の

1987私信〕。 うちの1羽が追う。

ヒノえリ手ヰ ALAUDIDAE セグロセキレイ Motacilla grandis SHAJiPE 

ヒバリ Alaitda arvensis LINNAEUS 留鳥と して湿田及びその周辺で観察される。ハク

留鳥として生息し，春湿田上空でにぎやかにさえ セキレイより出現率は低い。

ずるのが観察される。 13. lI.’830 赤羽恨，2羽が採餌； 20.m.’84 
21. I.’84@ 赤羽根に 1羽；29.w. '850 赤 ． 赤羽根，l羽が採餌， 6. I.’850 下寺尾，

羽根，4羽さかんにさえずる。 2羽が採餌。

ツハメ科 HIRUNDINIDAE タヒバリ Anthus spinoletta (LrnNAEus) 

ツバメ Hirundo rustica LINNAEUS 冬鳥として渡来し，少数が普通に観察される。

夏鳥にして波来し，普通に観察される。 7月から 12. 1 ’84＠下寺尾，1羽が採餌，25. I. '85 

8月にかけて昼間多数が集まるのが堤で観察され ① 下寺尾，1羽が採餌，12. lI.’860 赤羽

た。 根， 1羽が前日の降雪の残る湿田で採餌する。

29. w. '81＠赤羽根， I羽畑よ りワラをくわえ ヒヨドリ科 PYCNONOTIDAE

て飛ぶ； 6.Vil!.’830 堤，300士羽が電線にと ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis (TEMM 1 NcK) 

まり休む。成鳥と幼鳥がまじる；29.VJI. '84① 留鳥として主に湿田の周辺で観察されるが，冬期

堤，100±羽が電線にとまり休む。 は数が増す。

コシアカツバメ Hirundo daurica LrNNAEUS 16. XII. '850 赤羽根， 4 羽が 23]~づっ行動する ，

夏鳥として渡来するが， 当地では少なし、。 21. XII. '850 堤，湿田沿いの雑木林で6羽がさ

29. N. '83＠赤羽根に 1羽。 かんになく； 22. I ’86① 赤羽根， 13羽がまと

イワツバメ Delichon urbica (LrNNAEUS〕 まって畑でコマツナを採餌する， 19. lI.’86@ 

夏鳥として渡来し，集団で繁殖する。最近，赤羽 赤羽根， 43羽が積雪の上に少し出ているキャベツ

板の南側をはしる建設中の国道のバイパスで繁殖す を採餌する。

るようになった。 モズ科 LANIIDAE 

27. N. '870 赤羽根，工事司：のコンクリート高 モズ Laniusbucφhalus TEMMINCK & SCHLEGEL 

架式のバイパス道路底面に，造巣中のものも含め 留鳥と して湿田及びその周辺で普通に観察され

て46巣が確認され，成鳥が周辺を飛びまわったり る。繁姻矧にも記録がある。

巣に出入りする（新倉， 1987〕。 10. I.’820 赤羽根，I羽湿田から羽をくわえ

セキレイ科 MOTACILLIDAE 杭の先端にとまる ；11. N. '820 堤， 合1羽が

キヤキレイ Motacilla cinerea ToNSTALL 畑のネギぼうずの頂にとまる， 24.XII: '83＠赤

留鳥として生息し， 湿田周辺の流れに沿って観察 羽根，湿回全体で5羽観察される， 29.N. '850 

されることが多L、。 赤竹板， 合1羽が採餌する ；13.v.’86①下寺
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尾，1羽畑の竹枕の先端にと まる。竹杭の先に

は， よくとまるためか白いふんがついている；

28. m. '87c1 堤，2羽（合♀〉湿田わきの電線
に並んでとまる。

ヒタキ科 MUSCICAPIDAE 

ジョウピタキ Phoenicurus auroreus (P ALLAs) 

冬鳥と して渡来し，湿田及びその周辺で普通に観

察される。

23. JI.’84＠下寺尾， 6'1羽が採餌；i1.m. 
'84＠ 下寺尾，合♀各1羽が採餌； 22. JI.’86。
下寺尾， 合l羽が休剥｜田の枯れアシにとまる。

アカハラ Turdus chrysolaus TEMMINCK 

当地では冬鳥として渡来し， 湿田にはほとんど出

現せず，周辺の雑木林などで観察される。

23. JI.’860 堤，1羽が柿木畑よ り雑木林へ飛
、•• 
4》O

ツグミ Turdus naurnannic TEMMINCK 

冬鳥として渡来し，湿田及びその周辺で普通に観

察される。年によって少し異なるが， 11月に渡来し

5月まで観察される。

23. :xr. '830 赤羽根，3羽が採餌，29.w.’85 
0 赤羽根， 3羽が採餌，10. I.’860 堤， 1 

羽が採餌；6.w. '87＠堤，3羽がおり，その
うち2羽が追いかけ合いよ く鳴く。

ウグイス Cettia diphone (KrTTLITZ) 

当地では， 主として冬に休耕回のアシ原や湿田沿

いのやぶでみ観察される。なお， 周辺の丘陵では，繁

殖期にさえずりをきく。

10. 1 ’86＠堤，湿田沿いの竹やぶで1羽地l鳴

きする， 22. E’86③ 下寺尾， 1羽休耕田のア

シ原の下部をったうように移動し採餌。

オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus (LINNAE-

us) 

夏烏として渡米し，休耕田のアシの先端などでさ

かんにさえずるのが観察される。

9. v. '860 i)t, I羽休耕凹のアシ原でさえず
る，14.vr. '86c1 赤羽根， 1羽夕方さえずりな
がら飛ぶ。

セッカ Cisticola juncidis (RAFINESQUE) 

留鳥と して少数が観察される。
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29. w.’83＠赤羽根に l羽；22. JI.’86＠下
寺尾，1羽休耕田の枯れアシの茎にとまり，茎の

皮の内側を採餌する。

シジュウカラキヰ PARIDAE 

シジュウカラ Pa円tsmajor LmNAEUS 

留鳥と して生息し，休彩｜回のアシ原や湿田沿いの

雑木林でb普通に観察される。

19. 1 ’86＠下寺尾，2羽休初回の枯れアシの

茎の皮の内側を採餌する ；22. JI. ’86＠下寺

尾，休耕田の枯れアシの茎の皮の内側を採餌する

もの2羽（新倉， 1986〕。

ホオジロ科 EMBERIZIDAE 

ホオジロ Einberiza cioides BRANDT 

留鳥として生息し，湿田及びその周辺て。普通に観

察される。

9. :xr. '840 赤羽根， 11月にしてはl凌たかい日
1羽さえずるc 堤でも 1羽さえずる ，15.I.’86 

① 挺，2羽湿田のあぜで採餌，1. JI.’870 

堤， 6＋羽が休耕田のアシ原にいる。うち l羽が

ぐぜる。

カシラダカ Emberiza rustica PALLAS 

冬鳥として渡来し，休耕回のアシ原や湿田で普通

観察される。

22. I ’84＠赤羽根，雪の降った後の湿田に多

く群れる。数が多くてカウント不可能； 10. JI. 

’86。堤，頬とfi.i'iが黒くなった個体のまじる11羽
の群れ。そのうちの1羽が水浴びする ，12. JI. 

'860 堤，50士羽の群れが採餌する。

アオジ Embei・’iza SJうodocephalaPAL LAS 

当地では主に冬鳥として渡米し，湿田に隣接する

クロマツ林などで観察される。雪の降った後に，湿

聞に出て採餌するのが観察された。

15. I.’850 下寺尾，クロマツ林に複数羽；

29. w. '850 赤羽根に 1羽；19.JI.’86＠赤
羽根，雪の積もる湿田にわずかに出ている枯草の

実を採餌。

アトリ手ヰ FRINGILLIDAE 

カワラヒワ Carduelis sinica (LINNAEUS) 

留鳥と して生息し，湿田及びその周辺に普通に観

察される。

9 . XII.’840 堤，2羽が採餌；23.XII.’85。
赤羽根，2羽が草で採餌； 22. JI.’86③下寺尾，

2羽休お｜回の枯れアシにとまる。

マヒワ Carduelis spinus (LINNAEus) 

冬鳥としてまれに渡来する。次のlがIJがある。

1 . JI.’870 堤，17羽の群れが湿｜沼沿いの雑木

林にとまる。



シメ Coccothraustes coccothraustes (LrNNAEus) の畑の低木の実を採餌。

冬烏と して渡来し， 少数が湿田及びその周辺の雑 ハシポソガラス Corvus corone LINNAEUS 

木林で観察される。 留鳥として生息し， 混同及びその周辺に普通に観

12. Il.’84③下寺尾，湿田と雑木林の聞の道路 察される。

の水たまりで1羽が水浴びをする； 20.E ’860 26. XII. '850 赤羽根， 1羽が湿田におちている

下寺尾， I羽が雪におおわれた湿田の中に残る小 ゴミを採餌する， 3.m. '870 1是，朝2羽が霜
さな流れて、水をのむ； 3 I .’87c 堤， 1羽が のおりた湿田で採餌， 4 E ’870 堤，朝前日

雑木林にいる。もう l羽が雑木林より電線に飛来 と同じ箱のおりた湿田で採餌。

し，その後あぜにおりてスズメの群れといっしょ ハシブトガラス Corvus macrorhynchos WAGLE!< 

に採餌する。 留鳥として生息し，湿田及びその周辺に普通に観

ハタオドリ科 PLOCEIDAE 察される。

スズメ Passeγ montanus (LINNAEUS) 22. N. '85① 下寺尾，養鶏場のそばの落葉高木

留鳥として生息し， 湿田及びその周辺で最も普通 に群れてとまる， 26. 1’86'.Ql 堤， l羽が湿田
に観察される。周辺での繁殖が確認された。 沿いの雑木林にいる。

3. v.’81c 赤羽根，l羽が養鶏場よりニワト 野外で観察された飼鳥

リの羽毛を運ぶ，18.v. '82:Ql 堤，混｜到沿いの へキチョウ Lonchura maja 

土手の低木に巣立ちビナ 1羽と， それを見守るよ 東南アジア原産であるが，飼鳥が逃げて野生化し

うに成鳥 1羽；29.N. '850 下寺尾，3羽が稲 たと思われる次の記録がある。

の刈り株のtlll元で採餌する； 3. I.’87③ 堤， 31. I .’82＠下寺尾， 2羽が維草の聞で採餌す

8羽があぜで採餌する。ときどき電線にまい上が る； 5.n.’82:Ql 下寺尾，l羽が雑草の間で採
る。 餌。

ムクドリ科 STURNIDAE 

ムクドリ Stunws cineraceus TEMMINCK おわりに

留鳥として生息し，湿田やその周辺に群れで行動 湿田は，稲刈りのときにも湿っていて，農作業に重

するのが普通に観察される。堤で，湿田に隣接する 労働が伴なう水田である。水稲栽培の機械化が進んだ

ところにある建物で繁殖が確認された。本種は，非 現代においては，機械による作業もむずかしい湿田

繁殖期に集団でねくらをつくるが，下寺尾に夕方多 は，乾固化や埋立ての運命にあるのかもしれない。し

数が集まる場所がある。ここは， 一時集合場所であ かし，湿地や湿原が減少してしまった神奈川県下にお

り，ここより ねぐらへ向かう群れが観察された。 いては，湿田は，夏から秋にかけて水のはってある休

18. v. '82:Ql 1是， l羽が寺の山門上部に餌をく 耕田とともに，鳥たちにと ってそれらに代わる重要な

わえて入る。中でヒナの戸がする， 1. XI. '84c 生息地となっている。

i疋，15:00～15: 45の間数卜羽の群れ4群が， 東 今回の観察記録は，季節的に欠落している時期があ

より西へ下寺尾方向に飛ぶ，25. I.’85① 下寺 り，方法もセンサス法を用いておらず不十分なもので

尾，15: 30～15・50の問群れが湿圧！の西側にある ある。しかしながら，湿田の重要性を少してやもご理解

落葉高木に集合。北東方向へ飛去する； 29.XII. していただきたくあえて発表 させていただいた。今

’850 赤羽根，11羽が湿田に隣接する養鶏場周辺 後， 季節を通したより詳細な調査が行なわれることが

で採餌。 望まれる。

カラス手斗 CORVIDAE 

オナガ Cyanopicacyana (PALLAS) 文 献

留鳥として生息し， 湿田周辺の集落や雑木林で観 青木裕史， 1982a フィーノレドノート 〔タゲリ〕． 日

察される。 本野鳥の会神奈川支部報，（152): 10. 

23.〕a.'830 赤羽根，集落周辺で2羽採餌； 青木裕史， 1982b. フィーノレドノート 〔タカプシギの

12. Il.’860 堤， 4羽が湿田上空を横切り雑木 越冬J.日本野鳥の会神奈川支部報，（153): 
林へ飛ぶ； 3. I.’87c 赤羽根， 2羽湿回わき 10. 
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稲森 誠， 1984. フィーノレドノ ート 〔野鳥から〕． 日 新倉三佐雄， 1986.フィーノレドノート〔シジュ ウカラ〕．

本野鳥の会神奈川支部報，（165〕：13. 日本野鳥の会神奈川支部報，（178): 12. 

日本烏学会，1974.日本鳥類目録，改訂第5版，学習 新倉三佐雄， 1987. イワツバメの新たなコロニー．日

研究社，東京． 木野鳥の会神奈川支部報，（185):9. 

新倉三佐雄， 1981.鳥信〔ちょっと夏羽のエリ マキシ 新倉三佐雄 ・中村一恵，1987. 日本におけるアカガシ

ギ〕．白木野鳥の会神奈川支部報，(148〕：11. ラサギの分布と生息状況.Strix, 6 : 50 65. 

新倉三佐雄，1985.茅ケ崎市におけるタカプシギ小群 西 信，1987. フィ ーノレドノート〔タマシギ♀nn
の越冬について.Strix, 4 : 56 57. 日本野鳥の会神奈川支部報，〔178〕：12.

新倉三佐雄 ・武裕一郎，1986.茅ケ崎市で越冬した
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アカガシラサギについて Strix, 5 : 69 70. （茅ケ崎市出口町4-31〕

写真1 アカガシラサギ 茅ケ崎市赤羽根（1985.12.21)

写真2 チユウサギ茅ケ崎市堤（1984.10.28)

写真3 サシパ 茅ケ崎市堤 （1986.5.10) 

写真4 クイ ナ 茅ケ崎市下寺尾（1986.2.22) 

写真 5 タマシギ 茅ケ｜｜崎市赤羽根〔1984.2.18〕

写真6 ムナグロ 茅ケ崎市堤 (1985.11. 13) 

写真7 タゲリ 茅ケ崎市下寺尾 （1985.1. 6〕

写真8 ヤマシギ茅ケ崎市堤 (1986.2. 16) 

写真9 タヒバリ 茅ケ崎市下寺尾 〔1985.1.20) 

写真10 シジ ュウカラ 茅ケ崎市下寺尾（1986.2.22) 
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神奈川自然誌資料 ( 9) : 55～58, Mar. 1988 

多摩川河口で観察されたニシセグロカモメについて

中村一恵・石江 馨 ・石江 進

On a Lesser Herring Gull Observed in Tama gawa, Kanagawa Prefecture 

Kazue NAKAMURA, Kaoru Is1-11E and Susumu Is1-11E 

1987年11月6日多摩川河口（Jll崎市川崎区殿町〉で

観察された大形カモメは，検討の結果ニシセグロカモ

メL.fuscusL.と判定されるに至ったので報告する。

本種の日本における記録は， 1986年10～11月氏原匡雄

氏によって多摩川河口で観察されたのが最初である

〔氏原，未発表〕。本例は86年に続く 2度目の渡来記録

となる。

報告をまとめるにあたっては，氏原巨雄，室伏友三

両氏のご協力をいただいた。厚くお礼申し上げる。

観察記録

この個体（図1）は河口干潟において，セグロカモ

メ（L.argentatu svegae），オオセグロカモメ（L.schi 

stisagus），ウミネコ（L.crassirostrzs）の休息、混群中に認

められた 1羽であった〔図 1）。観察時の天候は快晴，

風も穏やかで，JI関光の中で至近距縦から近縁穫の比較

観察ができた。本個体の特徴を以下に示す。

l府は鮮黄色で上下日野に赤斑があり，とくに下llt/iで鮮

やかで，斑も大きい。l併はセグロカモメ よりやや短か

めで，上II街先端のふくらみもやや弱い。 虹彩は淡黄色

で，セグロカモメの色調と比較して鈍い。眼険は赤。

背はオオセグロカモメほどの濃さではなかったが， 淡

青灰色のセグロカモメよりは明らかに濃く ，石板灰色

を帯びる。頭頚部の褐色縦斑はセグロカモメやオオセ

グロカモメほど密ではなく粗L、が， 頭部から頚部にか

けて全体に及び， とくに襟に集中する（図2参照〉。

足は明るい黄色。初列風切の白斑は最外側に白斑がl

f岡ある他は微量の佐l点でしかなく，黒色の風切は石板

灰色の背と明瞭なコン トラスト をなす。体の大きさは

セグロカモメよりやや小形であったが，翼が長く，翼

をたたんだ時の初列風切は尾羽から後方にセグロカモ

メより長く突き出ていた。

考察

足がピンクではなく，はっき りと黄色であること，成

鳥でありながら最外側を除いて初列風切にほとんど白

斑がでないことから， 本個体がセグロカモメおよびオ

オセグロカモメでないことは明らかである。問題は黄

色の足をもっキアシセグロカモメ との区別である。

Dwrc!I'r (1925）によると，キアシセグロカモメ

〔DERILLERSのL、うセグロカモメ cachinnans群の大部

分がこれに合まれる〉はニシセグロカモメとセグロカ

モメの中間的形質を備えた別種で，足は黄色，冬羽成

鳥では頭頚部の褐色縦斑が少ない点、はニシセグロカモ

メ的であるが，一方で，初列風切の白斑の出方はセグ

ロカモメに似る。

キアシセグロカモメ群のうち，モンコソレ，シベ リア

のイルクーツクやパイカノレなど中犬アジア東部と繁殖

する個体群（mongolicus）が日本にも渡米すると考え

られている（BRAZIL,1983）。しかし後述するように，

中央アジア東部のキアシセグロカモメ の足の色が，

BRAZIL 〔1983）がいうよう に本当に黄色であるかどう

かは， 大いに疑問である。多摩川個体の足の色ははっ

きりと黄色である。初列風切の白斑の出方は前述した

ようにセグロカモメ型ではない。

亜種について

多摩川個体がニシセグロカモメのどの亜種群に合ま

れるのかを以下に検討する。

DEVILLERS (1983〕によると，ニシセグロカモメは

次の5亜種に分類される。

L. f. graellsii：アイ スラン ド， イギリス諸島，アイ

ノレラ ンド，フランス，スペイン北西部

L.f. i叩tennedius：オランダ，テ’ンマーク， ノノレウ

ェイ南部
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L.工；fuscus：ノノレウ ェイ北部，スウェーデンからコ 第 UI'：成鳥冬羽頭頚部の縦斑は密で顕著，足の色

ラ半島西部，白海西部 ピンク

L. f. heuglini ・コラ半島西部からエニセイ 1-1. セグロカモメ L.argentatus vegae 

L. f. taimyrensis エニセイ，タイミノレ半島 1 2. オオセグロカモメ L.schistisagus 

まず， 基亜種fuscusであるが，この亜種の背の色は 第 2群 ：成鳥冬羽頭頚部の縦斑はほとんどないか，

非常なH音色で，日本のオオセグロカモメに匹敵する背 あっても粗，足の色黄色

の濃さをもっオオカモメ （L.marinus）と同程度かそれ 2-1. ニシセグロカモメ Lfuscus graellsii 

よりも暗色で，背から初列風切にかけて全体に石板黒 2 2. キアシセグロカモメ L.argeratatus man-

色を帯び，コントラストを欠く。多摩川個体は，図l golicus 

から明らかなように，背と初列風切のコントラストは ただし，渡米していると考えられているキアシセグ

明瞭である。基亜種成鳥冬羽では頭頚部の褐色縦斑は ロカモメの足の色については問題が残されている。筆

ほとんど常に頭頂部と後頚のみで，喉に達しない。多 者らによって1987年4月12日，鶴見川（繍浜市港北区

摩川個体は頭頚部全体に縦斑がある（図1参照〉。した 小机町〕で観察撮影された成鳥夏羽のセグロカモメ型

がって，これらの特徴から多摩川個体は基亜種ではな 大形カモメは鮮黄色の足をもっ個体であった。足の色

いであろう。背の色と初列風切のゴントラストの程 だけを重視するならば， BRAZIL(1983）が報告したよ

度，頭頚部の縦斑の出方が fuscuslこ似る heugliniと 7にキアシセグロカモメと同定されるのであろうが，

intermediusも除外されよう。 しかし MADGE〔1985）によると，シベリアイルクーツ

次に最も地方に分布する taimyrensisであるが，こ ク産キアシセクロカモメ （mongolicus）成鳥夏羽の足

の亜種をニシセグロカモメに含めるのは問題がある。 色のは， 大多数のものがピンクであるらしい。また

エニセイ地区〔北シベリア中央部〕では，ニシセグロ GaAN'r (1986〕によると，モンコノレ産成鳥夏羽でも足

カモメの亜種heugliniとセグロカモメ L.a. vegaeとが の色がピンクである。キアシセグロカモメ L.cachi 

交雑し，明憾な雑種群を形成している。 DEVlLLERSに nnansのうち， 西寄りの個体群 （atlantis,michahellis, 

よれば，これが taimyrensisであり，ニシセグロカモ cachinnans）の足ははっきりと黄色である（GRANT,

メに分類したのはあくまでも便宜的な処置である。大 1986）が， 東方の個体群〔mongolicus）の足はそうで

きさもセグロカモメ級である。セグロカモメとの雑種 はないのかもしれない。したがって，単に足の色が黄

群であれば，セグロカモメ的な特徴が発現されるはず 色である特徴をもってキアシセグロカモメ（L.c. 

だが，多摩川個体にはそのような兆候は認められな mongolicus〕と同定してよのかどうか，問題がある O

L、。 taimyreusisも除外され， したがって本個体は しかしセグロカモメ（L.a. vegae）の足の色は年令に

graellsiiと考えられる。頭頭部の縦斑の程度，背の色 関わりなく常にピンクであるから，日本に渡来してい

と初列風列のコントラストの程度は本E種の特徴 る黄色の足をもっ”セグロカモメ”が別系統のもので

DRVILLERS, 1983〕に一致するようである。 あることは間違いないだろう。

氏原氏観察のニシセグロカモメ 1986年個体も L.f. はっきりと黄色の足をもっ個体の他に，足の色がは

graellsiiと考えられる。 graellsiiの日本への渡来は現 っきりした黄色ではなく，ピンクとの中間的な色調を

段階では迷行と恩われるが，しかし近年北米東岸への もつ個体（中村， 1986）や，セグロカモメ型であるが

ニシセグロカモメの渡来が増加している。この亜種も 初列風切にほとんど白斑を欠く個体もいる。また，冬

graellsiiであることから， 日本への渡来の背景には本 羽であっても頭頚部の縦斑が不明瞭の個体い、る。こ

亜種の分布拡大が起因している可能性はあるだろう。 うした不安定な形質をもっ個体群こそが taimyrensis

であるかもしれないが，現段階では明らかではなく，

まとめ 自信をもって述べることのできる材料は持ちあわせて

従来日本に渡来しているセグロカモメL.argentatus いない。

型の大形カモメは，セグロカモメ L.a. vegaeと日本に

も繁殖するオオセグロカモメの2種と考えられてきた 文 献

が，実際には少なくとも次の4群ーから構成されている BRAZIL, M., 1983. A sight record of Yellow-legged 

可能性が大きい。 Herring Gull from Kyushu, Japan. Tori, 

~9 



32 : 112 113. GRNT, P. T., 1986. Gulls, a guide to identification 

CRAMP, S and K. E. L. SrMMCNS (edsふ 1983.The second edition. T & AD Poyser, England. 

birds of the western Palearctic, vol. 3. MADGE, S. C., 1985. Iris colour of Mongolian Ye! 

Oxford （とくに Devillersによる系統分類の low legged Gull. Dutch Birding, 7 (4) : 

頂〕. 145. 

Dw1cHT, J., 1925. The gull(Laridae)of the world; 中村一恵，1986. 黄脚のセグロカモメについてのコメ

their plumages, moults, variations, rela- ント．神奈川自然誌資料，（8〕.82-83. 

tionship and distribution. Bull. Amer. 〔中村一恵：神奈川県立博物館，石江馨 ・石江進．日

Mus. nat. Hist., 52 : 63-401・ 本野鳥の会神奈川支部〉
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図1 多j掌川河口で観察されたニシセグロカモメ

図2 セグロカモメ（後方〕との比t鮫

撮影 ：石江馨



神奈川白然誌資料 ( 9) : 59～64, Mar. 1988 

日甫乳類ノート （3)

ータヌキのけもの道について

山口佳秀

Notes on Mammals (3) 

-On the Moving Track of Racoon Dog一

Yoshihide YAMAGUCHI 

筆者は，神奈川自然誌資料8号 (1987〕で， 秦野市

千村地域に生息するホンドタヌキNyctereutesρrocyo-

n1ides vive押 inus（以下タヌキ〕が側溝を重要なけも

の道として利用していることを報告した。

その後も，タヌキがけもの道として側溝を利用して

b、る行動に注目すべきものがあると考えて，1986年6

庁以来 当調査地において本種の 生悲観察を続けてい

る。

最近になって，けもの道と しての側溝利用状況が明

らかになったので， 今後の調査のー資料として報告す

る。

調査士山！ま秦野市の南西部に位置した千村地域で，約

35haの範囲て、ある（図1）。

タヌキが側溝を利用しているか確認する方法と して

①側溝穴などへの出入状況を観察する。

①側溝穴などに付着したタヌキの休毛を発見する。

①側溝穴から道路上につけられた足跡を確認する（側

～7 : 00, 17 : 30～20. 00の時間帯に重点をおいた。

筆者；ま1986年6月以来， 毎朝のように5:00～6: 30の

聞の約 1時間飼犬（柴犬雑種〉と散歩をしているが，

その時の観察が多い。

また，手作りのブライ ン｝を用いて使用頻度の高い

側溝口で観察した。

タヌキの観察と側溝の利用状況

タヌキの側溝利用の状況を図1に示した。

1日に複数回利用されている側溝は実線で示し，毎

日ではないが，時々利用されている側溝は実線で示し

てある。また，フィールドにつけられたけもの道は細

線で表わしである。

調査地には9個体のタヌキが生息しており，このタ

ヌキたちの側溝利用において調査地内を 3行動域に分

けることができたので，その区域を I～3で示した。

溝内には僅かであるが水が流れているため，側溝内か 1.行動域 1986年6月16日に初めて側溝穴（図1A〕

ら道路に出る場合は足跡が僅かの時間であるが残る図 に逃げこむタヌキを目撃して以来，この地域でのタヌ

2 1）。 キの目撃は数十回になるが1987年11月1日の観察は次

④側構内につけられた足跡を確認する〔側溝底には， の通りであった。

ヘドロ状の沈着物あるいは水垢iが付いていることが多 観察位置は側消＝穴より道路をはさんだ悶側約sm雄

く， タヌキの足跡は残りやすい。側溝の蓋をはがして れた所に設けたブラインドの中， 観察時間4:30～6: 

足跡、の有無，進行万向を確認した 図2-2〕。 。。。

①住民からの聞きとり。 ③4:30 現場到着，筆者の気配でUターンして側溝穴

以上の方法を用いて，タヌ キの側溝利用の状況を調 に逃げ込む一一 4:50側溝穴よ り出て，西側のクリ，

査した。 クヌギ林に向う一一 5:05同じ位置から現れ，道路を

観察H寺聞はタヌキが日没と臼の出近くに二度の活動 渡り側溝内に戻る一一←5:30側溝穴より出て再び雑木

ピークを示す夜行性動物としづ習性を考えて， 4:30 林に向う。
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図1 調査地

@5：・00 側溝穴から顔を出して周囲の様子をうかがっ

ている（図2-4）一一 5:31様子をうかがいながら側溝

穴から出るが，道路を横断せずに東側のコノテガシワ

の植込を通ってミカン畑に向う。 筆者の存在を気にし

ているよ うに思われた。。5:01 筆者から約2mほど離れた雑木松側の道端に
l 番と 2 仔の l 家族のタヌ キが現れる。雄か~tit親か不

明であるが1個体，注意深く道路を横断し，側溝穴に

入る。続くように残った親が渡り，側溝穴に入る。数

秒後，仔ダヌキは2個体が並んで道路を秘断，似lj溝穴

付近で立ち止まっていたが，車のライトに党いて側構

内に逃げ込む。 5:45 側溝より出て，西側雑木松

に向うため道路を横断中，散歩の犬と人間に気付し、た

のか慌てて，道路ヒから飛び込むようにして雑木林内

に消えるタヌキを目撃する。

このよ うに1行動域は，四側斜面に広がるクリ，コ

ナラ林に生活の中心を置いている 1家族4倒休のタヌ

キと東側の住宅地と造成地の聞に残されたミカン畑や

農家の屋敷を囲む竹林に生活の中心を置く 2個体のタ
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ヌキが約 150mの側溝を互いの行動域を継ぐ通路とし

て利用している。また，両側休とも南側の室川に沿っ

た水聞に向う場合は，約200mの側溝を共同の通路と

して利用している。

2.行動域 1987年7月17日 5:30頃（図1-B）地点

において側溝より路上に出てきたところ，筆者の気配

でUターンして再び側構内に逃げ込むタヌキを目撃し

た。その後，数回の目撃と潜底につけられた足跡など

から推察すると，西側に広がる耕作地（みかん畑とト

ウモロコシ，カボチャなど季節の野菜を栽培）に生活

の中心を置く 1例体のタヌキが側溝口の近くにあるゴ

ミ置場に出される生ゴミや残飯を求めて約 180mの側

溝を利用しているように思われた。

3行動域 1987年7月2日 5:40頃（図1-C，図2-

3）地点において， 生活排水を側溝にたれ流すために

側溝の葦を一枚取りはずした穴に逃げこむタヌキを目

撃した。その後，何回となくタヌキを目撃したり， こ

の場所での観察を試みているが， 10月9日の観察は次

の通りであった。
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道路上に残されたタヌキの足跡（D地点〉

側溝底に残されたタヌキの足跡（C地点付近〕

C地点の側溝穴〈矢印〕とその環境

A地点の側溝穴より顔を出すタヌキ

A地点の側溝穴に入ろうとするタヌキ

1
2

3

4

5

 

図2



観察位置は側溝穴より道路をはさんだ東側約15m離

れた造成地の植込の中，観察JJ刊~ 17 : 00～19 : 300 

(i'.)18・25 側溝穴から顔だけ出して外部の様子を見て
いたが，側溝内に消えてしまう（この時間帯1～2分

毎に車，バイクなど通る〕 18: 35 側滋穴から顔

だけ出して様子を見たのち，前肢を側溝縁にかけ，身

を乗り出しながら周囲の様子を見ているが車のライト

で再び側構内に消る 19 : 05 （図1-D〕地点の隙間

から出たという情報を得る。

⑤18: 50 住宅地問に残る耕作士山（サトイモなど栽培〕

からタヌキ現れる。道路端に立ち止り，車や人の往来

の様子をうかがいながら側溝穴に近づく。再び立ち止

り，周囲の様子を見たのち側溝内に消える。 19: 

05 側溝穴より 150mほど離れた地点（図1-D）の側

溝蓋の隙聞から 2個体のタヌキが出て道路を横断し竹

林に向ったとL寸情報を得る一一19:10側溝奈の隙間

付近の舗装道路には， 2個体のタヌ キの濡れた足跡が

点々と竹林方向についていた（図2-1〕。

このように3行動域においては， 室川｜に沿った竹林

に生活の中心を置く 1個体のタヌキと〔図1-E）地点

の排水管内 (10年ほど前に造成されたが，今だに建築

されないため排水管は使われていなLつ を寝ぐらある

し、は層、れ家にして，住宅地の聞に残る耕作士山を生活の

中心としているタヌキの2個体が生息している。この

タヌキたちはC地点の側溝穴と室川に排水を放流する

ために設けられた放水口（図1-F）までの約350mの

側溝を互いの行動域を結ぶ通路として利用し，耕作で

栽培されているトウモロコシや生活排水に含まれる残

飯などを求めて往来している。

通常の室川の水位はlOmにも達しないためタヌキた

ちは放水口を出入口と して利用しているが，降雨によ

って水位が増した場合は側溝の途中にあるU字溝の鉄

製の蓋とコンクリ ート蓋の継ぎ＇~＇ （図1-D）が出入口

として利用される。

また，調査中に側溝内を移動中のタヌキが飼犬によ

って通常の通り道以外に追われてしまう行動が観察さ

れた。

筆者は，犬と散歩を始めてまもなく，飼犬が側溝の

蓋にある隙聞に鼻先を向けていかにも餌物を追い求め

ているような行動をするのを度々目撃した。その後，

散歩中に知り合った数人の飼主からも個々の飼犬が同

様の行動をとるという ことを知り，そのなかの 1人か

J’この行為はタヌキを追っているのだとLづ情報を得

た。

62 

そこで側溝穴に入ったタヌキを目撃した直後に意識

的に犬を近づけたところ，犬は鼻先を隙聞に近づける

問機の行動を始めた。注意して側溝内のタヌキを観察

したところ，通常は南下して室川に移動するのである

が，逆方向に逃げ去る様子もなく，l時々立ち止まりな

がら，犬の位置より側溝蓋2個分先を犬の歩速に合わ

せるように移動していた。

この時は200mほどの追跡で中止したが，飼犬の散

歩コースによ っては通常のけもの道から相当離れた場

所まで追われてしまうのではないかと思われた。タヌ

キの日周行動！ま活動のピークが日没と日の出ごろにあ

るために，朝，タの飼犬の散歩する｜時間帝と重なるこ

とが多く，通常のけもの道以外の側溝に追われるタヌ

キは相当数いると思われる。

考察

①調査地には9個体のタヌキが生息し， 3カ所の

側溝で約880mが1日複数回利用される重要なけもの

道であった。

調査地の環境は，r/1道827号線をはさんで北側渋沢

駅方面は近年の士士山開発によって宅地化が進み，人口

増加は著しい。 一方，渋沢丘陵側は市街化調整区域に

指定され，今だ田園風景を多 く残した士山城で，室川に

沿った低地は水田が発達し，アカガエノレ，イモリ ，タ

ニシ， ドジョウなど豊富に生息し， タヌキにとっては

絶好の餌場と考えられる。

だが，室川沿いの竹林やクリ，コナラ林に生活の中

心を置くタヌキ 6個体は，生活排水に含まれる残飯や

ゴミ置場の生ゴミ（ヒ’ニーノレ袋に入った生ゴミは野良

ネコによって袋が破られ，ネコが食べ散かした残りを

タヌキが食べている〕や住宅地内に残る耕作地で、栽培

されるトウモロコシなどの野菜を求めて，我々の生活

域まで侵入してきており ，この都市環境と自然環境を

結ぶ通路と して側溝が重要な役割をはたしていた。

② 急激に増加したタヌキの輪渦とその要因につい

ての推考。

1987年11月10日 神奈川新聞のサイドミラーに 「お

巡さん，ひき逃です／」何ともぶっそうな記事が載っ

ていた。麻生区万福寺の県道でタヌキが車にはねら

れ， 頭や足に打撲傷をおい区内の獣医さんに預けられ

たと＼、う内容である。

この微な交通事故にあったタヌキのニュースは，こ

こ数年で10件以上あったよう思われる。

金井｜ニ（1987）によると，東京都では1971年までは交



通事故の報告は0件であったものが，1976年に 5件， 出たところが車の往来の激しい交差点近くであったり

1981年も 5件，1986年になると31件になり ，1981年以 繁華街で，不幸にも自動車に衝突されてしまうのでは

降タヌキの交通事故は急増しているとLづ 。 ないだろうか。適応力の強いタヌキは， 土地開発によ

土岐（1987.6. 28私信〉によると，梢須賀市を中 って減少する野生llfli乳類の生息域をただ予をこまねい

心に調査し，1986年に37頭，1987年IH 月までに15頭 ているだけでなく ，側溝あるいは都市環境もタヌキの

（うち l頭は屯車による）が交通事故によって死亡し 生活を支えるハピタツ トとして積駆的iこ取り込んだこ

ているとしづ。被害は緑の比較的多い横須賀市の逸見 とが，1980年代から急激に増加したタヌキの輸措Jのー

や池上周辺に集中している。意外なのは浦郷や三笠通 つの要因と考えた方が的を得ているのではないだろう

り， 三春町あたりのにぎやかな市街地でも事故にあっ か。

ているという。

また，飯村〔1986）は， 19791'1三までは県下でせいぜい

2～3件の報告であったが， 1980年以降著しく多くな

り， 1982年71頭，1983年37頭が交通事故にあったとい

う。交通事故の原因と して，神奈川県は首都閣の中枢

に位置して道路が整備され， 当然幹線，支線を通じて

自動車の交通量が多くなっている。加えて新設の道路

は自然環境を分断して貫通することが多く，このため

タヌキはある生息地から他の場所に移住する場合，道

路を横断することになるが，この時，自動車に衝突さ

れ死亡すると報告している。

だが， 東京都においても1980年以降，なぜタヌキの

輪禍が急増したのか，また， 浦郷， 三笠通りなど市街

地での事故が多いとLづ事実を考えたI時，限りなく進

む車社会と新設道路によるハビタットの分断が原因と

いう論調は，当たってl品、るのだろうが，もう一つ的

を得ていないように思われた。

そこで筆者は，何か別の要因も加わっているのでは

ないかとLづ疑問をいだき， 最近交通事故があったと

しづ情報を得た横須賀市上lllJ，川崎市麻生区王禅寺

1896，同区石福寺県道世田谷 ・｜町回線，伊勢原市下粕

屋国道246号線，秦野市山松国道 246号線などの現場

とその周辺を調査した。また，池田〔1979）が，九州

高島におけるタヌキの行動図を調査し， 1fl自｜体あたり

1. 14から4.28haで，平均2.79haてあったというデータ

をもとに，筆者の調査中に得た県内の横浜市緑区黒須

田町，川崎市宮前区神木本町， 鎌倉市大｜町など各地で

側溝を利用するタヌキがいるという情報等も併せて，

タヌキが事故にあう までの過程を推考してみた。

側溝や下水管内を移動中のタヌキは，何らかの要因

（最も多いと忠、われる行為は飼犬の散歩，出子犬など〉

によって通常のけもの道以外に追いやられてしまう。

縦横に，やや大袈裟に表現すると恭盤の目状に配置さ

れた側溝やU字溝，下水管などの迷路にi迭し、込んでし

まったタヌキは，やっと見つけた隙聞や排水口から涯

おわリに

稿を終えるにあたり，タヌキの輪禍に関する情報を

心よく提供していただいた横須賀市上町 士111皮政一獣

医師，川崎市青少年科学館木下あけみ学五員に心よ

り御礼申し上げる。

また， 交通事故によって死亡するタヌキも心配であ

るがそれ以上に気掛りな問題がある。

最近，あるテレビ番組の中で鎌倉の一軒の庭先にタ

ヌキ一家が毎夜出没し，平然と与えられた餌を食べて

いた。中には大胆な仔ダヌキがL、て人の手からパンや

ハムをもらっている様子が画面に写し出されていた。

このように都市のなかでもタヌキを見たとL寸話は

しばしばマスコミに取り上げられている。

現況下にあっては，ペットのようにタヌキと接して

し、る人々でも，極く近い将来の問題として生活排水の

たれ流しされている側溝，下水管をけもの道として利

用しているタヌキを汚染，不潔など衛生上の理由から

ドブネズミならぬ“ドブダヌキ”と呼ぶようになって，

昔から人々とかかわり合いの深かったタヌキが反対に

嫌われ者の代表となってしまうような事態だけは避け

たいものである。筆者1人の取越苦労であってほしい

ものだ。
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神奈川自然誌資料 ( 9) : 65～72, Mar. 1988 

神奈川県産ヒダナシタケ類目録（第 1報〉

生出智哉

A List of the Order Aρhylloρhorales in Kanagawa Prefecture (1〕

Toshiya 01zuRu 

神奈川県に産するキノコ 目録ほ，七宮 （1974）が相 大磯町〔以下湘南平〉〔1993).

模川以西の地域に発生する菌類（キノコ〉調査を行い， キホウキタケ Ramaria flava (FR,) QuEL. 

担子菌類236種，子のう菌類15種，合計251種を報告 東京都高尾山 〔以下高尾山〕〔2412〕．

した。この報告は神奈川県産キノコを広範囲に調査し コガネホウキタケ 1?. aurea (Fn.〕QUEL.,

た初めてのものである。 逗子市神武寺（以下神武寺〕〔1463），藤野（KMー

その後生出（1983）が横浜市緑区三保市民の森を調 570). 

査し， m子菌類84種，子のう菌類7穫を報告してい シロソウメンタケ Clavariavermicularis Sw. ex Fn. 

る。 川崎市多摩区生田緑地（以下生田緑地） (KSM～1 

今回，筆者は厚木市七沢自然教室吉田文雄氏の協力 28). 

を得て，1986年から1987年にかけて担子菌類のうち 3県 チャホウキタケ R. stricta〔PERS.)QUEL., 

産ヒダナシタケ類を主にして調査を行った。この調査 藤野（KM-544），鎌倉市源氏山（以下源氏山〉

結果に神奈川県立l尊物館に保管してある神奈川キノコ 〔3136).

の会襟本と県立博物館・川崎市青少年科学館所蔵の楳 チャホウキタケモドキ R. apiculata (Fn.) DoNK. 

本を加えて，県産のヒタナシタケ類日銀を作成した。 日東野（KM548）， 平塚市高麗山（以下高麗111〕

目録を作成するにあたり ，日本菌学会元会長今関六也 〔2508).

先生に一部の標本の同定と助言を戴いたので， 深甚の ハナホウキタケ R. formosa (FR.〕QUEL.,

謝意：を表したい。また調査に同行下さ った吉田文雄氏 藤野 (1119,1250, 3263），西丹沢つつじ新道 （2

に御礼申し上げる。 607），大磯町生沢〔3255).

略号について フサタケ Pterulamultifida Fn. 

KM：神奈川県立博物館標本，KSM: Jll崎市青少年 秦野市震生初l〔以下震生湖〕（1047〕，藤野（KM-

科学館pKP F：神奈川県櫛物ときのこの会；無記号 561）， 三保市民の森〔1506），三ツ池公園〔KPF2 

：神奈川キノコの会標本。 02），大磯町生沢 （2351），高尾山（2312).

この目録には，神奈川県に隣接する東京都高尾山， ムラサキナギナタタケ Clavaria戸urpureaFR., 

町圧i，山梨県道志村，静岡県須走1～2合目の襟木を 三ツ池公園（2724,2742). 

若干載せた。 コウヤクタケ科 Corticiaceae 

ホウキタケ干ヰ Clavariaceae アカコウヤクタケ Aleurodiscus amorphus (PERS. 

カレエダタケ Clavulina cristata (Fn.〕S口HROET. ex PunT〕S1moET.

横浜市緑区三保市民の森〔以下三保TJ1民の森） (11 津久井郡石老山〔以下石老山） (KM-152). 

22〕，横浜市鶴見区三ツ池公園〔以下三ツ池〕（KPF カミウロコタケ Stereumumbrinum BERK.・et CURT. 

ー209〕，清川村宮ケ瀬（以下宮ケ瀬） (KM 579〕， 津 三保市民の森 (1109〕，厚木市七沢〔以下七沢〉

久井＇！l日藤野（以下藤野） (3195〕一． 〔KPF324），鎌倉市長谷 〔2488〕，横浜市鶴見区獅

カンザシタケ Pterulafusispora Y ASUD企 子谷 （以下獅子谷〉〔2405〕，神武寺（2490).
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キウロコタケ S. hirsutum Fu. 鎌倉市 （3140).

横浜市瀬谷区瀬谷市民の森（以下瀬谷市民の森〕 イボタケ科 Phy lacteriacaae 

(2231〕，川崎市多摩区東高根森林公園〔以下東高根 イボタケ Theleρhora jaρonic.αYt.s. 

森林公園〉〔KSM230），生田緑地〔KSM-161), 須走2合l=I(1299). 

静岡県須走2合目 〔以下須走2合＠） (2916). キハリタケ Hydnellum仰 rantiacum(Fn.) KARST 

サピウロコタケ Stereum vzbrans (BRRK.〕CURT. 宮ケ瀬（KM555). 

震生抑lj(2883). クロカワ Boletoρsis leucomelas (FR.〕FAYOD

シロウロコタケ CotylidiadiaJうhana(Scnw.) LENTZ 逗子（2267），須走2合目 〔2843,3183). 

三保市民の森〔KPF-265). コウタケ Sarcodon aspratus (BRRK.) S. I’ro 

チウロコタケ Stereum gausaρatum FR. Hll§野 (1542,KPF-296〕．

箱恨lllJ宮ノ下（以下宮ノ下〉〔KPF-276），厚木市 チャハリタケ Calodon zonatus (Fn.〕KAHST. 

飯山観音（以下飯山観音〕 （1628),HiJ§野（KM-612), 須走2合i=I(2850). 

消l南平 (1971）， 瀬谷市民の森（2260），西丹沢白石 ニオイハリタケ C. suaveolens (Scop.〕KAR81'.

沢（KM-556). 須走2合目 （2844,3116〕．

チャウロコタケ S. fasciatum (Scmv.) Fn. ヒイロハリタケ Mycoacia chrysorhiza (TORREY〕

藤野（1030,2096），宮ケ瀬（KM-530〕，獅子谷 AusBJMA et FunuKAWA 

(1989〕，清川村中津渓谷〔以下中津渓谷）(2069). 川崎市生田緑地（KPF355). 

モミジウロコタケ Stereum spectabile Kw-rzscn. ボタンイ ボタケ Thelephoraaurantiotincta CORNER. 

神武寺（1032,3156），三浦市白山（2887〕，東高 藤野（2576).

根森林公園〔3313, KSM-164, 231），生臼緑地 ハリ タケ科 Hydnaceae

(KSM-132, 154). カノシタ Hydnum reρandum FR. 

アンズタケ科 Cantharellaceae 藤野（1139）， 三保市民の森〔1244,2469），平塚

アクイロウスタケ Cantharellus cinereus FR. (1619），震生湖 （2918).

神武寺（1099），大磯町生沢（3279〕． クシノハシワタケ Lopha門amirabilis (BERK. et Brr.) 

ウスタケ C. floccosus Scnw. PAT. 

藤野（1043,1126, 1240），中津渓谷 (1395），丹 震生湖（2846).

沢（2599,2603, 2643). サガリハリタケ Sarcodontiacopelandii (PA1'.) hrAz. 

クロラッパタケ Crateretlus cornucopioides (FR.) 三保市民の森 (1258〕，獅子谷 (1658〕

PEHS. サンコ’ハリタケ Heric山間 lac問iatum(L1iEns) BA-

三保市民の森 (1013,1449）， 法：生湖（2904），高 NKER 

尾山（2444），藤野（3177), 大磯町生沢（3268〕， 震生訓J(2918). 

生田緑地（KSM-98, KPF-255），東高根森林公園 シシガシラ H. caput medusae (FR.) PERS. 

〔KSM-102〕． 丹沢加入道山 （2891〕．

トキイロラッパタケ Crate問 llusaureus BERK et シロカノシタ Hydnumrφandum var. album QuRL. 

CURT. 藤野（1054），三保市民の森（1553〕，源氏山（2385〕．

生田緑地（KSM113），須走2合目 （2893). チャウラハリタケ Mycorrhaphiumadustum (Scnw.) 

ヒナアンズタケ Caηtharellus minor PK. M. GEEST. 

j藤野（KM-604〕，神武寺（1456〕，生田緑地 CK 石老111(KPF-251). 

SM-39, 229). ニクハリタケ Steccherinum ochraceum 〔Fn.)S. F. 

フジウスタケ GomJうhusfujisanensis〔！MAI)PARM. GRAY. 

藤野〔1136）， 高尾山（2442），丹沢（2666). 藤野〔1280).

ミキイロアンズタケ Cantharellus tubaeformis FR・ ヤ7 プシタケ Hericium erinaceum (FR.) PEns. 

三保市民の森（1192〕． 膝野 (1141〕，津久井郡津久井町 （1421〕，高麗山

ミキイロウスタケ C. infundibuliformis (Scor.〕FR・ (2323〕
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カンゾウタケ科 Fistulinaceae 

カンゾクタケ Fistulina heραtica FR. 

高麗山（2495），神武寺（KSM-01).

シワタケ科 Meruliaceae 

オオシワタケ Cystidio戸horuscastaneus (LLOY o) hr AZ・

三浦郡葉山（3145).

ケシワウロコタケ Punctularia st円＇goso-zonata(Sc. 
HW.) TAL日OT

石老山（3164〕

シワタケ Merulius tre刑ellosusFR. 

三保r!Y民の森 (1533〕

サルノ コシカケ手ヰ Polyporaceae 

アイカワタケ Laetψorus sul戸hureus〔Bu1L ex Fn目〉

BoND et S1 NG. 

藤野（1124〕，東丹沢堂平（2315,KPF-315），高

尾山（2580).

アオゾメタケ Tyronzyces caesius (Fn.) KARST. 

三保市民の森（1590,2057, 2526), 瀬谷市民の

森（2284〕，箱根町畑宿（2819〕，飯1.L1観音（3305〕，

生田緑地（KSM-60），東高根森林公園〔KSM-97〕．

アケボノオシ ロイタケ Tyromyces incai’natus huz. 

東丹沢札掛（2674〕，高尾山 〔2733〕

アシグロタケ Poly戸orellus戸icipes(Fn.) KAHST. 

生田緑地（KSM159），藤野（1120,2125），丹沢

畦ケ丸（2622〕，須走2合目（2808,2909, 2874). 

アミスギタケ Favolus arcularius (Fn.) A~ms. 

二宮町悶芸試験場（1433,2221），茅ケ崎市交通公

園（1618），愛甲郡清川村中津渓谷〔以下中津渓谷

(2051），小田原市柏山〔2011），鎌倉山（2068），川崎

市中原区下小田中〔2446），麻生区栗平（KSM-642〕．

アミヒラタケ Polyporellussquamosus (Fn.) KARST. 

三保r!T民の森 〔1011, 1208, 3395)' 鎌倉市佐助

町 （2274〕， 逗子市二子111c以下二子111〕（2542)'
金沢区金沢八景（2543），港北区綱島（2544），瀬谷

市民の森（2766），綾瀬市綾瀬（3197），西区浅間H汀

(3337），栄区笠間町（KPF-204〕，七沢（KPF-321〕

アラゲカワラタケ Corio/us hirsutus (Fn.) QuRL. 

神武守（1172,2127〕，宮ケi頼（KM-582），瀬谷

市民の森（2299〕，藤沢市葛原〔2708〕，湘南平

(KPF-242）， 津久井町ー（3124），津久引1i1lt毎の木平

〔KPF240〕，麻生区栗平（3289），生：岡緑地（KSM

-131），飯山観音（3309),東丹沢堂平（3293），丹

沢塔ケ長（KPF372），葉山（KPF-224〕，厚木市七

沢（KPF325). 

ウスパシハイタケ Hirschwporus fusco-violaceus 

〔FR.〕DONK

麻生区黒）II〔KSM49），生田緑地 （KSM-88,

137），東高恨森林公園〔KSM89〕， 宮ケ瀬〔KM-

546），真鶴（2288），丹沢二俣（3320〕，藤野（KM-

405, KPF 330〕，高尾山蛇滝（KPF303〕．

ウズタケ Coltricia nwntagnei var. gree河口（BERK.)

IMAZ. 

山梨県北巨摩郡武川村（2788).

ウズラタケ Truncosporaochroleuca (BEnK.) PILAT. 

神武寺〔1241,3328〕，愛甲郡八管山（KPF-212),

箱根町畑宿（2858），津久井郡城山〔2869).

ウチワタケ Microporus flabelliformis (KLOTZ. ex 

FR〕KuN'l'Zil.

神武寺 (1027,1515, 2478, 2514），鎌倉山 （238

2〕，鎌倉市佐助稲荷（2536），源氏山 （KPF-277),

鎌倉市十二所（KPF-261〕，生田緑地（KSM-67),

真鶴町真鶴（2243,2229, 2226〕，愛甲郡八管111CK 

PF-308). 

エゴノキタケ Daedaleo1うsisstyracina (P. HENN. et 

Sms.〕lMAZ.

三保市民の菜採〔KPF-238〕，震生湖（1229），消l南

平（2018〕，二子山 （2750），瀬谷市民の森（3292,

KPF-219, KPF-264〕，生田緑地（KSM-10,133〕，

旭区今宿町（KPF-246).

エビウラタケ Gloeoρorus dichrous〔Fn.〕BRES.

震生湖（KM-591），宮ケi頼（KM608). 

寸オウズラタケ Tyronzyces palustris. 

横浜市中区豆口（1113〕．

オオチリメンタケ Trai刊etesgibbosa FH. 

東丹沢札掛（1090,2669），厚木市物見1h・J；〔2415〕，

丹沢檎洞丸〔2415），箱根川］畑宿（2849).

オツネンタケモドキ Poか＇Porellusbruinalis (PERS. 

ex FH.) KARST 

丹沢大室111(1695），藤野町 （KPF233). 

カイガラタケ Lenzites betulina Fn. 

山北町筋沢（1145），神武寺（1176〕，飯山観音

(1067），中区矢口台（1975〕，旭区白根不動（2335),

湘南平（2121〕，三保市民の森 （2665〕，秦里子市渋沢

(2697）， 長生湖（KPF-236），渋沢丘陵 （2795〕，栄

区笠間町〔3335,KPF 200, KPH-353），東高恨森

林公園（KSM-90).

カタシラガタケ Funatia gallica (FH.〕 BOND.et 

Srnc. 
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南足柄市大雄111〔以下大雄111)(3338〕 神武寺（2239）， 源氏山（2070,2156〕，三保市民の

カワラタケ Corio/usversicolor〔Fn.)QoE:L・ 森（2503），葉山町福祉会館 （2562,KPF-305〕，藤沢

川崎市王禅寺（KSM-33〕，生田緑地（KSM-93), (2564), 31削l子谷〔3197〕p 津久井郡拝野（KPF237〕．

東高根森林公園（KSMー79,175〕， 愛甲郡清川村宮 シックイタケ Oxypo仰 sgypseus〔YAs.) AosmMA, 

ケ瀬（以下宮ケ瀬〕〔1097）， 震生湖（1045）， 湘南平 瀬谷市民の森（2281），宮ケ瀬〔KM-553〕．

〔KPF254）， 藤野〔1281），鎌倉山（2680〕， 愛甲郡 シハイタケ Hげschio戸0円tsabietinus (Fn.) DoNK 

入管1.LJ〔KPF-213）， 東丹沢札掛〔KPF-317〕，箱根 丹沢蛭ケ岳（2225〕，中郡真鶴（以下真偽〉〔2225),

宮／下 〔KPF-372). 生田緑地〔KSM139, 148〕，東高根森林公園（KS

キアシグロタケ Polyporellus elegans〔Fn.)KARST目 M 169〕，麻生区黒Jll〔KPF-331〕， 麻生区栗平 （K

東丹沢札掛（2667). PF-371〕，伊勢原市広沢寺温泉 〔以下広沢寺温泉〉

キカイガラタケ Gloeoρhyllum saepiarium (Fn.) (KM-516），宮ケ瀬（KPF-273).

KARST. シロアミ タケ Trametes suaveolens〔Fn.)Fn. 

横浜市中区間門〔1112,KPF 312〕． 三ツ池（3230).

キツネカワラタケ Corio/usρoかzonus〔PERS.〕hIAz. シロカイメ ンタケ Tyi omyces sambuceus (LLOYD〕

三浦郡葉山（以下葉山〕（2540). JMAZ. 

クジラタケ Trametes orientalis〔YAs.〕JMAZ. 真鶴〔2230），高尾山〔KPF-313).

運子 (1641〕， 中区矢口台〔1692〕，藤沢市亀井野 シロマイ タケ Grifola albicans L Az. 

〔KPF358〕，小田原市柏山 (1991），横浜市野毛山 湘南平（2920).

(KM618〕，瀬谷市民の森（2269），栄区笠間町〔KS スノレメタケ Rigido戸oruszonalis (BERK.) hrAz. 

M62, KPF-347〕，川崎市早野 〔KSM238, KPF 平塚市万国 (1981）， 鎌倉市佐助稲荷〔2531,253 

332, KPF 354）， 綾瀬市吉岡 （2688〕，平塚市万田 2〕， 津久井 〔3131).

〔KPF-369），藤野（3150).

コウモリタケ Polyporus dis1りansusLLOYD 

生田緑地（KSM182〕，川崎市黒川（KPF-206),

高尾111(2566, 2632〕，景信山 （2791），山梨県道志

村（KPF-243〕．

コフキサルノコシカケ Elfvingia applanata (PEns.) 

KAHS'l'. 

震生湖（1056〕， jffi§沢市鵠沼（KPF-245），茅ケ崎

市浜竹 〔1065）， 三保市民の森 (1059），西丹沢鬼古

沢（2329），旭区白根不動〔2339），上の宮（2475),

東高根森林公園（KSM149, 174, KPF 216〕， 丹

沢鍋害lj山稜〔2593），丹沢檎洞丸（2617〕，東丹沢札

掛（2710〕，丹沢中山峠（2746〕，厚木市巡礼峠（以

下巡礼峠〕〔KPF-352〕，葉山町（3146），横須賀市

稲岡田J(KPF 341〕，足柄上郡山北町〔1066〕， 飯山

観音 (1225），川崎区川崎〔KPF-280），麻生区栗平

(KPF 363〕．

コプサノレノコシカ ケ Phellinus robustus (KARST.〕

Bouan. et GALS. 

厚木市七沢（3294〕

シカタケ Datronia mollis (sommerf) DoNK 

茅ケ崎市平和学園〔KPF-345).

シジミアミタケ Daedaleoρsis conchijonnis IMAZ. 
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スミレサノレノ コシカケ Melanopo門G P削 －purascens

AosHIMA 

石老山〔3157).

チリメンタケ Trametesρallisoti (Fa.〕！MAZ.

源氏山（1693）， 鎌倉市妙本寺〔2487,KPF-314〕，

二子山（2831）， 金沢区富岡（3302）， 三保市民の森

〔3284〕，生田緑地（KSM63）， 東高根森林公園〔K

SM-143, 171），栄区笠間町〔KPF-203〕， 湘南平

〔KPF247). 

チャカイガラタケ Daedaleoρsistricolor (Fn.) BoND. 

et SrNc. 

大山三峰（2833）， 石老山〔3153〕， ）11,§ 野奈良本

(3243〕， 飯山観音（3306),生田緑地〔KSM68, 

70, 236), 東高根森林公園（KSM75, 86〕，緑区

寺家田J(KPF 357). 

ツガサノレノコシカケ Fomitopsisρinicola〔Fn.)KA・ 

RST. 

東丹沢札掛〔1068)'jjr,§!Jly (1060〕，瀬谷市民の森

(2359），大雄山 (1973），丹沢大山（2615），津久井

(3126〕．

ツヤウチワタケ Microporus a/finis (BLUME et NE 

ES〕KUN'l'ZE

湘南平（1647〕，鎌倉山〔KM-549,2356，宮ケ瀬



(610, 594〕，平塚市万田（2122），生田緑地（KSM 三ツ池公園（1998），藤沢市葛原（2719〕，瀬谷市民

145, 152），早野（KSM-242），東高根森林公園 の森（2771），七沢（3194〕，大雄111〔3291〕．

〔KSM-65），渋沢（2898〕，震生湖〔2910），八王子 ヒトクチタケ Cryptoporusvolvatus (PK.) HuBB., 

市滝山城（KPF-259〕． 広沢寺温泉〔2009），飯山観音（2265,3296, KPF 

ツヤウチワタケモドキ M.subaffinis (LLOYD) IMAz. 310〕，厚木市七沢（2316).

神武寺（1260,KPF-207），上の宮（2392），瀬谷 ヒメシロアミタケ Trametes albida (FR.〕BOURDOT

市民の森（2396），源氏山（1972,KPF 275），鎌倉市 et GALZIN 

十二所（以下十二所〕（KPF-339），逗子（2730)'Jl:iji 宮ケ瀬〔KM-602,1461〕，秦野市ヤピツ峠〔以下

子谷（2770〕，東高根森林公園（KSM-228），麻生区 ヤピツ峠〕（KPF-253），中津渓谷（KM-593），瀬谷

早野（KSM-237），箱根町姥子（KPF←371). 市民の森（2366).

ツリガネタケ Fomes fomentarius (FR.〕KICKX ヒメモグサタケ Bjerkanderafuinosa (PERS.巴XFR.〕

丹沢 〔1050,KM  571），槍ヶ岳（KPF300），丹 KARST. 

沢日高〔KPF-340〕 大磯町生沢〔2678〕

ニオイアミタケ Gloeoρhyllum odoratuin (WULF. ex ヒラフスベ Laetiporus versisporus (LLOYD) IMAZ. 

FR.) IMAZ. 源氏山 （1431〕，鎌倉市大船 (1694〕，上の宮（24

藤野町園芸ランド内（3160〕． 82, 2477），辻堂海浜公園〔3308,KPF-337），茅ケ

ニク ウスパタケ Corio/us consors〔BllnK.)brAz. 11崎市萩園（KPF220). 

飯山観音（1019），藤野（2493,2082），藤沢市亀 プクリョウ Poriacocos (FR.〕WOLF

井野（KPF-359），三保市民の森〔1569,2522），二 川崎市麻生区競売ランド（2484）， 三保市民の森

宮町吾妻山 (1390〕，東高根森林公園〔3312,KSM (3316〕．

ー170〕，生田緑地〔KSM83, 158, 163〕，麻生区黒 ブドウタケ Fomitopsisvinosa (BEtiK.) bIAz. 

JIJ (KSM 92). 平塚市万四（1968），旭区白根不動〔2287），生田

ニクウチワタケ Abortiporusbi印刷s(BuLi. ex Fn.) 緑地（KSM-147），東高根森林公園（KSM232), 

SINGER 藤沢市亀井野（KPF.361). 

三保市民の森〔1061,2019），湖南平（2017），淵1 ベツコウタケ F. semilaccata (BERK.) S. !To 

南平（2700,2730），震生湖〔KPF-343），瀬谷市民 横浜市中区長者IIIJ(KPF-270,281），旅野（1089),

の森（KPF-222). 瀬谷市民の森（2233），生田緑地（KPF263），逗子

ニッケイタケ Coltriciacinnamomea〔Fn.)MuRRILL (2505〕，藤沢市瀬郷（KPF362），飯山観音（KPF

三保市民の森 (1265），磯子区久良岐公園（504〕， -327〕，麻生区栗平（KSM640). 

高尾山 〔2433). ホウネンタケ F.ρubertatis (LLOYD) IMAZ. 

ニンギョウタケモドキ Polyporus ovi叫usFn. 津久井町城111(2692），丹沢栗木洞〔3324〕．

八王子市池田 (1343). ホウログタケ Trametes dickinsii BERK. 

ヌノレデタケ Porodisculusρendulus(Scaw.) MURRILL 足柄上郡（1008），横浜市白根不動（2304〕，藤沢

術｜南平 (1534），麻生区早野（KSM-244). 市亀井野（KPF360），十ニ所（KPF-269).

ハチノスタケ Favolusalveolarius〔Fn.)QuE:1・ マイタケ Grifolafrondosa S. F. GnAY 

飯山観音（1063），宮の下（1598〕，震生湖〔1664), 藤野（2054,2075），箱根町強羅（KPF-370），横

高麗山 （2525），二子山（2744). 浜公園（2799,KPF-217〕，高麗山 （3398).

パライロサルノコシカケ Fomitopsis rosea (FR.〕 ミイロアミタケ Daedaleopsis niponica IMAZ. 

KARST. 二子山 〔2754,2914），石老山（3113).

須走2合El(2852〕．

ヒイ ロタケ Trametes sangui日ea(Fn.) LLOYD 

藤野（1018,2675），獅子谷 (1644），茅ケ崎市淀

(1691, KPF-274），東高根森林公園（KSMー78,21 

6），麻生区黒JIJ(KSM-38），生田緑地（KSM-l15),

ミタ’レアミタケ Cerrena u日icolor〔BuLLex FR.〕

Munn. 

獅子谷（2076），川崎市東高根森林公園（KPF-3

35），葉山（2727,2559〕，湘南平（3301,KPF-28 

7），七沢〔KPF-328).
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ミノタケ Coriolus bijormis〔KLOTZ.〕PAT. 源氏山 (1589〕，湘南平 （KPF-248〕，藤野（KM

丹沢 〔KM587〕 -617〕，中郡二ノ宮 （2561).

ミヤマトンビマイタケ Bondarze山iadickinsii (BE サジタケ O抑制G scaurus〔LLOYD)lMAZ., 

RK〕AosrnA 川崎市早野〔KPF326），神武寺 〔1689），高尾山

保土ケ谷児童公厨 〔2816). (2324, 2318），高麗山（2502）， 石老111(2528〕，丹

ヤキフタケ Coriolusρubescens (Fn.〕QuEL, 沢塔ケ岳 （2597).

湘1菊平 〔KPF-223〕，上の宮 〔KM 597），丹沢椛 ダイダイタケ Cryptoderma citrinum lMAZ. 

ケ岳（KPF-365），丹沢犬越路 （1696〕，丹沢山 （28 中津渓谷 （KM573〕，厚木市上飯山（KPF-228),

30〕． 七沢 （KPF-338〕，石老山（3158).

レンガタケ Fomitopsis insularis (MuRR.〕lMAZ. ツヤナシマン ネンタケ Pyrrhoderma sendaiense 

真鶴（2227）， 宮ケ瀬（KM-511），平塚 （1969, (YAs.) lMAZ. 

1985），横浜市旭区大池公園（2748），三ツ池（KPFー 東丹沢札掛〔神奈川県林業試験場標本〉．

351，藤野〔3162,KPF 319）， 生田緑地〔KSM-96), ツリハリサノレノコンカケ Phellinuslaurencii (BERK.〕

高尾111(2573,2579〕，町田市〔3133），高麗山〔3297〕， AosHrMA, 

相模原市凹名（3303,KPF 356），七沢（KPF-322), 真鶴 （2235).

足柄下郡箱根町 （KPF-349). ネン ドタケ Phellinus gilvus〔Fu.)PAT. 

マンネンタケ科 Ganodermataceae 西丹沢符沢 〔KM404, 406）， 東高根森林公園

エビタケ Trachyderma tsunodae (Y AS.〕lMAZ. (KSM 141〕、東丹沢札掛（2658〕1 山梨県道志村〔K

丹沢山〔3202〕． PF-252〕

マゴジャクシ Ganoderma neo-japonicum lMAz. ネンドタケモドキ Phellinusgilvoides〔LLOYD)hrAz. 

横浜市磯子区中原〔KM-401），神武寺 c1211,31 1m1i子ヶ谷 （2010〕，瀬谷市民の森 （2271).

27〕，平塚市万国 〔1659）， 東高根森林公園〔KSM- マツノ タバコウロ コタケ Hymenochaete yasudaz 

215），丹沢ヤタ尾根（2619〕． hrAz. 

7 ンネンタケ G. luα・dum 〔FR.〕KARST. . 津久井 〔3120〕．

茅ケ崎市浜竹（1108)'j原野〔KM-400, 1282), ムサシタ ケ Pyrrhoderma adamantinum (BERK.) 

小田原柏山〔1999〕，藤沢市用田（2548〕，Ji[崎市中 I山 z.

原区 〔2765〕． 東丹沢札掛（千中奈川県林業試験場標本〕．

キコブタ科 Mucronoporaceae メシマコブ Phelliηus linteus (B. et C.) AosHIMA 

ウツギノサノレノコシカケ Porodaedalea elegans 丹沢 （2521).

AosHIMA ラッコタケ Jnonotus sciurinus hrAZ. 

箱根町湖尻 （2347），箱根町畑宿 （KPF-309〕，上 中区長者町 （3357,KPF-368〕．

の宮 （2476,2481, KPF 318），箱根お玉ケ池（KP ワヒ夕、タケ Cyclomyces fuscus KUNZE 

F-278），丹沢札掛（2711），丹沢栗木洞（3322〕． 湘南平〔2014〕．

エビ ウロ コタ ケ Hymenochaeterubiginosa (Fu.) 
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図1.神奈川県のヒダナシタケ類

1- 1. ムサシタケ下〕 断而図〔東丹沢札掛〉 神奈川県林業試験場桜木 1- 2 カンゾウタケ

（横浜市緑区三保市民の森〉 1- 3ーマゴジャ クシ （横浜市緑区守家ふるさ と村〕 1-4.カワ

ラタケ（厚木・m飯山観音〕 1-5 ツガサノレノ コシカケ（伊勢原市大山〕 6. コフキサノレノコシ
カケ（川崎市多摩区生田緑地）
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神奈川キノコの会， 1980-1987. 神奈川県産キノコの 東京．

（神奈川県立博物館〕
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神奈川自然誌資料 〔9): 73～78, Mar. 1988 

神奈川県清川村宮ケ瀬のコムラサキシメジの大発生

について

生出智哉

A Large-scale Occurrence of Le1うたtasordidα (Tricholomataceae) m 

Miyagase, Kiyokawa-mura, Kanagawa Prefecture. 

Toshiya 01zuRu 

きのこはときに大発生することがあるが，大発生時

における発生量や環境その他の要因などが具体的に報

告された例は極めて少なし、。

筆者（1982〕は最近鎌倉市源氏山でのツクツクボウシ

タケ （冬虫夏草の一種でツクックボウシ等の幼生に寄

生し，やがて殺し子実体を生じる〉の大発生を報告し

たが，今回，清川村宮ケi粉、iにおいてコムラサキシメジ

（ハラタケ 目キシメジ科〉が多数発生している例を観

察したので報告する。

報告にあたり ，日本きのこセンター ・菌輩研究所長

沢栄史氏に，コムラサキシメジの発生要因について，

いろいろ御教示頂いた。また，宮ケ瀬工事現場の法面

〔崖面）緑化資料の提供をいただいた県企画部水資源

対策室ならびに建設省宮ケ瀬工事事務所にたいして深

甚の謝意を表します。

清川村生物調査の際に宮ケ占領へ立ち寄り，コムラサ

キシメジ発生の情報を筆者に寄せられた当館大場達之

専門学芸員と高桑正敏学芸員に御礼申上げます。

l. 調査地域の概況

1-1 ±也元Z
発生地は，神奈川県の北東部，愛甲郡清川村宮ケ瀬

（馬場B代替地〉に位置し， 東経139°10＇， 西経35。34',

標高150～200mの低山地である〔図 1）。 落合から半原

に至る約 3kmの両岸は急峻でト中津渓谷と称し名勝地に

なっている。発生地域の崖は，落合程表層で表面は風化

が著しい。

1-2 気候

宮ケ瀬，中津渓谷の気象資料はないが，隣接する半

原の統計資料 （横浜地方測候所〉によると半原の平均

全年降水量は 2,033 mm, 県内では箱根（大涌谷3,232

剛〉，丹沢西部に次いで多い。

1 3 植 生

中津渓谷付近の河床部の布Hli生は，フサザクラータマ

アザサイm－集にまとめられている。河辺林は崩壊土砂
の堆積により，部分的であるが絶えず植生の更新が行

なわれているため樹齢が若く，胸高直径10～20：皿の細

木が多い。フサザクラやヤマハンノキなどの底木層及

び革本層にはモミジイチゴ，ウツギ，ニシキウツギ，

タマアジサイなど極めて多数の構成種からなる。

段丘上は一部が畑や住居にな り，人為的な影響を最

も強く受けている。

段丘上から山腹にかけては，スギ植林地となり，ス

ギが多く， 自然組生は河床を除いて少ない。一部カシ

類〔シラカシ，アラカシ，ウラジロガシ）の残存木が

あることから全体は照葉樹林常にはいるものと考えら

れる。

コムラサキシメジの発生した法面はヨモギ，シロツ

メクサ，カモガヤ，オニウシノケグサ等帰化植物の優

占する立地である。

2. コムラサキシメジの発生状況

A. 昭和61年

愛甲郡清川村馬場B代替地域の切り通し〔ビジター

センターから西へ約40m早戸川へ通じる工事進入路〕

の崖4ケ所に昭和61年6月25日から約3週間コムラサ

キシメジが発生した（図 2）。

コムラサキシメジの発生したこの崖は，昭和60年5
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図I 調査地の概略図（建設省芭ケ i~Wi工事事務所主1987〕矢F-IJ ： 発生地点

月から8月にかけて崩壊防止と緑化促進のために 5種 んでいる（図 4）。

類の種子と養生材，緑化資材とともに法面（崖面） へ 昭和61年7月12日に標本の採集と土壌採取を実施し

吹き付けたものである（早戸川林道へ通じる崖は61年 た，その時のPHの値は7.1〔緑化基盤材10ノミ一セント

6月から 62年1月にかけて散布〕。建設省宮ケ瀬ダム 溶液PH 6.5〕であった。培地1)中性は幼菌の発生に

工事事務所によると， 散布した 5種の種子の配合と使 有利に作用すると考えられる。

用量は，ケンタ ッキー31フエスク（オニウシノケグサ〉 ！ この法箇では，コラムサキシメジの他には， 2～ 

53. 2kg，パミューダグラス〔ギョウギシハ〕 19.6kg，ホ 3のキツネタケ属 〔Laccaria）の仲間が僅かにみられ

ワイトクローパ（シロツメグサ） 9. Skg，ヨモギ4.9kg, た11L:てやコムラサキメジが優占種である〔図4）。

ヤマハギ9.Skg〔1,OOOrrf'ltrり〕を使用した。養生材 ： 7月3日から中旬にかけて，工事現場の人々は，コ

ドロゲン－ s（水溶性アクリノレ樹脂と腐植酸物質を混 ムラサキシメジをムラサヰシメジと思い竹カコに何杯

入し粘度を高めたもの〉ヲ それに緑化資材〔i削巴， ピ も採り， 毎日I味噌汁や野菜いためにして食べていたと

ートモス， パーライト， 緩立U1白l

素，リン酸，カリ，有機物〕をj毘入させて法面の緑化 B. f百和62年

を行ったものである〔表 1〕。 昭和62年6月30日と7月11日に再度訪れたが， 法面上

この崖1rrf当たりに，傘の大小〔直径2～8cm〕の の植生はカワラヨモギフヨモギ，オニタビラコ，カモ

コムラサキシメジが約70本（子実体〕 発生していた。 ガヤ，オニウシノケクサ等が1.5m～2.0mに生長し崖

法面4ケ所の合計〔横150m，高さ4m〕では， 約1～ 全体がこれらの革本類ても覆われ，コムラサキシメジが

2万才、のきのこ（子実体〕が発生したものと推定され 大発生していた以前の環境とは景観が異なっていた。

る（図3〕。 Jxの上部の乾燥した土 ；PH 7.4，下部のやや湿った
法面の土WIは，菌糸が絡み合い浮きあがったよ 7で 土 ，PH 7. 5であった。ギンゴケなどの好アノレカリ性

淡紫色を帯びていた。 コケの生育していた土 ，PH 7.5の値になり ，中性か

崖は草木やイネ科植物が刈取られ土壊の腐植化が進 らややアノレカリ性傾向を示していた〔厚木市七沢自然
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表 1 緑化基盤材（上〕及び緑化資料（下〕成分

項 目 合 水物 l乾物換算 ｜ 計量方法
窒素（T-N) 07796 I 1 7596 I附析法 (1977)4. 1. 1. 1 

リン酸〔T-P205〕 0 7 0勿 I 1 5 9 96 I II II 4. 2. 3 

カリ（T-K20〕 0 7 8 % I 1 7 8 96 I II II 4. 3. 3 

有 機 物 I 6 3 5 96 I叩量

塩基置換容量 I 4 8 7山 091肥川法 (1…り吋

PH (10 96溶液）

水 分 56.10% I I 
成分内訳

名 称

フジパークi在1巴

ピートモス〔カナダ産〉

宇部パーライト 2型

イビフエリック

緩効性肥料

（ノ N. P. K) くーデイグリ ーノ ！ 16-10 14/ 

〔出所〕 建設省宮ケ瀬工事事務所

教室吉田文雄氏測定〉。コムラサキシメジをはじめと

して，他のきのこ類も確認できなかった。本種の発生

期に，地表面が他の草本に占有されたため，通気も遮

ぎられるような劣悪な生育環境となっていた。

c.コムラサキシメジ
北半球とオーストラリアに広く分布している。わが

国ではムラサキシメジと同じように普通に見られる。

コムラサキシメジはムラサキシメジに類似しているた

めムラサキシメジと混同 して見られている場合があ

る。

コムラサキシメジの傘は，幼菌の時に釣鐙状で次第

に傘がひろがり中凹になる。傘の直径は 2cm～sc澗，ヒ

ダは淡紫色からのち退色してクリーム色となり粗

茎は2.0～4.5 cm x O. 8～1. O cm，表面はやや繊維

容積 ce) 重量 （kg)
3 0 1 5 

1 5 1. 5 

4 0 8 

1 1 

0 2 

soe 1s.Gk9 

状で上部は粉状，中笑，茎に対してヒダは湾生，直生

である。胞子は楕円形，微イボで， 5.5～7×3～4

ミクロン。夏から秋にかけて，有機質に富んだ地上や

畑地，路傍，草地などに群生または束生する。ムラサ

キシメジに似るが，やや小形で，茎は比較的長く，ヒ

ダは＊.llい，色彩は多少くすんでいる〔図 5）。

ムラサキシメジは比較的秋遅く発生し，雑木林や竹

薮内に群生し，きれいな菌輪を描くことがある。

3. 考察

緑化をはかるために上記の緑化素材物質を法而に吹

き付けたのであるが，たまたまコムラサキシメジの生

育に適合した最適環境が出現し，競争相手となる他の

きのこよりも前に法面（特異な培地）で菌糸が増殖でき

たことが，今回の大量発生に結びついたと考えられる。
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この場合コムラサキシメジの菌糸が一体どこから佐｜ また次年度に発生しなかったのは，栄養源が欠乏し

来したかが問題になるが，もともと法面付近に菌糸の ていたと考えるより，「革本層が 1～2mと地表面を覆

状態で存在していたか， 付近から飛散してきた胞子あ っていた」生育環境が変化したことにより子実体を形

るいは種子，または緑化資材に混入していた胞子が発 成できなかったと考えることが妥当と恩われる。

芽して生じたなどの場合が考えられる。広範な面積に 次年度の春先に草を刈り払L、地表面が多少とも露出

一度に大量に発生した状況から判断すると，法面を緑 するようであれば，大発生まではいかなくてもきのこ

化するための資材に混入していた胞子が発芽して生じ （子実体〉は見られたのではないだろうか。

た可能性が最も高＇ ＇c思われる。
次に上記の養生材，緑化資材，緑化基盤材がコムラ 文献

サキシメジが生長するためのかっこうの栄養源（培地〉 生出智哉，1982.鎌倉市で採集したツクツクポウシタ

となり， あたかも，栽培きのこのヒラタケ，エノキタ ケー神奈川自然誌資料，（3):1-4. 

ケ，ナメ コなどがコントローノレ下に置かれ，集中的に 今関六也 ・本郷次雄，1987.原色新日本菌類図鑑．保

発生するような状況（最適温度と湿度〕 がつくられた 育社，大阪

のではなかろうか。 （神奈川県立博物館）

図2.宮ケ瀬代替地B地区法面のコムラサキシメジ
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図3.オニウシノケグサ，カモガヤ，ヨモギ，シロツメクサ等の優占する環

境に発生したコムラサキシメジ

77 



78 

図4.草木の少ない環境に発生したコムラサキシメジ

A 

。c
もり
OJs,u 

図5.宮ケ瀬代替地B地区法面に発生したコムラサキシメジ
A.全体図 B.断面図 c.胞子 X400 D.傘断面の菌糸 X400



神奈川自然誌資料 〔9〕 79～81, Mar. 1988 

南足柄市無礼山の箱根古期外輪山溶岩

内田智雄・今永 勇

Hakone Old Somma Lavas of Muriyam呂， Minami-ashigaraCity 

Tomoo UCHIDA and Isamu IMANAGA 

はじめに 無礼山

無礼山は，箱根火山の北東山麓の南足柄rl1苅野の足 無礼山の西端に採石場があり ，箱根古期外輪山溶岩

柄隆道の西に位置する 280.Omの三角点のある北東ー と礁層が露出してし唱。無礼山は，周りの矢倉沢商に

南西方向の尾根からなる111〔長径500m，短径250m, 比へて地形的に高い。鈴木 (1963〕・西島（1985〕は，

）｜｜からの比高80m）のことである。 この山は，箱根古 無礼山を山地に地形区分している。無礼山の山麓を流

｝例外愉山溶岩流分布地域の北東端付近に位置し（Ku- れる内Jllは，激しく蛇行して無礼山の北側を取り巻く

no, 1938），内川と狩Jllの間にあって矢倉沢町（鈴木， ようにして流れている。無礼山の北東の北足柄中学校

1963〕より高い地形的高まりをなしている。 の乗る242mの独立標高点のある山は，Kuno(1938〕

この位置は箱根古期外愉山溶岩が平山断層によって の地質図によると，無礼山につづく古期外輪山溶岩分

著しく変形して垂直に近い傾斜から逆転している（天 布地域であり，鈴木 (1963）・西島 (1985〕によると，

野ほか，1984〕と報告された地点，あるいはまた内川 矢倉沢面である。北足柄中学校の地点は，ボーリ ング

断層 （今永， 1987）の推定位置 とあまり断れていな から少なくとも30m以上ローム層に覆われていること

し、。このような場所にある無礼山の地質について記述 が明らかになった。

してこの地域の研究の参考にしたい。 無干し山の採石場に露出している箱根古期外輪山溶岩

は，紫蘇輝石を主と した普通JI'~！石紫蘇輝石安山岩であ

図1 位置図（Kuno,1938より〕 OS2：箱根古期外輪山溶岩，P：軽石流， HV2：玄

武岩質富士火山際 ・火山灰
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る。溶岩は露頭の右下部に現れ，見かけ上南に傾斜し が多く含まれてL唱。 その他，安山岩と矢倉岳石英

（図2），部分的に板状節1111が見られ， また上下方向 閃緑岩の角傑それに足柄層群の円際岩からもたらされ

の割れ目が目だつ。溶岩は， 赤紫色の火砕岩に挟まれ た凝灰岩僚と足柄層鮮の泥岩の円際を含む。基質は安

ている。この火砕岩は， cobblesizeの溶岩片と，向 山岩の細傑から粗砂それに火砕岩の粗砂である。 1深層

質のgranulesizeの matrixからなる。溶岩の割れ目 は，下位に亜角礁が多く上位に亜円礁が多くなるとと

に，火砕岩が挟まっている箇所があり，また板状節理 もに機種においても安山岩礁のみとなる。見かけの

にも破砕された溶岩片が挟まれている所がある。 imbricate構造は南西から北東を示す。また挟在する

無礼山の採石場の際層は， 2mを越える巨僚から小 砂層から見て，ほとんど水平に近L、。線尼iの厚さは，

礁まであり ，径20 30：皿のものが多い。巨際は採石場 採石場で50m以上あり ，l深層の中段に白色パミスが密

の溶岩と同質の安山岩の亜円傑と矢倉岳石英閃緑岩の 集している水付きローム層の塊が取り込まれている

亜円礁が目だつ。 cobble大のものは，採石場の火砕岩 （図 2- 1, 2 2）。磯層は箱根古期外輪山溶岩をJ火

Eヨ溶 岩 医週火砕岩 匿司喋層 Eヨローム層
図2- 1 無礼山採石場の露頭全景

火砕岩をロームが覆い，それを砂磯層が覆っている．

Y巴llow pumic巴（lOcm)
mmor fault 

図2-2 露頭の中段部
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図3 縦方向の圧縮を示す溶岩のおlれ目

む火砕岩を削って堆積し，また火砕岩を不整合に覆う 考えられ，これらの可能性について今後さらに広い範

ローム層を削っている。ローム層は，一部水つきでほ 囲の調査を行う予定である。

ぼ水平，北落ちの小規模正断層により切られている。

（図2-2〕。 文献

天野一男 ・桃山健治 ・立川l孝志， 1984.箱根古期外輪

考察 山を切る平山断層地質学~~II:~五 ， 9 0 : 849 85 

無；干し山の位置は，箱根火山北東部の内川と狩川のつ 2. 

くる谷士山形の中にあり ，谷士山形の中で地形的に高く， 今永 勇，1987.山北町日向付近の地質と地質構造．

関本丘陵を作る軽石流扇状地の扇頂部付近に位置す 神奈川自然誌資料，（8〕： 2326. 

る。知、干し山の箱根古期外輪山溶岩は，著しく割れ目が KuNo, H., 1938, Geologic Map of Hakone Volcano 

発達し，南に傾いている。この割れ日の中には上下方 and the Adjacent Areas. 

向の圧縮を示すものが認められる（図3）。無干し山は， 西島品子，1985.箱根火山北東麓関本丘陵における地

その地形的な高まりと溶岩流に発達する著しい割れ目 形発達史，関東の四紀，（11〕：4351. 

から，内川断層あるいは平山断層に関連した断層運動 鈴木隆介，1963.箱根火山北東部における軽石流の取

による地形の可能性が考えられる。 t1~ とそれに伴った地形変化について 地理

箱根火山の北東部の狩川と内川の谷は箱恨火山南東 評，36: 24 41. 

部に形成された早川の谷に次ぐ大きな谷であり ，この （内田智雄 ：神奈川県立小田原城内高校，今永 勇：

谷の形成過程において泥流や岩屑流が生じた可能性が 神奈川県立博物館〕
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神奈川自然誌資料 ( 9) : 83～94, Mar. 1988 

長沼層の員化石について

神保幸則

Molluscan Fossils of the Naganuma Formation, Yokohama City 

Yukinori JIMBO 

はじめに マニシキ，カズウネイタヤガイ， トウキョウホタテガ

横浜市南部の戸塚区，栄区から鎌倉市及び膝沢市に イ，マガキなど 56種である（表1）。その中でパイ，

かけて分布する中期更新世の長沼層は，貝類を中心と ハイガイ ，マガキ等は下位の際岩層に密集して産出し

した化石を多産すること有名である。本地域は近年の た。これらの種類をみると，ハイガイ，マガキなど内

宅地造成が著しく，これまでに知られていた化石産地 湾の干潟に生息する極と，セコボラ，アズマニシキ，

のほとんどが，失われてしまった。 カズウネイタヤガイなど浅海砂際底に生息する種が円

筆者は， これらの露頭が失われる以前に長沼屑を調 際と混り合って見られる。生息域を異にする貝類が混

査し，多くの地質 ・化石資料を収集することができ 合遺骸群集となっていることを示す。このような産状

た。そこで，これらの資料を整理し公表することが貴 を示す中で，スダレモシオは下位から上位の層準まで

重であると考え，本誌8号に長沼腐の地質について報

告した（神保，1987）。今回は，長沼層の貝類化石に

ついて報告する。

なお，本論の写真図版に掲載した貝化石の第1標本

は神奈川県立博物館，第2標本は国立科学博物館，第

3標本は筆者がそれぞれ保管している。

長沼層の貝化石の採集地点と産出状態及び古環境

長沼層の貝化石採集地点は，図lに示すように柏尾

川を挟んで長沼層の分布地域の東部から 5ケ所（F 1 

～F 5），西日flから 5ケ所（F6～F 10）の計10ケ所で

ある。各地点における貝化石の産出層準は，図2の地

質柱状図に示す。そして10地点から採集した貝化石と

その産出頗度を表1にまとめた。なお，長沼周の岩相

については，本誌8号（神保， 1987）で詳しく述べたの

で，今回は簡単な記述にとどめる。

東部地域

Fl：横浜市栄区長沼町久保 〔図2の柱状図 7)

J R東海道線踏切脇に位置する西向きの高さ 2.5m 

幅IOmの露頭である。 貝化石は下位の磯岩j留から上位

の泥岩層へ数多く点在する。この地点で採集した貝化

石の主なものは，セコボラ， パイ， ハイガイ， アズ

図1 長沼周貝化石の採集地点の位置図

×Fl～FlO：貝化石の採集地点
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産出し，しかも左右両殻の合さった個体が多い。本種

は浅海砂質底に生息する貝であり，その産状から見て

現地性lJH貨をしたものと考えられる。このような状況

から本地点の環境を大担に推定すると，はじめは干潟

に生息する員類の殻が礁と一緒に運び込まれる沿岸の

環境となっていたが，その後水深が大きい浅海の環境

へ変化していったと考えられる。
ミナミヤト

F2：横浜市栄区飯島町南谷 〈図2の柱状図9)

飯島町から田谷町へ至る市道にかかるJR根岸線ガ

ードから北へsomの地点でふある。本地点の露頭は鉄道

工事に伴い出現した。貝化石は青灰色の泥岩居中に豊

富に点在していた。しかし工事のため十分に採集でき

ず16種を採取したにとどまった。主なものは， セコ

ボラ，パイ，カズウネイタヤガイ，ヒメカガミ， トリ

ガイ等である。これらの種は浅海の泥底に広く生息す

ることても知られ， 岩相から推定される貝類の極構成と

産出した貝化石の極構成がほぼ一致する。
ナミヤト

F3：横浜市栄区飯島町南谷西方 （図2の柱状図9〕

木地点はJR東海道飯島跨線橋の北東250mの地点

にあった北向きの大きな露頭をさす。 貝化石は青灰色

無層lffiの泥岩居中に豊富に点在していた。化石は長沼

層の中部の泥岩居中に介在するスコリアの薄庖から約

5m下位の層準より採集されたものである。保存の良

女子なセコポラ，カズウネイタヤガイ，スダレモシオ，

ウチムラサキなど 41種を採取した。本地点の貝化石

も，F2地点のものと同様に浅海砂泥底に生息する種

が多く，良く似た環境にあったことを示唆する。

F4：横浜市栄区飯島町員殻坂南方（図2の柱状図8〕

県道戸塚 大船線と飯島から本郷台への道路との三

叉路の南西50mにあった露頭である。現在はコソレフ練

習場となっている。貝化石は泥岩層に挟まれるスコリ

アの薄層の下位約5mの層準から採取し，青灰色泥岩

層中に豊富に点在していたρ 貝化石の保存は極めて良

女子で＼ハナムシロ，ヨコヤマミミエガイ，カズウネイ

タヤガイ ，マノレシオガマ，ハナガイ，ズングリアゲマ

キなどである。44程が採取できた。ズングリアゲマ

キ， ヨコヤマミミエガイは両殺の合さった個体が多く

見られた。稀にカズウネイタヤガイも両殻が合さった

個体が見られた。木地点の貝化石群も前述のF2,F3 

地点と良く似た極梢成を示し，同様な環境となってい

たのであろう。

F5：横浜市栄区長沼町豊田小学校前（図2の柱状図

5〕

木地点で観察できた長沼層は，下位より青灰色砂質

泥岩庖，砂磯岩層であった。これは長沼層の中で最上

部のJ¥!i準になる。貝化石はその泥岩居中に保存良好な

ものがi，＂！：富に産出したが，砂i深岩層中には含まれてい

なかった。明らかになった種はキサゴ，エゾタマガ

イ，コロモガイ ，モミジボラ，マメウラシマ， トリガ

イなど72種である。その中では小型の巻貝が多い。ま

た， F2～F 4地点で明らかになった貝化石鮮とその

内容においてやや異なり ，キサゴ，エゾタマガイなど

沿岸の砂底に生息する種で特徴づけられる。本地点の

環境がこれまでの地点に比べてやや浅い沿岸域の状況

となっていったことを示唆する。

西部地域

F6：横浜市栄区田谷町 （図2の柱状図16〕

田谷H汀にある田谷洞窟の南西約300mの閣に面した

大きな露頭である。採取した貝化石は泥岩層に挟まれ

るスコリア層下位約3mの層準のものである。貝化石

はやや灰色の泥岩層中にまんべんなく豊富に産出する

が，他の採取地点よりやや水平に層を成す傾向が見ら

れた。ここではオオキララガイ，ズングリアゲマキ，

ヨコヤマミミ エガイなど両殻の合さった個体が多く見

られた。これらの種を含め25種が採取できた。本地点

はスコリア層の鎚屑からみてF2, F 3地点とほぼ同

じ層準に対比される。産出した貝化石の極構成はオオ

キララガイの多いことを除けば良く似たものとなって

いる。オオキララガイの生息環境を重要視して環境を

推定すると，木地点がF2, F 3地点よりやや水深の

大きいところであったらしい。

F7：藤沢市峰の下 （図2の柱状図28〕

本地点の長沼層は下位より粗粒砂岩層，＃lU~理の泥

岩層となっていた。採取した貝化石は下位の粗粒砂岩

層からである。 しかし，他の採取地点と比べると員化

石の保存状態は悪く，また産出量も少なかった。主な

ものはオキシジミ ，ヒメシラ トリなど 9種類しか採取

できなかった。これらの種は内湾の湾奥部の干潟に普

通に見られる種であり ，本士山点を特徴づけているよう

に見える。 F1～F Gまでの地点で見られた浅海ない

し沿岸砂泥底に生息する種が少ないか，ほとんど見ら

れないことに注目される。本士山点はこれまでの各地点、

と臭って，より内湾環境ーの場所に位置していたといえ

る。

FS：藤沢市高谷 （図2の柱状図28)

F 7地点と同一造成地内でF7地点より北に位置し

た露頭であった。スコリアの薄層より約sm上方の層

準にあたる。岩層は青灰色泥岩層で貝化石が豊富に点

~9 



在していた。エゾタマガイ，セコポラ，タマキガイ ，

カズウネイタヤガイ，スダレモシオ，フ ミガイなど27

極が採取できた。このような木地点の種構成は，東部

地域のF3, F 4，西部地域のF6と良く似たものと

してとらえることができる。浅海の砂質底の環境が広

く，長期にわたって存在していたことを示す。

F9：藤沢市渡内 （図2の柱状図2同

県道藤沢一大船線の渡内切通しの南側山腹ても東に向

いた露頭である。 上位に重なる界風ケ浦層との坑界線

直下の泥岩層〔茶色のやや砂質の泥岩層〉には化石は

産出せず，それより約3m下位の青灰色泥岩層に貝化

石は豊富に産出した。本地点では，コロモガイ ，ムカ

ドツノガイ，ヤカ ドツノ ガイ，ヒメカガミなと14種が

採取できた。その種構成を見ると西部地域のFlO地点

を除けば，東部地域と同じよ うな浅海砂泥底の環境に

あっても詳しくみると各地点により 若干の違いがあ

り，それによって生息する貝類も異っていたと考えら

れる。

FlO: i篠沢市柄沢 （天岳院下〕（図2の柱状図27〕

本地点の~頭も宅地造成工事に伴い出現した。界風

ケ浦層との境界面直下の砂岩層には化石は乏しく，そ

の下位の青灰色の砂質泥岩層に貝化石が虫；富に合まれ

ていた。主なものは，エゾタマガイ，セコポラ，キタ

ノツノガイ，タマキガイ，カズウネイタヤガイ ，スダ

レモシオ，フミガイなど55種が採取できた。その穣構

成はF3, F 4地点と良く似ていて浅海砂質底に生息

する種が多L、。本地点を含めて広い範囲にわたって，

比較的安定した浅海の環境であったことを物語ってい

る。

以上10地点における貝化石の産状と採集された貝化

石から，推定される各地点ごとの古環境の一端が明ら

混っている混合群集， i泥岩層は浅海性種でト占められる

ことが判った。

長沼層の貝化石が示す特徴

表 1に示すようにF1～FlO地点から巻貝68種，角

只2程，二枚貝64種， 合計134種類の貝化石が採取で

きた。 長沼層から採取した 134種の貝類はトウキョウ

ホタテガイ，カズワネイタヤガイなど数種類の絶滅種

を除けば， すべて現生種から成る。その中で，ヤツシ

ロガイ，ハナムシ ロ，コロモガイ ，ハイガイ，ハナガ

イ，ズングリアゲマキなどの暖流系種は40積を越え，

寒流系種はニパヒメシャジク，ミ ヤタクチナワマンジ

のわずか2種にすぎない。従って， 長沼層の貝化石は

圧倒的に暖流系種で占められる。長沼腐は［愛流の洗う

浅海で形成されたことを示す。

次に，マメウラシマ，マガキ，ハイガイ，トリガイ，

オキシジミ ，ヒメシラト リなど内湾に生息する種は，

東部地域に多く ，西部地域では少なL、0 !f!f'にFl地点

で多産するハイガイは磯岩部分に密集して産出した。

殻の保存状態と共産程からみて，礁と共に流されてき

てi1Jf1｛したものであり，近くに干潟の発達する入江が

あったことを予想することができる。

東部地域ではヨコヤマミミ エガイ，カズウネイタヤ

ガイ，スダレガイ，ズングリアゲマキなど浅海の潮間

帯から水深20～30mまでに生息する種が多いが，西部

地域では， セコボラ，スグウネトクサ， クダタマガ

イ，キタノフネガイ，クロダユキパネガイ，フミガイ

など前者よりやや深い海に生息、できる極が加わってい

る。長沼層の11£積当時の海は東部から西方へ向うに従

い，水深の大き くなる浅海であったと言えよう。

かになった。 まとめにかえて

次に各地点の長沼層における層準的な位置を確かめ 1. 長沼層から巻貝68種，角員 2種，二枚貝64種の

てみる。 Fl～FlOの10地点は図2で明らかなように， 合計134種の貝化石を採取した。代表的な種は，セコ

長沼層の中では基底際岩層とその上に重なる泥岩層の ボラ， ハナムシロ，コロモガイ，カズウネイタヤガ

2層準に合まれ，最上部の砂磯岩層には全く入ってい イ， トウキョウホタテガイ，スダレガイ， ズングリア

なかった。すなわち，基底磯岩居中からのものはF1 ゲマキなどである。

とF7の2地点であり，他の8地点はすべて泥岩層中 2. 134磁の中で，ヤツシロガイ，ハナムシロ，コ

のものである。その泥岩層の中でも，中部層準に挟在 ロモガイ，ハイガイ ，ズングリ アゲマキなど暖流系種

するスコ リアj習の鍵層から数m下位の層準のもの（F が約40種と圧倒的に多く ，寒流系種はニパヒメシヤジ

3, F4, F6〕と泥岩層の最上部の層準のもの〔F5, ク， ミヤタクチナワマンジ の2種にすき。ない。従っ

F9, FlO）が著しく，長沼層の土佐積環境を知る上で て，長沼層のijt積した海は暖流の影響下にあったもの

重要となった。各層準にみられる貝化石の特徴は基底 と考えられる。

機岩層からは内湾の干潟に生息する種と浅海性極とが 3. ；長沼層は東部地域てもIj: "7'ガキ，ハイガイ，ハマ

~6 



グリ，ヒメ シラ トリなど内湾の潮間帯に生息する種と 館j鉱山家徳先生，さらに平素から種々お教えいただい

セコボラ，ハナムシロ，コロモガイ，ト ウキョウホタ ている斎藤報恩会自然史博物館尾崎 問先生，元埼玉

テガイなどの浅海に生息する種が混って産出した。東 大学新井重三先生に，厚く御礼申し上げます。

部から西部に向うに従い， セコボラ， スグウネトク

サ，クダタマガイ，クロダユキパネガイ ，フミガイな 文 献

ど，やや深い海にも生息できる種が加わる。これらか 神保幸則，1987.長沼層の地質について．神奈川自然

ら長沼層の堆積した海は，東部では内湾的な環境がー 誌資料，（8): 13-21. 

部にあり， 西部に向うにつれて， 徐々に水深が大きく O u MA, K, 1973. Revision of Matajiro YOKOYAMA’s 

なっていった浅海であった考えられる。 Type mollusca from the Tertiary and Qu-

a ternary of the Kanta area. Palaeo, Soc.。f
謝辞： ；本論をまとめるにあたり，種々ご教示いただ

いた神奈川県立｜専物館松島義章専門学芸員，平田大二

学芸員，また，終始ご助言をいただいた国立科学博物

Jap. Special papers, (17). 

（東京都江戸川区東篠崎2-31-318) 
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表 l 長沼層産貝化石リストと産出頻度

産出頒度： M 多産，C 普通， R 稀；｝［

写真資料：論文末90～94頁の写真図版長沼屈の貝化石〔1〕～（5〕lこj和、た標本の採集地点を示す。

表 lの種名番号は写真図版に対応する。
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神奈川自然誌資料投稿のきまり (1988. 3〕

1 内容は神奈川県の自然および神奈川県の自然との

比較に関する分布，分類，生態，地理，士山質現象な

どについての論説，報告， f=I録，解説，研究史など

とする。

2 発行は年1固と し，毎年10月末日を原稿締切日と

する。

3 投稿された原稿の採否，修正，掲載の順序につい

てはすべて編集委員会の決定による。

4 原稿の体裁

(1）原稿は棋皆きとし， 所定の原稿用紙 （24字x22 

行〉を行L、る。

ただし， A4判24字X22行のワープロ原稿も可。

(2) 表題の下には欧文タイトノレを入れる。表題及び

欧文タイトノレは原稿用紙l枚と数え， 木文は 2枚

目から書き始めることとする。

(3）著者の所属機関（ない場合は自宅等の辿絡先〕

を原稿の末尾に括弧書きで入れる。

(4）原稿の量は短報は2頁，その他は刷り上り10頁

以内を原則とする。

(5）文献の書き方は， 著者名，先行年〔西暦年〉，表

題，雑誌名（または書名），巻，号，頁の順に記

す。雑誌巻数はゴシ ック，号数は数字をゴシ ック

とせずにノ4ーレンでかこむ。 英文の雑誌名および

単行本名などはイタリック字体とする（例 3,7' 

8参照〉。単行本のときは， 出版社名とその所在

地を記入する。

雑誌のような定期刊行物（和文〉 ・・・・仔lj1，例2

雑誌のような定期刊行物（欧文〉 ・・ぃ…ー・ 炉lj3 

単行本（全体を引用〉 ー・・・－－－ …・・・…・・・例4～8

例1 町田 洋， 1973.南関東における第四紀中 ・後

期の編年と海成地形の変動．地学雑誌，82;

53 76. 

例2. 小原 敬，1981，茅ケ崎のアメ リカネナシカズ

ラ．神奈川自然誌資料，〔2); 55 56. 

例3. Makihara, H. & T. Niisato, 1986. The true 

identity of Dihammus fulvicornis hachi-

joensis Gressitt (Coleoptera, Ceramby-

cidae). Elytra, Tokyo, 14: 25-28. 

例4 草間慶一 ・高桑正敏， 1984. カミキリ斑科．日

本i胸麹目学会編， 日本産カミキリ大図鑑，

pp. 249-351, pis. 26-48. 講談社，東京

例5. 日本附麹自学会編，1984. 日本産カミキリ大図

鑑.2+565 pp.前談社，東京．

171;6. 黒沢良彦他編，1985.原色日本甲虫図鑑（III).

2十565pp.保育社，大阪．

例7. Kurosawa, Y., 1985. Family Buprestidae. In 

Kurosawa, Y., et al.〔巴dsふ CoJeopteraof 

Japan in Color, 3: 2-37, pis. 1-7. Hoiku 

sha Osaka. 

例8. McCafferty, W. P., 1981. Aquatic Entomo-

logy. xv十448pp., pis. 16. Boston. 

(6）文献の並べ方は著者名のAB C順とし，同著者

名が2つ以上ある場合には年次順に並べ，同一年

については，a,b, cをつけて区別する。

(7) 1Lヒりの図（写真も図と して扱う〉及び表は，

原則と して頁111言以内とする。原図 ・J京表はA4半iJ

の大きさ までと し，そのまま製版できるよ うに製

図することを原則とする。図表には著者名，図の

番号 （図 1，図2のように書く〕，天地を記す。

(8) 図及び表の説明は別の原稿用紙に脅さ，本文の

余白に挿入個所を示す。

(9) 学名はイタリ ック字休，人名はスモーノレキャピ

タノレ字体とする。字体の指定は次のようにする。

イタリック字体 ；アンダーライ ン（仰jPrimula) 

スモールキャ ピタノレ字体 ；2本線（例 Machida〕

ゴシ ック字体； 波線（例文献〉

5 掲載論文の著者校正は初校のみとする。

6 原図類の返却を希望する場合は，その旨を朱書き

するとと もに， 返送用切手を同封すること。

7 論文の内容に関する責任は著者個人が負う ものと

する。



記

この挙12年ぶりに三宅島を訪れた。7.fti、た

ことに，人家や道路際の生垣等にあれほどた

くさんいた伊豆諸島固有のオカダトカゲの姿

がほとんど見当らなかった。1980年代に移入

されたイタチによ って食い荒されてしまった

のである。

わずか10年足らずで卜力ゲが激減してしま

ったことからもわかるように，島のような閉

鎖的な環境に食物連鎖の上位にある肉食動物

が導入された場合，在来の動物を片端から食

い荒し，生物相を短期間のうちに撹乱させて

しま う。

創刊10年を記念して次号では 「帰化生物」

の特集号を組みます。外＊種の導入について

もう一度真剣に考えてみる機会となれば幸い

です。

f麦集編

（中村－~〕

貝

（大涌谷 自然科学館）

（平 塚 市 博 物 館）

（横須賀市自然博物館）

（神奈 川県立博物館〕

（神奈川県林業試験場）

（神奈 川県立博物館）

（神 奈川県立博物館〉

（神奈川県立博物館〕

（アルフアベット順）
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